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「……旦だん那なさま、いかがでしょうか」

　震ふるえそうになる声を抑おさえながら、江え藤とう侑ゆう眞まは淹いれたての紅茶を差し出した。

「ううん……」

　気難しい表情で低くうなると、高たか階しな耕こう造ぞうは孫ほど年の離はなれた侑眞をチラリと見み遣やる。

　期待と不安に満ちた瞳ひとみで高階を見つめる侑眞の心中を想像するように、香かおりに満ちたその一口をゆっくり含ふくんだ。

（今日は大だい丈じよう夫ぶなはず……！）

　高階が難しい顔で紅茶を飲んでいる間、侑眞は自分で自分にそう言い聞かせていた。

　緊きん張ちようにドキドキするが、今日こそはまともな紅茶を淹れられたという実感がある。

　ティーポットの中では茶葉が元気に泳いでいたようだし、かぐわしい香りもいつも以上に室内に充じゆう満まんしていた。

「ふむ……。まだまだだが、まあ、上達しているだろう。これくらいの味が出せるなら客にもてなしても構わん」

「本当ですかっ！」

　張り詰つめて蒼あおざめていた顔がぱあっと上気する。

　象ぞう牙げの肌はだの上、桜が散ったように紅のさした頬ほおを見ると、侑眞はまるで幼い少年のようだった。実際のところは高校二年生になる十六歳だが、小こ柄がらな体格にうなじを覆おおうほどの長さの黒くろ髪かみとおおきな瞳が可愛かわいらしさを際きわ立だてる。

「うまい紅茶が淹れられないことには執しつ事じの仕事は始まらないからな。次は日本茶の淹れ方も覚えなさい」

「は、はいっ」

　本来は日本茶のほうが好きな高階は、侑眞に更さらなる課題をあたえた。

　嬉うれしさを満面に表していた侑眞は、しかし高階の言葉を聞いてとたんに表情を引き締しめる。

　ひとつのことができたからといってそれで終わりなわけではなく、侑眞にはこれから覚えなければならないことがたくさんあった。気の遠くなるようなことだが、侑眞には不安よりも新しいことに挑ちよう戦せんしようという気持ちのほうが強い。

　そのため、ひとまず及きゆう第だい点をもらえたようだと安心した侑眞は一いつ旦たん下がりかけるが、片手を上げた高階に引き止められることになる。

「さっきと同じ手順でもう一度紅茶を淹れてきなさい」

「もう一度、ですか？」

　やはり今の紅茶に気に入らないところがあったのだろうか。

　どこか近寄りがたい空気を身にまとう高階は厳しいところのある人で、侑眞はなにがいけなかったのだろうかと考えながら不思議そうに問い返した。

「ああ、もう一いつ杯ぱい淹れ立てのやつが飲みたい気分だ」

　そう言って高階は皺しわの刻む口元をやわらげる。

「は、はいっ」

　張り切った返事を高階に返した侑眞は、はやる気持ちを抑えるようにして厨ちゆう房ぼうに引き返す。

　高階は侑眞の入れる紅茶に毎回感想を述べてくれていたが、「渋しぶい」や「ぬるい」といった苦情ばかりで一度もおいしいと言われたことはなかった。

　その高階がもう一度紅茶を飲んでくれるというのだ。突とつ然ぜんのありがたい申し出を聞いて張り切らないわけがない。

（今度はおいしいって言ってもらえるといいけど）

　小さな希望を抱いだきながら紅茶を淹れるための道具を揃そろえる。

　おいしい紅茶に必要なのは、汲くみたての新しん鮮せんな水、グラグラと沸ふつ騰とうさせたお湯、そして適切な蒸むらし時間だ。

　浄じよう水すい器きを勢いよくひねって空気を含ませた水をケトルで沸騰させる。

　この間に侑眞はティーカップを温める。カップは高階が大切にしている庭のバラと同じオールドローズの柄がらを選んだ。茶葉はダージリンのファーストフラッシュで、これは今がいちばん旬しゆんの季節だと聞いて取り寄せたものだ。

　ここまでは完かん璧ぺきなはずだと、はじめに習った紅茶の淹れ方の手順を頭で追っていると、沸騰したお湯の蒸気がカタカタとケトルの蓋ふたを押し上げる音がした。その音がまるで自分をせきたてているようで、侑眞は慌あわててケトルに駆かけ寄る。

（まだ、だめ……っ）

　火を止めようとして、早まる自分を必死で抑えた。

　紅茶の持つ香りや味をじゅうぶんに引き出せないのは、お湯の沸騰が足りないからだと注意されたことがある。いつもケトルの中のお湯がグラグラいうまで沸わかしているつもりだが、それでもまだ足りないのではないかと、侑眞は心の中でゆっくり五つ数を数えたあとで火を止める。

　お湯の温度加減だけではなく水にもちょっとしたポイントがあって、ミネラルウオーターより水道水のほうがおいしく淹れられると聞くと、すかさずそちらに切り替かえた。

　紅茶に関する知識などまったくなかった侑眞には、新しいことをひとつ覚えるごとに喜びが増すようだった。

　侑眞はいそいそと紅茶の用意をすると、それらを銀のワゴンに乗せて高階の許もとへと戻もどる。

　クラシカルな洋館を装って建てたという屋や敷しきのダイニングはゆうに二十畳以上の広さがあり、隣りん室しつのサロンとの壁かべを取り払はらえばバンケットルームとしても利用できる造りになっていた。高階がもう少し若かった頃ころには頻ひん繁ぱんになにかの催もよおしが開かれていたということだ。

　一度に十人は食事ができるような長いダイニングテーブルは特注に違ちがいなく、かつては豪ごう華かな食事や着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよで埋うめ尽つくされたことだろう。

　そのダイニングテーブルの上座に高階はいた。

　六十歳を過ぎているわりには立派な体たい躯くをしている高階には怖こわいと感じるほどの存在感があるが、実際に話をしてみると仕事に関すること以外にはなかなかやさしい人物で、いつしか侑眞はとうに亡なくなった祖父の面おも影かげを重ねて親しみすら覚えるようになっていた。

「お待たせしました」

　侑眞が声をかけると、高階は彫ほりの深い顔をこちらに向けてくる。

　高階は病を患わずらっているため血色があまりよくないが、ゆるぎない視線には支配する者の威い厳げんのようなものがにじみ出ていて侑眞をギクリとさせた。

　しっかり手順を踏ふんで淹れた紅茶がまずいことはないと思うが、早くこの高階に手放しで褒ほめてもらえるようになりたいという思いが体を駆け巡めぐる。

　高階がじっと見守る中で紅茶をサーブすると、侑眞は静かに一歩後ろへと下がった。

　背中越ごしからも高階が紅茶を一口含んだのが分かったが、その数秒の間侑眞は呼吸をすることも忘れてしまうほど緊張していた。

　よほど気が張っているのか、心臓がドキドキと早はや鐘がねを打つ。

「……まだまだだが、よくここまで頑がん張ばったな」

「ありがとうございますっ」

　そう高階が評したことで、侑眞は強こわ張ばっていた表情をぱあっと輝かがやかせた。

「出張に出ていた息子むすこがそろそろ帰ってくる頃だ。あれが帰ってきたら、おまえさんは蘇芳すおうに仕えなさい」

「急に、どうして……」

　侑眞は戸と惑まどわずにはいられなかった。

「おまえのように頑張る性格なら、あやつを任せられるだろう」

「え……？」

　この屋敷に来て十日が経たとうとしているが、ようやく執事の仕事にも慣れ、はじめは怖いと感じていた高階ともやっとふつうに会話ができるようになったばかりなのだ。

　高階に恩があるというのに、いくらその息子とはいえまた主を変えることに複雑な気持ちになる。

「どうした。浮うかない顔だな」

「そういうわけでは……」

　内心を悟さとられてしまい言葉を濁にごしたが、不満の気持ちは顔に出ていることだろう。

「なにも心配するような相手ではない。わたしとうまくやれているのだから、蘇芳とも問題なくやっていけるだろう」

　気に病やむことはないと高階は言うが、まだ会ったことのない人物に仕えるよう主命されて、侑眞がなにひとつ不安を感じずにいるのも無理な話だった。







　侑眞は今年の春に事故で両親を亡くしたばかりだった。

　突然ひとりきりになってしまった侑眞に、見かねた高階が手を差し伸のべてくれたのである。

　高階の屋敷で暮らすようになるまで、侑眞はもちろん紅茶など自分で淹いれたことはなかった。

　喉のどが渇かわいたといえばメイドが部屋まで飲み物を運んでくれたし、必要なものがあれば誰だれかがすぐに揃えてくれる。高階の屋敷に比べると侑眞の住んでいた家など小さなものだが、侑眞がなにかをする隙すきを与あたえないほどには使用人は揃っていた。

　そのため一ひと月つき前の状じよう況きようを思い返すと、自分は今までいかに恵めぐまれた環かん境きようで育ったのかと改めて感じさせられる。そして、世間から少しずれた部分を見つけるたびに、侑眞はもっと頑張ろうと心に決めるのだった。

　会社を経営していた父は幸いにも負ふ債さいを残してはいなかったが、侑眞に相続された遺産などほんのわずかで、まだこれから教育費のかかる侑眞の面めん倒どうを見たがる親しん戚せきなど一人もいなかった。

　父の会社が順調にいっている頃は何かにつけて家に顔を出していた親戚たちも、事情が変わった途と端たんに手のひらを返したような変わり身の早さだ。

　世の中の無常さを侑眞がはじめて目まの当たりにして、心が引き裂さかれそうになったときに現れたのが高階だった。

　生前の両親を知り、若い頃の母を雇こ用ようしていたという高階は、葬そう儀ぎの場で憂うれえていた侑眞を見るなり声をかけてきた。母の由ゆ美み子この若いときと面おも差ざしのそっくりな侑眞が困り果てている姿を見て、そのまま放っておくことができなかったようだ。

　その時の侑眞はまだ知らないことだったが、高階は長いこと長者番付に欠かせない高額納税者として有名だった。

　若かりし頃に自ら創設したおもちゃメーカー『おもちゃの王国』を何十年もトップに導いてきた男だが、六十を過ぎた現在は体調不良を理由に半隠いん居きよの身である。

　しかしトップが不在でも会社の経営に不安は感じられず、頼たのもしいことに高階に劣おとらず有能な息子が社長補ほ佐さとして実権を握にぎっていた。

　それほど経済力のある高階が侑眞ひとりの生活を面めん倒どう見ることなどなんでもないことだ。

　けれども侑眞にとって他人である高階が後見人として名乗りを上げたことに侑眞自身戸惑わなかったわけではない。

　その申し出はありがたかったが、親類たちですら自分を疎うとんでいるというのに、母が生前従事していたという高階の厚意に甘えてしまっていいのか分からなかった。

　しかし高階は、ここで侑眞を捨て置くような真似まねをしたら侑眞の母に顔向けできないと、なかば強ごう引いんに屋敷へと連れてきたのである。

「す、すぐに働き口を探しますので、生活費は少し待ってもらえますか」

　贅ぜいを尽くした高階邸ていに足を踏み入れた侑眞は、その豪ごう華か絢けん爛らんさを目の当たりにして震ふるえる声で言った。せめて少しでもお金を入れなければ高階に申し訳ないと思っていたが、これほど立派な屋敷に住んでいるとは考えてもおらず、予想外のことにまばたきを繰くり返す。

　自分もわりと贅ぜい沢たくな暮らしをしてきたようだが、見上げるほどのこの屋敷の大きさは侑眞の家のそれと比ひ較かくできるようなものではない。

　未成年である自分が働いたところで美しく立派なこの家の生活費が払えるとも思えないが、とっさに金銭面を心配をせずにはいられなかったのである。

「生活費？　なんのことだ。未成年からそんなもの徴ちよう収しゆうしようと思ったことはない。爺じいの道楽と思って気楽に暮らしなさい。この先大学に行ってもらうつもりでいるし、興味があるなら留学しても構わんよ。もちろん学費はわたしが面倒を見る」

「でも、それでは……」

　完全に高階におんぶに抱だっこな状態だ。

　いくら生前の両親と面識があるとはいえ、そこまで頼たよっていいものだとは思えなかった。

「ぼくが大学を卒業するまでにはあと六年もありますよ？」

　お金の話をすることは気が進まないことだったが、これだけははっきりしておかなければと重い口を開いた。多少の保険金はあるがそれが十分な額ではないことは、後見人である高階も知っていることなのだ。

　これ以上迷めい惑わくをかけるわけにはいかなくて、アルバイトをして生活費を入れたいと侑眞は頑かたくなに言い張った。

　十六歳の少年の労働力などたかが知れているが、このままのうのうと生活しているのはどうしても自分が許せない。

「おまえさんは箱入りのようだし可愛かわいらしい顔をしてるが、由美子さんに似て強ごう情じよっ張ぱりだな……」

　頑がんとして意見を曲げない侑眞を知って、高階はため息をついた。

「よかろう。そこまで言うのであれば、わたしの屋や敷しきで執しつ事じとして働きなさい」

「執事……ですか？」

　何人かの使用人なら侑眞の家にもいたが、執事という役職になじみがなかった。

　白いひげをたくわえて隙のない所作で側そば仕づかえをするのが執事だと思ったが、それがこんな自分でいいのだろうか。

「由美子さんは長いこと我が屋敷でメイドとして仕えていてくれた。その息子なら執事も務まるだろう」

　年ねん齢れいのわりに鋭するどい双そう眸ぼうが細められる。

　はじめて高階の笑った顔を見た侑眞は、表情を崩くずすと深く刻まれる皺しわに愛着を感じた。

「母が、メイド……？」

「知らなかったのか？」

「は、はい……」

　父と母は周囲の反対を押し切って結けつ婚こんしたのだと聞いたことはあるが、母が高階の屋敷でメイドをしていたとは、はじめて知ったことである。

　江藤家は今でこそ没ぼつ落らくしているが、血筋だけはよく、明治時代の頃ころには皇族から臣しん籍せき降嫁された人までいると聞いている。もっともそれは本家の話であって、傍ぼう系けいである自分たち家族には別世界の話にしか思えなかったのだが。

「それであんなに……」

　両親が結婚する際は親類たちから反対されたと聞いている。

　侑眞が大きくなってからも母に対して含ふくんだ物言いをする者もいたが、母がメイド出身であるのなら見み栄えを気にする彼らがああいう態度に出るのはこのせいだったのかと、今になってやっと分かった。

　さらに高階は、仕事の付き合いから当時頻ひん繁ぱんに屋敷に出入りしていた父と母とが出会ったのはこの屋敷の中であるということも教えてくれた。

「あんなに負けん気の強い使用人も、由美子さんくらいだったがな……」

　ふふと思い出し笑いを零こぼす高階を見て、侑眞はおおかたが想像ついてしまった。

　侑眞が知る限り、母は可愛らしい見た目にそぐわず豪ごう気きな人間だった。

「善悪の前に地位など関係ない」というのが口くち癖ぐせの母は、相手がたとえ雇やとい主であっても悪いことには悪いときっぱり言えるような強さがあった。きっと高階から理り不ふ尽じんなことを言われても、にっこり笑いながら反論するくらいのことはしてしまいそうだ。

　そんな母を側で見ていた侑眞は何度も肝きもを冷やすような思いをしてきたが、不思議なことに母のそういうところが多くの人を魅み了りようしたことも事実だった。

　おそらく父もその一人だろう。

　由ゆい緒しよ正ただしい家系で粛しゆく々しゆくと育った父には快活な母が眩まぶしく見えたに違ちがいない。

　自分もどちらかといえばおとなしい性格をしている侑眞には、グイグイと人を引っ張っていくような母に憧あこがれた父の気持ちがなんとなく分かった。

　今まで知る機会のなかった両親の話を聞くことができて、心にじんわりと温かいものが広がっていく。

「それなら、ぼくも一いつ生しよう懸けん命めいお世話させていただきます」

　自分も大好きだった母の名を汚よごさないようにと、侑眞は心に誓ちかったのだった。







　侑眞は高校へ通いながらも執事として高階の屋敷で暮らしていた。

　執事の一日は、まだ薄うす暗ぐらい朝の六時からはじまる。

　高階の勧すすめる高校に転校したものの、まだ学生である侑眞には学校の合間に執事の仕事をするよう言い渡わたされた。

　執事の仕事がなんであるのかいまいち分からない侑眞には、これまで男の使用人を置いたことがないという高階家で求められることは当然力仕事だろうと信じて疑わなかったが、そういった仕事はかえって足手まといになるからとメイドたちからきっぱり断られた。

　実際に小こ柄がらな侑眞よりも力がありそうなメイドを見ると、二の句が断つげなくなる。

　厳密に言えば運転手や庭師など男性の使用人がいないわけではないが、屋敷の中のことは仕事にプライドを持った女性たちでまかなわれており、なにもできない侑眞の存在はかえって彼女たちを戸と惑まどわせた。

　けれども侑眞は、すすんで機会を見ては重いものを運んだり汚きたない場所を掃そう除じしたりと積極的に働いた。はじめは本当に足手まといにしかならない侑眞だったが、何度かやっているうちにコツを覚えて、今では多少なりとも力になれている気がする。

　気にかかることといえば、高階から与あたえられた「お仕着せ」と呼ばれる衣装が力仕事に向いていないため、あまり動きすぎるとすぐどこかに引っかけて破いてしまうことだ。

「今日はどこも破れてないかな……？」

　侑眞はお仕着せの袖そで口ぐちや裾すそをつまんで眺ながめる。

　上品な漆しつ黒こくのトラウザーズとお揃そろいのベストには、優美な細工の施ほどこされた銀のボタンが並んでいる。ドレスシャツともいえるブラウスには細かなタックがあしらわれていて、カフスやスタンド襟えりにはふんだんにフリルが使われていた。ボウタイとチーフは格式高いインペリアルレッドで揃えられている。

　どこか十九世紀のイギリスを思わせるようなファッションだが、侑眞を執事にすると決めた高階がはじめにしたことは、なじみのテーラーを屋敷に呼んで侑眞を着き飾かざる服たちを作ることだった。

　今日の服装はまだ地味なほうで、高階が作らせた衣類はゴブラン織りのジャケットやセーラーカラーのブラウス、半ズボンやハイソックスなど、着るのをためらってしまうようなものが多かった。

　しかし、新しい衣類を身につけるたび高階は相好を崩して侑眞のことを見るため、侑眞はむやみに拒きよ否ひすることができなかった。

　侑眞を側に置いておきたい高階としては、仕事より勉強に専念して欲しかったようだ。けれども侑眞は自分を引き取ってくれた高階に尽つくしたかったため、どうしても屋敷の仕事をすることを譲ゆずらなかった。

　はじめは渋しぶい顔をした高階だったが、その気持ちが本気であると知ると侑眞の行動に理解を示してくれた。それに安心した侑眞は、決められた執事の仕事以外にもメイドたちの仕事を手伝うようになっていった。

　慣れない仕事は簡単ではなかったが、自分によくしてくれる高階のことを思えば苦労とは感じない。

　執事とはメイドたちよりも位が高く、屋敷の中のことを総合的に取りまとめる人のことを一いつ般ぱん的に言うが、侑眞に求められているものはお世話係のような役割だった。実際には執事というよりフットマンやハウスメイドに近いものである。

　朝は洗面の手伝いや日課となった散歩の介かい添ぞえ、朝食の給きゆう仕じのあとは持病のある高階のために薬を準備してから学校へ行く。

　学校から帰った後は来客の対応をしたりお茶を淹いれたり、高階の許もとで雑用をこなす。

　病気療りよう養ようを理由に屋敷でおとなしく過ごしているとはいえ、高階の判断を仰あおぐ部下は屋敷に毎日やってきていた。社長補ほ佐さにある高階の息子むすこが海外に出張しているせいもあって、高階の書しよ斎さいはさながら社長室のようでもある。

　そして、日が暮れたころに夕食になる。その給仕をして、食後のお茶を振ふる舞まえば侑眞の仕事は終わりだった。

　労働に慣れたものであれば、難しく思うようなことも体力的に厳しいこともなにもない。けれども今まで家のことをなにもしないで生きてきた侑眞にとって、お茶ひとつ上手に淹れることも至難の業わざだった。

　そんな侑眞であるからこそ、ついに食後の紅茶を高階が苦情も言わず飲んでくれたと知ると湧わき上がる喜びを抑おさえきれなくなった。どうしてもこの気持ちを友人に聞いてもらいたくなって、仕事が終わるなり走るようにして自分の部屋に駆かけ込む。

「チャロ、チャロ」

　侑眞はドアを閉めるのももどかしく、友人の名を連呼した。

　チャロと呼ばれた仔こ犬いぬは、毛足の長いじゅうたんに足をとられて転がりながら侑眞の許へ姿を現す。

　しかし、ふかふかなじゅうたんの上は苦手なようで、彼はさっきからヨロヨロと歩いては白い腹を見せて何度もひっくり返っていた。

「チャロ」

　転んでは悲しそうに鼻を鳴らすチャロだが、自分の名前を呼ばれたと知ると茶色の直毛をきらめかせて侑眞を振ふり返る。

　くりっとした黒い瞳ひとみは愛らしく侑眞を見つめるが、よく見るとその目はガラスでできていて、滑なめらかな表面にくっきりと侑眞の姿を映しだした。

　犬の姿をしているが、チャロはれっきとしたロボットである。

　人工知能を持つペット型ロボットとして高階の会社から五年前に売りだされた商品だった。『トイドッグ』と商標登録されたこの商品が発表された頃ころは、本物の犬と見分けがつかないほどそっくりだと大きな話題を呼んだものだ。

　ピンと耳が立ったチャロは足が短く胴どうが長い。犬種でいうとコーギーのようで、よちよち歩くたびに重そうな腹が揺ゆれて、とても愛らしい見た目になっている。

　名前を呼べば喜んで飛んでくる。愛情を持って可愛かわいがれば甘えるように鼻を鳴らす。空腹になることもあれば、機き嫌げんを損そこねることもある。

　つやつやした毛皮の下には温かく柔やわらかい感かん触しよくもあって、まるで生きたペットのようだった。

　両りよう脇わきを抱かかえ上げてギュッと抱だきしめると、チャロはとたんにおとなしくなる。

　抱き上げると静かになるようプログラミングされているのだが、侑眞はチャロが話を聞いてくれているような錯さつ覚かくを起こした。

「聞いてよ。旦だん那なさまが何も言わず紅茶を飲み干してくれたんだよ」

　腕うでの中にいる唯ゆい一いつの友だちに、侑眞はさきほどのできごとを話して聞かせる。

　多少の日本語は理解できるチャロだが、会話まで理解できるわけではない。

　けれども丸いきらきらした瞳をまっすぐに向けられて、侑眞はその先を促うながされているような気分になった。

「おいしいと言われたわけじゃないんだけど、最後まで飲んでくれたってことは旦那さまのお口に合ったと思ってもいいよね？」

　いつもはカップの底に二センチほど紅茶を残す高階が、今夜はすべて飲み干してくれた。侑眞に何も言わなくても、それが高階の心情を語っている気がした。

　侑眞が訊たずねると、チャロはタイミングよくワンと鳴く。それが侑眞に同意しているようにも感じられる。

「やっぱりチャロもそう思う？」

　相手はロボットだと十分承知しながらも、ついつい話しかけてしまう。そして、ぷよぷよした腹を優やさしく撫なでた。

　自分のよき理解者であるチャロは、侑眞にとってかけがえのない存在だ。こんなにも愛くるしいチャロを作ったのはどんな人だろうかと、まだ会ったことのない相手に自然と思いを馳はせていた。

「こんなにいい子を作るくらいだから、やっぱりいい人なんだよね？」

　侑眞はチャロに答えを求めるように瞳を覗のぞき込んだ。しかし今度はどう答えたらよいか分からないというように、チャロは首をかしげたのだった。







　早朝のさわやかな風が、ふわりとした甘い花の香かおりを運んできた。

　かろやかに小鳥がさえずる声を聞いて、侑眞は足を止めると頭上をあおぐ。昇のぼりはじめた朝日の強い光が、日ごろ室内ばかりにいる侑眞には毒なほど眩まぶしい。

　芝しばは濃こい緑のにおいを振りまくように放ち、水が撒まかれたばかりの土からは、うっすらと湯気が立ち上っている。庭をさえぎるように流れる小川は造られたものだったが、水草も茂しげり小さな生物が生息しているようだった。

　とてもここが都会の真ん中にあるとは信じられない環かん境きようであるが、れっきとした高階の私有地だった。

　日課である高階との朝の散歩へと繰くり出していたが、高階は心臓を患わずらっているため、散歩といえど細心の注意が必要なのではないかと侑眞はいつも心配してしまう。

「寒くはないですか？」

　四月も中ちゆう旬じゆんに差しかかるが、朝晩はグンと冷え込むことがある。

　侑眞は病体の高階を気き遣づかってそう声をかけた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　高階はしゃがれた声でそう答える。短い一言だが、ぴりっとした声に病人らしいところは窺うかがえず侑眞はホッとした。

　侑眞が安心するやいなや、高階を心配するあまり狭せまくなりがちだった視界に庭の花が飛び込んでくる。

「すごい……」

　散歩は毎朝の日課だが、広い屋や敷しきには趣おもむきの違ちがう庭がいくつもあり、このエリアに足を踏ふみ入れるのは三日ぶりだ。日中暖かい日が続いたためか、以前来たときより華はなやかな印象だった。

　侑眞が指差した先、英国式の庭園には見事なまでの花が咲さき誇ほこっている。

　足元にはチューリップやカラー、クレマチス。少し視線を上げると白い布が垂れ下がったようなハンカチの木やライラックの花が豊かな香りを漂ただよわせていた。あと少し暖かくなれば、バラがみごとに咲くことだろう。

「花が好きか？」

　数日前と様相を変えた庭に驚おどろく侑眞を見て、声を和やわらげた高階は訊ねた。

「そうですね、あまり詳くわしくはないですけど、前に住んでいた家の庭には一年中花が咲いていました」

　侑眞の家にも庭はあったが庭園といえるほど広くはなく、公園のような高階の庭とはまるで違っていた。けれども庭のあちこちでたくさんの花が揺れており、小さいながらもホッと安らげるような場所だった。

「詳しくないのは実際に手入れをしたことがないからだ。まあ、おまえさんは箱入りだったからな。おおかた母親にでも仕切られて一人で何かをしたことなどないのだろう」

　まるで高階の予想通りで、今までの暮らしぶりを見み抜ぬかれた侑眞は恥はずかしくなって俯うつむいた。

「あの由美子さんでもわが子には過保護になってしまうのか」

「世間知らずですみません……」

　おそらく高階は自分の中に母の面おも影かげを期待して侑眞を引き取ったことだろう。それが物静かで何もできないただの子供だったなんて期待はずれもいいところだ。

　貧びん乏ぼうくじを引かせてしまった高階に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「いや、そうでもない。本当に世間知らずなら生活費を入れるなんていう発想はないだろう。これと決めたことは頑がんとして譲ゆずらないし、十分母親の血を受け継ついでいるよ」

「本当ですか」

　侑眞には嬉うれしい一言で途と端たんに口元がほころぶ。

　容姿以外のことで母親に似ていると言われたことは今までになく、意外な意見を聞かされて目を丸くした。

　驚きのあまり元から大きな目がこぼれんばかりに見開かれる。

「仕事には少し不器用なようだが、それも慣れの問題だろう。紅茶を淹いれる腕はめっきり上達しているからな」

　ほんの些さ細さいなことであるが、高階ほどの人物に褒ほめられて侑眞は照れたように笑った。そして、次はもっとおいしい紅茶を淹れようと心に決める。

「蘇芳も紅茶にはうるさいほうだから、味がぶれないように研究しておきなさい」

「あの……」

　蘇芳の名前が出たことに侑眞はどきりとした。

　数日前に蘇芳付きとして仕事をするよう言われたが、それ以来蘇芳の名前が高階から出るのは初めてだったのだ。その名前を聞くと、不安のようなものがこみ上げて落ち着かない。

　高階の側そば仕づかえから外れるのは嫌いやだったが、だからといって仕えるよう言い渡わたされた相手のことを何も知らないままでいるのも嫌だった。

「蘇芳さまというのは、どんな方なんでしょう？」

「なんだ、メイドたちが騒さわいでいるのを聞いていないのか」

　メイドたちが騒ぎ立てるということは、そうとう人気があるのだろう。

　しかし、彼女たちと距きよ離りのある侑眞の耳にそういった話題がもたらされることは残念ながらなかった。

「自分の身内を褒めるのもなんだが、なかなかいい男だ。容姿だけじゃなく仕事もよくやっているな。そうでもなければまだ三十前の若造なんかに会社を任せてはおけん」

　それは身内に対するものではなく、一人の男として評価している言葉だと分かった。

　高階の息子むすこがまだ二十代だということにも驚いたが、その若さで業界大手である会社を切り盛りするような才覚にも驚かされる。

「そうだな。会えばおまえさんも気に入るはずなんだが……」

　高階はなぞなぞのようにもったいぶった口調で侑眞に言う。

「ぼくが……ですか？」

　首をかしげて考えるが、高階がわざわざ謎なぞめかして言うのはなぜなのだろう？

　だいたい侑眞が屋敷にやってきた頃ころには蘇芳は海外にいたはずなのだ。

「ああ、侑眞の大切にしているトイドッグがあるだろう。あれのプロジェクトリーダーだった男だ」

「ええっ！」

　驚く侑眞の顔を見て、高階はまるで自分のことのように誇らしそうにした。

　トイドッグは高度な技術力が必要なロボットだ。

　そして、ロボットではあるが本物の動物のように人の心を癒いやしてくれる可愛かわいい存在だった。

　そんな商品を作り上げた人間はどんな人なのだろうかと興味を持っていた侑眞だったが、それがこんな身近にいたなんて……。

「だって、トイドッグが発売されたのって五年も前ですよ。その頃ころ蘇芳さまはまだ、二十代前半じゃ……」

「仕事もよくできると言ったばかりだろう。わたしが手放しで褒めるということはそういうレベルの人間だ」

　かなり自信を持った高階の言葉だった。

　厳しい高階が賞賛するということは滅めつ多たにないことで、やはりそれほどできのいい人間なんだろうと感じさせられる。

　侑眞もチャロの生みの親が蘇芳と分かって、早く会ってみたいと嬉しく思ったが、ふと目に入った高階の表情に高こう揚ようしていく気持ちを抑おさえた。

　誇らしげに蘇芳のことを語る高階だったが、侑眞にはその表情がなぜか淋さびしそうに見えてならない。なにか遠くを見つめるように目を眇すがめる高階の横顔を、思わずじいっと凝ぎよう視ししてしまった。

　高階はときおりこんな風にぼんやり物思いにふけることがある。

　普ふ段だんがしっかりした人なので、よほど心を悩なやませるなにかがあるのだろうと侑眞は推測しているが、こういう姿を知ってしまっているからこそ高階の側で尽つくしたいと思っているというのに──。

「旦だん那なさま？」

「ああ、いや……」

　放っておいたら心ごとさらわれてしまいそうな高階に声をかける。

　侑眞の不安が声に滲にじんでいたのか、高階は苦笑いをしながら振ふり返った。

「……わたしの後は蘇芳に任せるつもりだが、どうもそれだけでは気がかりでな。由美子さんはメイドとしてわたしに仕えてくれたが、侑眞が蘇芳の右みぎ腕うでになって会社を支えてくれればいいと思ったんだが……」

「か、会社ですか？」

　まだ高校二年生になったばかりの侑眞には先のことを言われても戸と惑まどうばかりだ。特にやりたいことなどなかったが、今この場で自分の将来が決まってしまうのはなんとなく恐おそろしくも思う。

「無理にとは言わんが、わたしは侑眞に頼たのみたいんだ。だがその前に、まずは家の中で蘇芳を支えてやってくれ」

「で、でも……」

　急な展開に侑眞は目を白黒させる。

　この屋や敷しきに来てから立派になにかを務められたためしがないのは高階も十分承知のことだろう。それなのに、そんな重大なことを頼んでくるなんて高階の考えが読めずにいた。

「ぼくに、そんなこと……」

「わたしの人を見る目は衰おとろえていないはずだ」

　戸惑う侑眞を力強い声が押した。

　自分に自信はないが、これまでトップに立ってきた高階の言葉なら信じることができる。それに、高階の会社に対する思いを聞いてしまったら無下に断ることなどできなかった。

　高階の要望に応こたえることが恩返しになるというのなら、引き受けてみるのもいいのではないか。今の時点で自信はないけれど、色々なことを学ぶ時間ならまだ十分にあるはずだった。

　短い間に侑眞は大きな決意をする。

「──せ、精せい一いつ杯ぱいがんばります」

　侑眞の返事を聞いた高階は、それでいいというように大きくうなずいたのだった。







　この日も侑眞は執しつ事じとしての務めが終わると、厨ちゆう房ぼうで夕食をもらって自分の部屋に下がった。

「……ただいま」

　重じゆう厚こうなドアを閉めると部屋の明かりをつけ、部屋のどこかにいるチャロに呼びかける。しかし、期待していたような返事はなく、あまりにも消え入りそうな声だったため聞こえなかったのかともう一度名前を呼ぶ。

「チャロ？」

　ややあってチャロはこちらに顔を出すが、すぐに物もの陰かげに隠かくれてしまった。

（うわあ、機き嫌げん悪い……）

　どうやら忙いそがしくてしばらく放っておいたせいで拗すねているのだと気づく。

　高階は犬が嫌きらいなようなので、高階と遭そう遇ぐうする可能性の高いときは屋敷の中を歩かせないようにしていたのだ。正確にはチャロはロボットだが、これだけ犬と似ていればきっとチャロのことも苦手に違ちがいない。

「待ってよ」

　侑眞はチャロに近づくと、逃にげ出しそうになる後ろ足にしがみついて自分のほうへ引き寄せた。「チャロ」という名前の由来にもなった茶色い毛皮を指先で掻かくようにすると、嫌いや々いやだった態度が徐じよ々じよに軟なん化かしてくる。

「放っといてごめんねって」

　何度も名前を呼ばれて頭を撫なでられているうちに機嫌を直してくれたのか、チャロはとても短い尻尾しつぽをちょろちょろと数回振った。それが侑眞を許すと言っているようで、ホッとひとつため息をつく。

　膝ひざの上でチャロを遊ばせながら、遅おそい夕食を口にした。

　今夜のメニューはパンとサラダとビーフシチュー。

　屋敷お抱かかえの料理人が作るまかない食なので味はたしかなのだろうが、いくらおいしい食事でも一人で摂とるのはとても味気ない。両親の生前に三人で囲んでいた食しよく卓たくがとても懐なつかしく思えた。

　壁かべを背もたれにしながら床ゆかに座って食事をするなんて、母が生きていたなら怒おこられそうなものだが、じゃれついてくるチャロをかまいながら食事をするにはここがいちばん最適だった。

「チャロを作った人、かぁ……」

　今朝の散歩の後、書庫にあった経済誌のバックナンバーを読んで蘇芳がまだ二十八歳であることを知った。

　日本経済界注目の若手ということで特集された記事で顔写真も載のっていたが、何人か取り上げられていた中でも蘇芳は群を抜ぬいてかっこよく、また若かった。

　記事も一通り読んだが、ところどころ話の意味が分からないところはありながらも、すごくしっかりしている人のような印象を受けた。学生時代からいくつか商品を開発しているという蘇芳は、少なくとも高階の敷しいたレールの上を歩くような人ではないようだ。

　一いつ介かいの職人からこれほどの経営者に成りあがった高階もたいした手しゆ腕わんの持ち主だと思うが、その高階が一目を置いているような人物なのだからそうとうなものなのだろう。

　コンピュータのシステムに精通し、高校生や大学生の頃ころから自ら開発した技術を企き業ぎように提供していたというのも驚おどろくことだが、蘇芳が自分と同じ年の頃に企業と対等に渡わたり合える力を持っていたということも侑眞の興味を掻きたてた。

　自分は無理を言って高階から執事という仕事を与あたえてもらったが、もしも蘇芳が高校生の頃に一人で暮らしていかなければならない状じよう況きように陥おちいったなら、知識や技術を売って悠ゆう々ゆうと暮らしていけただろう。

　侑眞のように援えん助じよされるのとは違い、自分の力で生きていける力強さを感じる。

　規模こそ違えど嗣し子しであることには変わりないのに、自分と比べてなんてしっかりした人なんだろうと憧あこがれに似た感情すら生まれていた。

　高階以外の人物に仕えることに抵てい抗こうのあった侑眞だったが、一日が過ぎないうちに蘇芳への興味を深くしていた。







　翌日には近々蘇芳が帰ってくるらしいということも、その蘇芳の側近に侑眞が選ばれたことも屋敷中のうわさになっていた。

　ただし侑眞は自分がうわさの渦か中ちゆうにいることなど想像もしておらず、遠巻きにヒソヒソ話をされていることにも全く気づいていなかった。

「……っと、もう少し」

　休きゆう憩けい時間のせいか厨房には誰だれもおらず、広い室内は閑かん散さんとしている。

　メイドの一人もいない静かな空間に足を踏ふみ入れると、いかにも高価な茶器を丁てい寧ねいに洗う。屋敷に来たばかりのころは手を滑すべらせて何枚か皿を割ってしまったが、今ではそのような過あやまちを犯おかすこともない。綺き麗れいに洗った茶器は注意深く棚たなへ戻もどした。

　高階お気に入りの食器は誤って割ることのないよう高いところへ置かれているため、小こ柄がらな侑眞は少し背せ伸のびをする必要があった。

　仕事を始めたばかりの頃に大皿を一枚割っている侑眞は、食器を持つとどうしても緊きん張ちようが走る。しかし今回は手元を狂くるわせて割ってしまうようなこともなく、棚の食器戸を静かに閉めると小さくため息がこぼれた。

　けれども、ほっと息をついたのもつかの間のことで、厨房の入り口から話し声が聞こえて、侑眞はピンと背筋を伸のばした。

「やっだー、やめてよ」

　どうやらメイド二人が話しながら厨房に入ってきたようだ。

　続きの部屋にちょっとした休憩室があるため、そこにある荷物を取りに来たのかもしれない。侑眞のいる厨房の奥まで立ち入ることはなく、二人は隣となりの休憩室へと直行した。

　なにやら話が盛り上がっているようだが、それを中断する形になっても彼女たちにひと声かけて去るべきか考えていると、二人の会話から蘇芳の名前が聞こえたように感じた。

　いけないとは思いながらも、彼女たちの口から蘇芳がどんな風に語られているのかと考えると我が慢まんができず、気づくと侑眞は部屋の側に近寄って耳をそばだてていた。

「……それにしても蘇芳さま、今回の出張は長かったわね。一ヶ月ぶりの帰国？」

「そうよ。なんでも向こうの企業が蘇芳さまの研究を気に入って放さないらしいじゃない」

「ああ、ＡＩとかなんとかってやつのことでしょ？」

　ＡＩとは人工知能のことで、チャロはそのＡＩを駆く使ししたおもちゃだ。

　世界にはＡＩに関する研究者も数多くいるようだが、蘇芳もその一人だった。

　学生の頃からＡＩに造ぞう詣けいの深かった蘇芳は、そのシステムの応用研究について定評があるのだという。そのことを雑誌で読んで侑眞も認にん識しきしていたが、海外にまで名前が知れ渡っているとははじめて知った。

（もしかして、本当にすごい人なんじゃ……）

　ＡＩを世間に知らしめたトイドッグは海外にも販はん売ばいされている。

　日本ではもう過去のものとして今ではあまり見ることのないトイドッグだが、海外では今でも熱心なファンが多いことを思うと、その開発者である蘇芳は熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けているのではないだろうか。

　もう日本では製造していないトイドッグだが、トイドッグ開発以来ＡＩはもっと手ごろなおもちゃにも多く搭とう載さいされているのを考えると、蘇芳がおもちゃ界に与えた功績は大きそうだ。

「旦だん那なさまが蘇芳さまにお付きをつけたがっていたのは知っていたけど、よりによってなんであの子なのかしら？」

　メイドの口から思いがけず自分のことが話題に出て、侑眞はドキッとした。

「言えてる。わたしたちのほうが仕事はできるのに」

「蘇芳さまのお世話したかったなぁ」

　心底残念そうに言うものだから、侑眞は彼女たちに対して申し訳ないような気分になった。これが悪意のこもった陰かげ口ぐちであれば傷ついていただろうが、自分でも彼女たちに比べて何もできないという自覚のある侑眞は、その一言に少なからず同意してしまう。

　メイドの言うことが事実であるからこそ、侑眞は自分のふがいなさを情けなく思った。

　屋や敷しきにきたばかりの、本当に何も知らない頃から比べるとずいぶんいろんなことができるようになっていたが、まだまだ気き遣づかいに欠けることがあるし相手の気持ちを読むことも不得手だった。

　たとえばメイド長などは、高階の表情や手の動きひとつでなにを欲ほつしているか分かるようだが、その領域に達するにはさらなる修しゆ行ぎようが必要だ。

　メイド長のようにはいかなくても、屋敷にいるメイドたちは高階が二言三言告げただけで主の望むことを完全に理解できるようだった。

　それは、今までの十六年間、どちらかといえば奉ほう仕しされる側の身だった侑眞にとって、すぐには慣れないことだった。

　決められた仕事なら何度かこなすうちにできるようになるが、こればかりは練習できるようなものでもない。高階の望むことと正反対のことをして何度か叱しかられたこともあった。

（ぼくが、しっかりすればもっと……）

　自分がよく気がつく人間で仕事もしっかりこなせれば、メイドにあんな疑問を抱いだかせることもないだろう。

　蘇芳の世話を侑眞がすることでメイドたちをがっかりさせてはいけない。それにはミスなどしないよう仕事をがんばらなければと侑眞は心に誓ちかった。

　メイドたちの話から蘇芳はそうとう慕したわれているらしいことが分かったが、蘇芳付きに大だい抜ばつ擢てきされた自分が嫉ねたまれるなどということは侑眞も考えていなかった。

　その話を聞いてからもちろんそこまで感情をあらわにしてくる人間などほんの一ひと握にぎりだが、いくらぼんやりした侑眞でもあからさまな悪意に気づかないほど鈍どん感かんではない。

　はじめはそこにあるべきものがなくなっていることに「あれ？」っと思い、それが間を置かずに三度も続くとさすがに偶ぐう然ぜんではないと考えるようになった。

　いずれも高価なものではないが、なくなったとなると気分のよいものではない。

「邪じや魔まっ」

　厨ちゆう房ぼうにて銀食器を磨みがきながら思案に暮れていた侑眞は、通路を通りがかったメイドに強く体を押された。

　侑眞の軽い体は作業台に前のめりに突つっ伏ぷす形となり、台の上に広げていた無数のカトラリーはばらばらと床ゆかの上に散乱した。

「あーあ」

　金属音に振ふり返った別のメイドは、派手にナイフやフォークをばら撒まいている侑眞にあきれたような声をあげた。

　侑眞が作業台で磨いていたカトラリーは、ナイフ・フォーク・スプーンが五十組で計百五十本ほど。その大部分が床の上だ。中には作業台の下にもぐりこんでしまったものもあって、手伝いに駆かけ寄ってきたメイドたちと三人がかりでカトラリーを拾い集める。

「ごめんなさい」

　ミスなく仕事をこなそうと誓った矢先のできごとだ。

　こんな自分のドジにメイドたちをつき合わせてしまって侑眞はしゅんとなるが、ナイフを拾おうと身をかがめていたメイドは首を振ると指先で侑眞を呼び寄せた。

　大きな声では言えない話があるらしいと察した侑眞は、腰こしを落としてメイドの側に寄る。

「あんたのせいじゃないわよ。あの人、前から蘇芳さまのお世話をしたがっていたから、あんたに意地悪してんの」

「意地悪……」

　これもそのひとつなのかと侑眞は思うが、自分がぼやっとしていなかったらあれくらい避よけられたようにも思える。

「そんな顔しないの。こういうのは傷ついたりしたら相手の思う壺つぼなんだから」

「は、はい」

　決して親しいとはいえないメイドが自分を叱しつ咤たしてくれるということは、なにかとても心強いものを感じる。

　人から向けられる悪意は苦痛に違ちがいないことだが、もしこのいやがらせともいえる行こう為いが蘇芳付きになったことからくるのだとしても、今以上に頑がん張ばるだけだ。そう前向きに考えると、しぼんでいた心がまた急に大きくふくらみはじめた。

（大だい丈じよう夫ぶ、ぼくはお母さまに似て強いから）

　高階に言われて舞まい上がった一言を思い出す。

　今まで誰だれからも言われたことのなかった母に似ているとの評価が、思いのほか嬉うれしかったのだ。強い母の背中に隠かくれて生きてきた侑眞に、高階の一言は勇気を与あたえてくれた。

　また、無む邪じや気きに自分に擦すり寄ってくるチャロの温ぬくもりにも侑眞は支えられていた。唯ゆい一いつの友人であるチャロを作った人に会えるのだからと思うと、多少のことにも揺ゆるがない強さのようなものが備わっていた。







　そんなある日の夜のこと。

　食後のお茶を高階に振る舞い自室に戻もどった侑眞は、そこにチャロの姿がないことを知った。また拗すねてしまっているのかと思い部屋の隅すみ々ずみを捜さがすが、チャロの姿はとうとう見つからなかった。

（部屋から出たってことは考えられないけど）

　侑眞の部屋に鍵かぎはついていないが、ちゃんと扉とびらを閉めさえすればチャロが外へ出ることはない。いくら優ゆう秀しゆうなロボットとはいえ、ドアノブまで開けられる機能はついていなかった。

　侑眞が自室に戻ったとき、ちゃんとドアが閉まっていたのかどうかは今となっては朧おぼろな記き憶おくだ。いつもドアは閉めるように心がけているが、必ず閉めたとは言い切れない。

　けれどもここにチャロのいない今では、ドアをちゃんと閉めたかどうかなどという問題は大きなことではなかった。まず何より早くチャロを捜しに行ってあげないと、充じゆう電でんが切れたりしたら見つけにくくなってしまう。

「捜さなきゃ……」

　さきほどから恐おそろしいほど風がうなっていて一人で屋敷を歩くのは怖こわかったが、早くチャロを捜してあげなきゃいけないと言い聞かせる。チャロが誤って階段から落ちようものなら損そん壊かいは免まぬかれないだろう。そうなる前に急ぐ必要がある。

「わぁっ」

　また廊ろう下かへ出ると、窓の外から雷らい光こうが縦に走ったのが見えて、侑眞は慌あわてて耳をふさいだ。

　嵐あらしだ──。

　そう感じた途と端たんにゴロゴロと雷かみなりが鳴る。雷の大だい嫌きらいな侑眞は今すぐ布ふ団とんを頭から被かぶってしまいたいくらい怖かったが、自分を奮い立たせると部屋を走って出た。

「チャロ、チャロ」

　名前を呼びながら部屋の周りを捜してみるが、チャロの姿はもちろん、気配すら感じられなかった。近くにいないのではないかと諦あきらめた侑眞は、行動範はん囲いを広げて屋敷中を走って捜し回った。

　途と中ちゆうですれ違ったメイドから三階で不ふ審しんな物音を聞いたという情報を得ると、すかさず大階段を三階まで駆け上がる。

　屋敷の中を走っていることが知れたらメイド長から小言が飛んできそうだが、チャロが心配なことと雷に対する恐きよう怖ふからどうしても落ち着いて歩くことができなかった。

　一気に階段を駆け上がって息を切らした侑眞は、今はもう使われていない三階に一歩足を踏ふみ入れて、その薄うす暗ぐらさに背中の汗あせがすうっと引っ込むのを感じる。

　長年人の立ち入ることのなかった三階は、廊下の照明がところどころ切れて嵐の夜は気味が悪い。

（お、お化けとかいそう……）

　照明の取り外された廊下は、階下の絢けん爛らんぶりと打って変わって廃はい墟きよのような有様だった。掃そう除じだけは定期的にされているようだが、人ひと気けのない建物というものは気味悪さを感じずにいられない。

（が、がんばれ……！）

　目を凝こらして廊下を見るが、そこにチャロの姿はないようだ。しかし、一番奥の部屋のドアが大きく開いているのを目にして、侑眞はもしやと思う。

　チャロが自らドアを開けられないとすれば、あの部屋に迷い込んだ可能性は高い。

　侑眞は勇気を振り絞しぼって、一番奥の部屋を目指した。

　強風に煽あおられて窓がガタガタ不気味に音をたてる。その音にビクッと身をすくめながら、侑眞は目的の部屋の前に来た。

　開いているドアに手をかけて中をのぞくが、壁かべのスイッチを探さぐっても電気が切れているのか部屋に明かりは灯ともらなかった。ものすごく怖いと思う気持ちを無視して、しかたなくそのまま一歩部屋に入る。

「チャロ？」

　軽く閉めたはずのドアが侑眞の背後でバタンと大きな音をたてる。

「わ……っ！」

　自分でやったことに驚おどろくのも滑こつ稽けいだが、嵐の夜というだけでビクビクしていた侑眞には飛び上がってしまいそうなほど恐ろしかった。辺りがいちだんと暗くなったの感じて、部屋の扉をわざわざ閉める必要はなかったと思い直した侑眞はしがみつくようにノブを回す。

　しかし、どうしたものかまるで鍵がかかってしまったように頑がん丈じようなドアはびくともしなかった。

「うそっ！」

　諦めも悪くガチャガチャとノブを回し続け、ドンドンとドアを叩たたくが誰かが駆けつけてくれる気配もない。この部屋に閉じ込められたのだと気づいたのは、少し時間が経たってからのことだった。

「わぁーっ」

　地に響ひびくような雷らい鳴めいが聞こえて、侑眞は頭を抱かかえる。

　体を丸めるようにして小さくなるとガタガタした震ふるえが湧わき上がり、じんわり涙なみだが浮うかんできた。えもいわれぬ不安に襲おそわれて息が苦しくなる。

　その時、丸くなった侑眞をつんと突つく者がいた。

「チャロっ……」

　心強い友人の登場に、侑眞は小さく震えながらチャロをギュッと抱だきしめる。

「ここにいたんだ！」

　黒くて丸い目はじっと侑眞を見つめ返した。チャロが無事でよかったと安心するが、侑眞がホッとするのもつかの間、悲鳴にも似た雷が轟とどろく。

「いやだ……だれかっ」

　雷の音は、侑眞の中の忘れたい記憶を呼び起こしてしまう。

　両親が亡なくなったのも、こんな風に雷鳴が響き渡わたる夜のことだった。

　愛する家族にもう二度と会えないと知ったショックが蘇よみがえり、一ひと月つき前は流れなかった涙がぽろぽろ溢あふれ出た。置き去りにされたような淋さびしさが相まって、嗚お咽えつを漏もらすほどになっている。

　重く広がる闇やみに、侑眞は飲み込まれそうになっていた。

「うーっ……！」

　堪こらえてもいっこうに雷は止やむ気配を見せることはなく、空を引き裂さくような音がどよむたび侑眞は小さな悲鳴を漏らす。

「ひぁ……っ！」

　今までで一番派手に雷鳴が轟いて、侑眞はチャロを抱えたままとっさに部屋の隅すみに駆かけ寄った。

　なにかを蹴けり倒たおしたようで、金属製の音が部屋中に響きわたる。

「誰かいるのか？」

　すると、物音を聞きつけたようにドアが開いて、侑眞はあまりの驚きにヒッと息を詰つめた。思わず両りよう腕うででチャロを痛いほど抱きしめる。

　低い男の声が聞こえたと思ったら懐かい中ちゆう電灯の光を当てられて、侑眞はその眩まぶしさにギュッと目を瞑つぶった。

「……子供？」

　腰こしが抜ぬけたように壁に背中を貼はり付けている侑眞を認めて、男は不思議そうに言った。

「きみ、こんなところでなにを……」

　男の言葉を遮さえぎるように、またひときわ大きな稲いな光びかりが窓の外を走る。

「助けてっ」

　雷鳴から逃のがれるように侑眞は男の胸に飛び込んだ。

　相手が誰だれなのかなんて考える余よ裕ゆうもなく、とっさに取った行動だ。なんの根こん拠きよもないが、侑眞は男が自分を救ってくれるような気さえしていた。

　男のほうはというと、突とつ然ぜん胸元に飛び込んできた子供に面めん食くらっていたようだが、腕うでの中の小さな体が震えていることに気づくと、侑眞を引き離はなすようなことはしなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　それどころか、侑眞が落ち着くのを待って二階にある自室へと優やさしく誘さそったのである。

　自分が縋すがってもびくともしない大人の男に抱えられて、侑眞は久しぶりに安あん堵どを覚えていた。







「熱いから気をつけて」

　男は部屋に備え付けられているティーセットで自ら紅茶をいれると、侑眞の前にカップを差し出した。低く抑よく揚ようの少ない男の声は侑眞を落ち着かせる。

　まだ外では雷鳴が響いているが、少し遠くへ行ったせいか、それとも男の存在が侑眞を心強くしているのか、不思議と震え上がるほどのものではなくなっていた。

　男の年ねん齢れいは二十代後半くらい。百六十センチ強の侑眞より頭一つ分ほど背が高いように見える。三つ揃ぞろいで仕立てられた濃色のスーツを纏まとった姿は品がよく、見るものの目を奪うばった。

　すらりと通った鼻び梁りようは日本人離ばなれしていて、ノーブルな印象を持たせる美しさがあった。美しいといっても女性的なところは一つもなく、気品の中にも野性めいたしなやかさを持つ男性的な美しさである。

　理知的な瞳ひとみは暗灰色でともすれば冷たくも感じられるが、今は不安定な侑眞を前にして穏おだやかな気配を纏わせている。その表情がどこか作り物じみているが、それでも優しさに縁えんの薄うすかった侑眞には親しみを感じさせるものだった。

　侑眞をこれ以上怯おびえさせないようにとの配はい慮りよなのか、男は口元に上らせた微び笑しようを絶やすことはない。

　目元を優しそうに細められて、侑眞は顔を紅潮させた。

　それは、男がまるで幼い子供を相手にするように自分のことを見ていると思ったからなのか、それとも男の容姿に見とれてしまった自分を恥はじたからなのか、頬ほおを染めたはっきりとした理由は、侑眞自身にも分からなかった。

「あ、の……」

「どうした？　ミルクが必要かな」

　インターホンへと歩み寄ろうとする男を侑眞は引き止める。

「いえ……。あの、蘇芳さまですよね」

　侑眞の質問に、男はすっとした眉まゆを微かすかに引き上げた。

　その仕草を目にした侑眞は、自分は人ひと違ちがいをしたのではないかと一いつ瞬しゆん鼓こ動どうを速くする。

「きみのような子にそう呼ばれるのも居い心地ごこちが悪いな。蘇芳でかまわない」

「そ、そんな。呼び捨てになんてできませんっ」

　しかし、意外にも気さくにそう言われて、侑眞は慌あわてて手を振ふった。

　恐きよう縮しゆくそうにする侑眞を見て、蘇芳は目元を緩ゆるめる。

　いったい蘇芳はどんな人物なのだろうかと気にかけていたが、こんなに打ち解けやすそうな人とは思っていなかった。チャロを作った人物が目の前にいて、その人が自分のような年下の者と気取らずに接してくれるなんて、まだ信じられない気分だ。

「なんだ。わたしのことを知っていたんだな」

「はい。お屋や敷しきのみんなが蘇芳さまを慕したっています」

　蘇芳は現在『おもちゃの王国』の社長補ほ佐さをしていた。

　社長である高階が闘とう病びよう生活を送っているため、実質は蘇芳が社長のようなものだ。

　高階がワンマンでここまでのし上がってきたのだとしたら、蘇芳はスマートで紳しん士し的であるとの評判が高い。けれども世間知らずの二世タイプではなく、とても頭の切れる男で高階より有能ではないかといううわさを侑眞は耳にしたことがある。

「蘇芳さま？」

　一瞬黙だまったように見えた蘇芳に侑眞は呼びかける。

「いや……きみは？　見慣れない顔だけど」

「ええと、ぼくは江藤侑眞といって、少し前からお屋敷に住まわせてもらっている者です。蘇芳さまのお側そば仕づかえをさせてもらうことになりました」

「ああ、そういえば社長がそんなことを言っていたな。執しつ事じを雇やとった、と。たしか、江藤商会の御おん曹ぞう司しとか……」

　蘇芳は独り言のように言うと、侑眞を見た。

「それならあの古い部屋には驚おどろいただろう。手入れが悪く、ドアが壊こわれているんだ。あの部屋に入ったのは初めて？」

　問いかけに侑眞はこくりとうなずいた。

「外からは簡単に開くが、中から開けるにはコツがいる。必要なら今度教えてあげるよ」

　蘇芳はまるでマジシャンのように両手をひらめかせた。

「それできみ……侑眞は、なんであんなところにいたんだ？」

「あの、チャロを捜さがしていて……」

　侑眞の足元で居い眠ねむりをしているチャロに視線を落とす。

　いつもであれば初めての場所や初めての人には警けい戒かいをあらわにするチャロであるのに、この日ばかりは蘇芳の部屋も蘇芳にも不思議とくつろいだ様子だった。

「トイドッグか……」

　自分が話題にされていることが分かったのか、チャロはピクリと身じろいだ。

　伸のびをしながらゆっくり目を開けたチャロに近づいた蘇芳は、長い足を折るようにして視線の高さを合わせる。自分の生みの親が分かるのか、蘇芳の姿を認にん識しきするとチャロは短い尻尾しつぽをぱたぱた振って喜んでいるようだった。

「ずいぶん年季が入ったな」

　蘇芳はチャロをつまみあげるようにして眺ながめた。

　こまめに手入れはされているものの、五年もの間活動し続けてきたチャロは全体的に茶色くくすんでしまっている。毛皮のほころびもいくつかあって、それには侑眞が一いつ生しよう懸けん命めい施ほどこしたであろう縫ぬい跡あとがお世辞にも綺き麗れいとはいえない間かん隔かくで並んでいた。

　蘇芳が笑えみをこぼしたのを見て、侑眞は不器用にも自分の指先を針で刺さしながら縫った箇か所しよがおかしかったのだろうかと恥ずかしくなる。

「面おも白しろいな」

「──え？」

「失敗作のトイドッグをこんなに大切にしている人間がいるとはね」

「しっ……失敗？」

　蘇芳の発言に驚いた侑眞は、声を裏返す。

　五年前に発売されたときから毎日一いつ緒しよにいるが、チャロに欠けつ陥かんが見られたことなどなかった。

　これほどあどけなくちょっとわがままなチャロを、蘇芳は失敗だと本気で言っているのだろうか。

「そう。数量限定商品だというのに、あらかじめ設定されていた数をさばくことができなかったといういわくつきのものだ」

「ど……して？　こんなに可愛かわいいのに」

　大切なチャロをけなされているようにも感じて、侑眞はかばうようにチャロを抱かかえこむ。

「そのリアリティーある可愛さが、売れなかった原因だろう」

　五年前にトイドッグが発売されたとき、蘇芳は自分の持てるすべての技術をつぎ込んだ。よりリアリティーに迫せまるべくアルゴリズムを研究し、外見を本物の犬と間ま違ちがえてしまうほど酷こく似じさせたのは自然科学への挑ちよう戦せんでもある。トイドッグが完成したとき、蘇芳はこの商品を誇ほこらしく思っていた。

　大々的に発表を行うとマスコミでも絶賛され、おもちゃ業界を震しん撼かんさせもした。その年の展示会はトイドッグ見たさに例年の倍の来場者があったとも言われた。

　しかし実際に販はん売ばいしてみると、トイドッグは予定していた三万台を下回るほどの数しか市場に出回らなかったのだ。

　その原因はいくつかあるが、一番大きな敗因は見た目を本物に近づけてしまったせいで男性の興味を掻かきたてなかったからだろう。また、おもちゃにしては価格が高すぎたのも支持されなかった原因だ。

　女性が食いつくような可愛い商品であるのに、トイドッグは一いつ般ぱん的なＯＬの初任給の三ヶ月分もしてしまう。ちょっと興味を持ったからといって簡単に買えるようなものではなかったのだ。

　高い技術を尽つくした自信作だったのに蓋ふたを開けてみれば散々な結果で、蘇芳にとってトイドッグは苦い思い出になってしまっていたと語ってくれた。

「ロボットなんだから近未来ペットをイメージしてメカらしくしたほうがよかったんだろう。ここまで生物に似せる必要はなかったんだ」

「そう思っておいでなんですか？」

　トイドッグが失敗であることは世間が下した評価だ。製作者である蘇芳までもが失敗だと思っていたら嫌いやだなと侑眞は思った。

「でもぼくは、このトイドッグに救われました」

　数々の辛つらい出来事が侑眞には付きまとったが、ぽてぽてと愛あい嬌きようを振りまいて歩くチャロの姿を見ているだけでもじゅうぶんに和なごんだ。話しかけると丸い目でじっと見つめてくるチャロに何度励はげまされたことか。

「やっぱりこの姿が一番です」

　侑眞がチャロの頭を軽く撫なでると、短い尻尾がパタパタ揺ゆれた。

「そうか」

　蘇芳は侑眞の腕うでに抱だかれておとなしくなっているチャロを懐なつかしそうに見やる。そして、侑眞が繕つくろったであろう不ふ揃ぞろいな糸目を指で撫でるようにした。

　自らの作品を「失敗作」と言うわりには優やさしい蘇芳の仕草を、侑眞は頬ほおをほんのり染めながら見ていた。

　厳しいことを言いながらもやはり自分では愛情を持っているのだろう。蘇芳の仕草からそれが感じられるようで嬉うれしい。

「侑眞といったね」

「は、はいっ」

「明日からよろしくたのむよ」

　上品に蘇芳は微笑ほほえんだ。その行動の一つ一つに自然と目がいってしまう。

　暗くら闇やみで怖こわい思いをしているときに優しくされたせいもあるだろうが、蘇芳を見ているだけで、なぜか異性にすら感じたことのない高こう揚よう感かんを覚えるのだった。

　その晩、侑眞はチャロだけに向かって、蘇芳に憧あこがれの気持ちがあることをこっそり打ち明けた。



    

  
    
      　　　　２






　翌日から蘇芳の側そば仕づかえとしての仕事が始まった。

　高階から蘇芳付きになるよう言われていたが完全に蘇芳だけに仕えるわけではなく、時間が許される限りは高階の世話もするつもりでいた。

　蘇芳付きになったからといって、昨日まで仕えていた高階のことをなにもせずにいるなんて無常なことは、侑眞には考えられなかったのだ。

　基本的に自分のことは自分でできると言った蘇芳だが、侑眞の立場もよく分かってくれているようで、世話されることを厭うようなことはなかった。

　毎日スーツで出かける蘇芳のためにネクタイやシャツを選ぶ。

　自分のコーディネートしたスーツを蘇芳が着てくれるのかという懸け念ねんがあったが、文句などひとつも言わず袖そでを通してくれた。

　着き替がえを終えると、朝食の前にエスプレッソを一いつ杯ぱい。

　濃こいそれを眠ねむ気け覚ざましのように飲みながら、蘇芳は新聞にざっと目を通す。通常の朝刊のほかに経済新聞と英字新聞の計三紙。蘇芳がチェックを入れた記事は夜までにスクラップしておくよう言いつけられた。

　それが済むとダイニングで朝食を摂とり、蘇芳が出かける準備をしている間に侑眞は靴くつを磨みがいて主を送り出す。

　海外の取引も多いという蘇芳は、相手方に合わせてか一般的な会社員よりずいぶん早い出勤だった。その分早く帰宅するとの話だったが、蘇芳に告げられた帰宅予定時間はふつうの会社員とそう変わらないように思えた。

　ダイニングの食器類を片づけると侑眞も朝食を摂り学校へ行くため、執しつ事じの仕事は一時中断になる。

　そして、学校からの帰宅後はすぐにベッドメイクやランドリーの仕分けを行う。

　本来なら朝やるべき仕事だったが、侑眞も朝は忙いそがしいと知って帰宅してからゆっくりやればいいと言ってくれた。

　部屋の片づけが済むと、蘇芳が朝指示した新聞のスクラップを行い、傍ぼう線せんの引かれている部分はことの詳しよう細さいをインターネットで調べたり、資料を取り寄せたりする。

　経済新聞や英字新聞は専門用語や英単語がよく分からなくて時間がかかってしまったが、調べているうちに分からないことが分かるようになったり、習ったばかりの英語構文が出てきたりするのでなかなか楽しい作業だった。

　その他ほか、蘇芳宛あてに届く手紙をより分けたりと雑務をこなすうちに外が暗くなっていることに気づく。

「配はい膳ぜんの準備！」

　時計を見ると夕方の六時をとうに過ぎた時間だった。急いでテーブルセッティングをしなければ蘇芳が帰ってきてしまう。

　ふだんは蘇芳も高階も揃そろって食事を摂ることなどないのだというが、今夜は高階の言いつけで二人は共に食事をすることになっていた。親子なのに一いつ緒しよに食事をしないなんておかしなことだと侑眞は思うが、多た忙ぼうな人間にはそういうスタイルが当たり前なのかもしれない。

　そんなことを思いながらテーブルにカトラリーを並べていると、部屋のインターホンが鳴って守衛から蘇芳の帰宅を教えられる。

　慌あわてた侑眞は無作法にもぱたぱたと靴くつ音おとをたてながら玄げん関かんホールへと急いだ。

「お帰りなさいませ」

　帰宅した蘇芳に侑眞がそう告げると、かばんと上着を預けながら蘇芳は面おも白しろそうにくくっと笑いを零こぼした。

「な、なにか変ですか？」

「前から思っていたけど、その格好は？」

　問われて自分の服装がおかしいのかと、侑眞は着ている服を見直す。

「これは、旦だん那なさまがぼくに是ぜ非ひ着るようにと……」

　たしかに普ふ通つうではない服の多いお仕着せだが、今日はまだ落ち着いている方だというのに……。

「社長が？　そうか……」

　少し考えるようにした蘇芳に侑眞は首をひねるが、それが疑問になる前に蘇芳の声に遮さえぎられた。

「それより、こんな風に出で迎むかえられるなんてまるで新しん婚こんのようだね」

「ええっ」

　新婚というからには、きっと自分のほうが新にい妻づま役なのだろう。

　蘇芳の帰宅に嬉き々きとして迎むかえに出た自覚はあったが、そんな風に思われているなんて複雑な心境だ。

「冗じよう談だんだ。待っている相手がいるというのも悪くないと思っただけだよ」

「……みんなして蘇芳さまのことをお待ちしてましたよ？」

　こんなにも多くの人間が屋や敷しきにいるというのに、なにを言っているのだろうか。

　侑眞は言葉の意味が分からず首をかしげる。

「ああ……そうだな。遅おそくなっては悪いから、すぐに食事にしよう」

「は、はいっ」

　侑眞は蘇芳の荷物を部屋に運ぶと、食事の配膳に取り掛かかった。

　今夜は蘇芳が帰国して初めての夕食ということで、メニューもいつもと違ちがっているようだ。

　ふだんは高こう齢れいの高階に合わせてか魚や野菜を中心とした淡たん白ぱくな料理が多いが、今日は肉や揚あげ物を中心とした献こん立だてが多いような気がする。蘇芳とは普ふ段だんあまり顔を合わせることのない料理人までもが蘇芳の帰りを歓かん迎げいしているように思えてならなかった。

　そういえば、朝は慌あわただしさから気づくことがなかったが、蘇芳がいるだけで屋敷の空気が変わったような気にもなっていた。

　どこがどう違うといえるほど大きく変化したわけではないのだが、どことなく華はなやいだ感じがするのだ。

　特注の大きなダイニングテーブルも蘇芳一人が加わるとなにか賑にぎやかな感じになる。メイドたちもなんとなくソワソワして浮うき立っているように見えた。

　けれども今侑眞の前で繰くり広げられている光景は、違う意味で心が落ち着かなくなるようなもので、侑眞は蘇芳と高階をこっそり見てはため息をついてしまう。

　高階と蘇芳とは久々の会食だと聞いている。

　父親である高階とはしばらくぶりの対面になるはずだ。それなのに、二人の間にはそういうルールでもあるのかと疑うほどにお互たがい無言だった。

（なんでだろう……）

　ふつうであれば高階のほうから海外出張の様子を聞いてもよさそうなものだ。蘇芳は個人的な旅行ではなく仕事のために出かけていたのだから。

　けれども顔を揃えて食事をすることが、二人にとってはまるで義務のようだった。広い部屋にカトラリーの音だけがむなしく響ひびきわたる。

「──ああ、そういえば」

　ふいに蘇芳が言葉をつむぐと、高階はナイフを持つ手を止めた。

　蘇芳から話しかけてくるとは思っていなかったようで、大きく肩かたを揺ゆらした高階はフォークを皿に落としてカチャリと音をたてる。

（旦那さま、緊きん張ちようして……？）

　思わず近寄りかけた侑眞だったが、高階の視線に止められて部屋の隅すみでまた姿勢を正した。食事の邪じや魔まになってしまうため、なるべく二人の視界にはいらないよう立ち位置を少しずらす。

「技術協力の報告と新規事業立ち上げの具体案は、明日秘書のほうから報告させます。社長のご都合はいかがですか」

「……いつでもかまわん」

　高階が短く答えると、蘇芳は「分かりました」と答える。

　せっかく会話がなされたと思ったら、たったそれだけのやり取りでまた無言になってしまった。これが毎朝毎晩繰り広げられるのかと思ったら、侑眞はどんよりとした気分にもなる。

（どうして……？）

　これが本当に親子の会話だというのだろうか。

　二人の間には見えない壁かべがあるようで、侑眞はつい二人の関係性を怪あやしんでしまう。

　昨夜も少し疑問に思っていたが、蘇芳は高階のことを『社長』と呼んでいた。会社の中でならともかく、家でまで父のことをそう呼ぶのは普通ではない。

　しかし、侑眞が疑うまでもなく顔のところどころが二人ともそっくりで、血のつながった仲であることを証明してくれていた。

「あの……」

　シンとした空気に堪たえきれず、侑眞は静せい寂じやくを断つように思わず口を開いてしまった。

　なにごとかと問う四つの瞳ひとみが侑眞に向けられる。それは決してとがめるようなものではなかったが、自分の立場を思い出した侑眞はハッとして肩をすくめた。

「な、なんでもありません」

　必死でそれだけを言うと、また無言の食事が再開される。

　食事時に口をつぐむというのは間ま違ちがったことではないのかもしれない。けれども、家族団らんの食しよく卓たくというものは、もっと温かで和なごむようなものじゃないだろうか。

（なんでこんなに気まずいんだろう）

　自宅だからこそマナーも気にすることなく賑やかにできるというのに、彼らには一いつ切さいコミュニケーションをとるようなことは見うけられなかった。

「──ごちそうさま」

　食事を終えると蘇芳は即そく座ざに席を離はなれた。

「し、食後のお茶はいかがですか？」

　事務的な会話しか交かわしていない二人を見て、侑眞は蘇芳を引きとめようと紅茶をすすめる。

　久しぶりに会った親子の関係がぎくしゃくしているようにも思えて、お茶でも飲みながらゆっくり話をする時間が必要なのではないかと考えたのだ。

「必要になったらあとで呼ぶから、部屋に運んでもらおうか」

「は、はい……」

　やはり蘇芳は出て行ってしまうのかと残念に思うが、「チャロをつれておいで」と優やさしく言い残して蘇芳は出て行ってしまった。

　自室に戻もどるらしい蘇芳をダイニングルームの入り口まで見送ると、背後からため息が聞こえて侑眞は我に返る。浮かれている場合ではないことに気づき、高階の許もとへと駆かけ寄った。

「下げてくれ」

　見れば高階の皿にはまだ少し食事が残っている。いつもきれいに平らげる高階にしては珍めずらしいことだった。

（旦那さま……）

　少し怖こわく感じてしまうほど威い厳げんのある高階が、一目で落らく胆たんしていると分かる。蘇芳との間になにがあったのか分からないが、どう見ても二人の関係がうまくいっているとは思えなかった。

　ずいぶん年上の相手であるというのに、その気落ちした姿が気の毒に思えて、できることなら元気づけてあげたいという気持ちが湧わき上がってくる。

「たまには日本茶をお淹いれしましょうか。おいしい玉ぎよく露ろがあるんです」

　場の空気を変えようと、侑眞はつとめて明るい声をだした。

「日本茶の勉強もはじめたんです。出入りのお茶屋さんが、茶葉の見み極きわめ方から教えてくださって……。一口に日本茶といってもいろんな種類があるんですね」

　静まりかえったダイニングに侑眞の軽快なトーンが不似合いに響くが、怯ひるみそうになる気持ちを抑おさえて話を続けては「いかがですか？」と問う。

「そうだな。いただいてみよう」

　高階の口から言葉がつむがれたことにホッとして、侑眞は厨ちゆう房ぼうへ取って返すとお茶の準備をしてダイニングへ戻った。

　教わったとおりの手順を踏ふんで玉露を淹れると、侑眞は高階の前に茶ちや碗わんを差し出す。

　透すき通ったような黄こ金がね色をたしかめ、香かおりをかぎながら高階は茶碗を口元に運ぶ。一口口こう腔こうでころがしては侑眞が見守る前でほぅと息をついた。

「……あれは、わたしを恨うらんでいるからな」

「え……っ？」

　唐とう突とつに口を突ついて出た高階のセリフに、一いつ瞬しゆんなんのことを言っているのか分からなかった侑眞は目をしばたたかせる。

「蘇芳のことだ」

「あ……」

（恨んでる？　蘇芳さまが……？）

　侑眞の知っている蘇芳はまだほんの少ししかないが、蘇芳は人を恨むようなタイプにはとても見えなかった。

　人当たりもよくスマートで紳しん士し的との評判を耳にするし、昨夜パニックに陥おちいっていた侑眞を助けてくれた手は温かかった。高階との間に何かがあるとしても、憎ぞう悪おのような感情を持つ人だとは侑眞には思えなかったのだ。

「気にしすぎですよ。お疲つかれなんじゃないですか？」

　侑眞は高階の背後にまわると、老人にしてはがっしりした肩を揉もみはじめる。

　こうしていると小さい頃ころ好きだった祖父を思い出すようだ。あの頃はまだ力のない手で肩たたきのまねごとをしていただけだったが、今の自分ならほんの少しくらいは疲れを軽くしてあげることができそうな気がする。

「なかなかいい手つきだな」

　拙つたないに違ちがいないが、高階に褒ほめられて気をよくした侑眞は、肩だけではなく広い背中もマッサージしだした。まるで祖父と孫のような既き視し感かんをお互たがいに抱いだきながら、ゆっくりと時間が過ぎていく。

　しかし、それも長くは続かないようで、ダイニングのインターホンが鳴ると侑眞は慌あわてて受話器を上げた。

「はいっ」

　相手は確かく認にんするまでもなく蘇芳だ。

　さきほど言っていたお茶の用命だと分かっていた侑眞は、受話器越ごしに蘇芳と会話を交かわしながらこっそり高階を盗ぬすみ見る。

（淋さびしそう……）

　高階に肉親の情を抱きはじめた侑眞は、高階に元気な顔をさせてあげることはできないだろうかとぼんやり考えていた。







　ガラス製のティーポットの中では茶葉がくるくると踊おどっている。

　上質のダージリンの葉はしだいに開き、ゆっくりとポットの底へ積み重なった。

　紅茶がおいしくなるにはあと三分ほど蒸むらす必要があって、それを待つ間侑眞は蘇芳と高階のことを考えずにはいられなかった。

（本当に蘇芳さまは旦だん那なさまを恨んでいるのかな）

　たしかに冷ややかな食事のシーンをこの目にしているが、侑眞にはどうしても信じがたかった。はじめて会った時に蘇芳に助けられたこともあって、蘇芳は優しいという印象が侑眞の中に強く残っている。

「紅茶はストレートでよろしいですか？」

　床ゆかに膝ひざをつきながらすぐ側の蘇芳に訊たずねる。

　蘇芳の言葉に甘えてチャロも連れてきていたが、チャロは図ずう々ずうしくも蘇芳の腿ももを枕まくらにしてうたた寝ねをしていた。

「ああ、ストレートでかまわない」

　傍かたわらのソファで静かに書類を読んでいた蘇芳はそう答えた。

　深く、そして柔やわらかに響ひびく蘇芳の声は同性である侑眞をもうっとりとさせる魅み力りよくがある。

　蘇芳の新しい美点をまたひとつ知って、侑眞は嬉しいような気分にもなった。

「昨日ご帰国されたばかりなのに、今日もお仕事されてるんですね」

「早さつ急きゆうにまとめておきたいことがいくつかあってね。今わたしが休んだら業務が滞とどこおってしまうよ」

　仕事の話を持ちかけると、ふいに先ほどの高階の姿が脳のう裏りに浮うかんだ。

　蘇芳はどんな人物なのか侑眞が問うた時、できる男だと高階は誇らしげに賞賛していた。それなのに、実際に蘇芳を目の前にした高階は息子むすこを自じ慢まんに思う親の姿とはかけ離れていて、侑眞の頭からはそんな高階のことが離れないのだ。

　──あれは、わたしを恨んでいるからな。

　淋しそうにそう言った高階の言葉が思い出される。

　もし、本当に蘇芳が高階のことを恨んでいるのだとしたら、そう思うきっかけはなんだったのだろう。

　もつれてしまった糸はもう解ほどけないのだろうか……。

　おせっかいだということは承知しているが、二人の仲がもう少しいい方向へ向かわないかと願わずにはいられなかった。

「蘇芳さまはすごく優ゆう秀しゆうだって旦那さまがおっしゃってました」

　せめて高階の気持ちを知ってもらおうと侑眞は話し出す。しかし蘇芳はけげんそうな表情を侑眞に向けた。

「……社長が？」

「はい。蘇芳さまのことはすごく誇ほこらしそうにしておいでです。蘇芳さまが帰国されて喜んでらっしゃるのではないでしょうか」

「まさか」

　にべもなく蘇芳は吐はき捨てる。その素っ気なさに侑眞はドキッとさせられた。

　言葉だけではない。蘇芳のまとうムードのようなものも硬こう質しつのものへと変わり、侑眞はなにか間ま違ちがったことを言っているのではないかという気にさせられた。

「え？」

「そんなことはない。憶おく測そくでものを言うのは感心しないな」

　きっぱりと否定されて、さらに厳しくたしなめられる。

　けれども侑眞は、高階の気持ちを分かってほしい一心で蘇芳にさらに伝えた。

「憶測なんかじゃなく、旦那さまは……っ」

　なんとか高階のことをわかってもらいたいと食い下がるが、蘇芳は聞く耳を持つ気などないような様子で「社長の話はもうやめてくれないか」と、きっぱり言う。

「でも、本当に……」

　侑眞はとうとう片かた膝ひざを立てて腰こしを浮かせた。蘇芳はそんな侑眞を見ながらゆっくりと脚あしを組みかえるが、靴くつの先がトレーに当たって熱々の紅茶はポットごと床にひっくり返ってしまう。

「ああっ」

　紅茶は蘇芳の穿はいているスラックスへかかったようで、裾すそのあたりがびしょ濡ぬれになるのを見て侑眞は真っ青になった。

「お怪け我がはないですかっ」

　慌てて蘇芳の足元に跪ひざまずいた侑眞は、トレーと一いつ緒しよに転がったダスターをつかんで濡れた部分を拭ぬぐいだす。

「やけどは……」

　蘇芳が怪我をしてしまっていたらどうしようと恐おそる恐る問うと、蘇芳は自ら裾を捲まくり上げた。つられて見ると、くるぶしの辺りが赤くなってしまっているのが目に入る。

「少し痛いな」

　蘇芳のその言葉に、侑眞はつい先ほどまで高階のことで意地になっていたことも忘れてオロオロしだした。今では高階のことなどすっかり頭から追いやられ、蘇芳の心配でいっぱいになる。

「薬を……。その前に、冷やしたほうがいいのかな」

　動どう揺ようしながら右往左往した侑眞の肩かたに蘇芳の手がかかる。

「そんなに大したことじゃない。それより、きみの服にも紅茶をこぼしてしまった」

「え？」

　蘇芳に言われて自らの格好を見てみれば、白い細身のスーツが褐かつ色しよくに染まっていた。

　割と大きなポットの紅茶がこぼれたため、侑眞にもかなりの量の紅茶がかかっていたのだが、蘇芳に気をとられて気づかなかったのだ。

「早く着き替がえたほうがいい」

　蘇芳が言うのももっともで、裾や袖そで口ぐちからはぽたぽたと雫しずくがしたたっており、このままでは侑眞が歩く道筋に紅茶の跡あとができてしまいそうだった。しかし、この場に侑眞の着替えがあるわけでもなく、そう言われてもどうしたらいいか分からず困こん惑わくの視線を蘇芳に向けた。

「そうだ、いいものがあったな」

　侑眞の姿を見てなにか思いついたような蘇芳は、クローゼットの奥から段ボール箱を抱かかえてくる。

　そして、それほど大きくない箱の中からメイドの制服と思えるワンピースやエプロンを次々と取り出した。

「今年に入ってから屋や敷しきの権限を任されるようになってね、メイドたちの要望もあって夏服を変えようとサンプルを取り寄せていたところだ。これなんかきみに似合いそうだな」

　蘇芳が侑眞に差し出したのは、その中でも一番丈たけの短いワンピースだった。

　胸の前に差し出されたそれを、侑眞は意味も分からないまま受け取ってしまう。

「これ……？」

「着替えてごらん」

「でも、これスカート……」

　なにかの間違いだろうと思った侑眞は、当たり前のように言う蘇芳におずおずと言い返す。

「早く着替えないとじゅうたんにもシミができる。紅茶のシミは簡単に落ちないよ」

「えっ」

　そうなっては大変だと侑眞は驚おどろいて蘇芳を見上げた。

「どうする？」

　口調も柔らかく問われて、改めて手の中の衣服を見る。

　袖そでがふんわりと広がった、黒を基調にしたワンピースだった。スカートの裏地にはレースが張りめぐらされていて、それが裾から少しのぞいている。白いフリルのエプロンと共布のカチューシャも付いているようだ。

「今なら被ひ害がいはこの部屋だけで済むが、侑眞が部屋へ着替えを取りに帰るなら廊ろう下かまで汚よごすことになるけど？　しかも、主人の命令に背そむく気かな」

　紅茶をひっくり返したのは蘇芳だが、侑眞はまるで自分が粗そ相そうをしてしまったように感じて居い心地ごこちが悪くなった。

「き、着替えます」

　侑眞は頬ほおを赤く染めながら決意を固める。

「ここで着替えるのが嫌いやなら、隣となりの寝しん室しつを使ってもいいが……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ」

　本音を言えば蘇芳の前で着替えることはとても恥はずかしい。

　けれども、男同士であるのに恥ずかしがっていることが知れたら、蘇芳から変に思われてしまうと侑眞は思った。

　侑眞は顔を赤く染めながら着ていた服を脱ぬぐと、蘇芳の選んだ服に素す早ばやく着替えた。

　目を覚ましたチャロがじゅうたんの上に脱ぎ落とした衣服をおもちゃと間ま違ちがえて引っ張るが、侑眞は自分のことに手て一いつ杯ぱいでそれを叱しかる余よ裕ゆうなどどこにもない。

「なるほどね……」

　蘇芳に思案げに言われると、メイドの制服を纏まとった侑眞を観察されているようにも思えた。

（み、見られてる……）

　いくら成長が遅おそいといっても、侑眞は男だ。男の自分にこういうものが似合うわけがないと少し俯うつむく。

　蘇芳の目に自分はどれほどみっともない姿に映っているのだろう。

「もう、よろしいですか……」

　我が慢まんができず、消え入りそうな声で訊たずねる。

「もっとこっちへ」

　そう言われて侑眞はおとなしく蘇芳に従った。

「きみが人のプライベートなことに口を挟はさむからこんな目に遭あうんだ」

　蘇芳は紅茶をこぼしたのは侑眞の気をそらすためにわざとしたことだと言外に告げるが、あまりの羞しゆう恥ち心しんから蘇芳の言うことなど聞こえやしない侑眞は、下を向いてうなずくばかりだ。

　そんな侑眞の様子に溜りゆう飲いんを下げたらしい蘇芳は、険けんを孕はらんでいた瞳ひとみを緩ゆるめる。

「その姿、思ったよりそそられるね」

　蘇芳の親指が強ごう引いんに侑眞の顎あごを押し上げた。

「あ……」

　思わず間近で端たん整せいな顔を見てしまい、侑眞はうろたえる。

　しかし、なにかを思う間もなく蘇芳の唇くちびるを自らの唇に押し当てられていた。

「んんっ」

　未知の感かん触しよくに驚いて、侑眞は抵てい抗こうすることも忘れて思わず目を瞑つぶった。

　柔やわらかい、温かい、そんな断だん片ぺん的てきなことで頭をいっぱいにしている間に唇は吸い上げられ、舌の侵しん入にゆうを許してしまう。

「う……んっ」

　そこではじめてキスされていると気づいた侑眞は必死でもがくが、蘇芳の腕うでに力強く抱だきしめられていてすでに身動きは取れなかった。

（う、うそ……っ）

　その間にも舌先は歯列をなぞり侑眞の小さな舌へ絡からまってくる。

　同じ男にキスされていることもショックだが、キスが甘くもなく息苦しいものだと知って衝しよう撃げきを受けていた。

「んんー……」

　なんとか腕から逃のがれようと身じろぐと、ふいに涼すずしいようなかおりが鼻び腔こうをくすぐる。それが蘇芳の愛用している香こう水すいのにおいだと知ると、侑眞はビクリと体を震ふるわせた。わずかな香水のかおりがわかる距きよ離りまできているとは思いもよらなかった。

「ふっ……あ」

　ぞくりとしたものが背中を駆かけ上がってくる。それは決して気持ちのいいものではなく、けれども断じて気持ちの悪いものでもなかった。初めての感触に戸と惑まどうばかりだ。もうやめて欲しいと願うと、心の声が聞こえたように蘇芳の唇は離はなれた。

「……っ」

　じんわり涙なみだの滲にじんだ瞳で蘇芳を見る。

　今まで無条件に憧あこがれていた蘇芳から色気が滲にじみ出ているようでぞっとしてしまう。聖人君子ではなく一人の男なんだと思うと、急に蘇芳のことが怖こわくなった。

「やっ……」

　精せい一いつ杯ぱいの力を振ふり絞しぼって侑眞は腕から飛び出す。痛そうな音が耳に届いたが、構ってなどいられなかった。

　侑眞はメイド姿のまま一目散に自分の部屋へと駆け出した。

　急に走り出した侑眞の後を必死でチャロが追いかける。

「……っ、はぁ……」

　蘇芳の部屋から逃にげるように自室へ帰った侑眞は、ドアに背をもたせかけて何度か息をついた。自分のテリトリーに入って安心したのか、力が抜ぬけたようにズルズルと床ゆかへくずおれる。

（キス、した……）

　心臓がドキドキと大きな音をたてる。その速い鼓こ動どうが落ち着いてくると、さきほど触ふれた蘇芳の唇の感触がはっきりと思い出された。

　ほんの数分前のできごとが本当にあったことだとはとうてい信じられない。けれどもたしかに蘇芳はこの唇に触れたのだ。

（温かかった……）

　初めてのキスは想像のように甘くはなく、肉感的で苦しかった。

　けれどもどうもそれだけではなく、なにか後を引くものがあるようだ。嫌だとか不快だとかいったマイナスの感情ではなく、どこかくすぐったく感じるものだった。

　まるでひりひりした部分を優やさしくタッチされたような、そんな印象が強い。

　侑眞がそう感じるのも無理はない。人に直接触れるということが、侑眞には久しぶりのできごとだったのだ。

（あの、蘇芳さまが……）

　蘇芳の触れた部分を侑眞はそっと指先で撫なでる。この場所を啄ついばまれて舌でくすぐられた。そう思い返しただけでドキドキと胸が高鳴る。

　膝ひざを抱かかえて物思いにふける侑眞に、チャロが遊んでくれと言わんばかりにまとわり付いてきた。

「どうしよう。明日、どんな顔で蘇芳さまに会ったらいいと思う？」

　額をくっつけるようにしてチャロに訊ねるが、もちろん答えをくれるわけがなかった。







　翌朝、侑眞はどんな顔で蘇芳と会えばいいのだろうかとドキドキしていたが、顔を合わせると蘇芳はいつもと変わらぬ表情で侑眞に「おはよう」と言った。

「あまり浮うかない顔だな。昨日のことを怒おこっているのかな」

　平静を装おうとするのに、キスのことに触れられて侑眞は頬を染めてしまう。

「悪かった。きみが思いがけず可愛かわいかったもので、あんなことをしてしまった」

　そんな風に下した手てに出られてしまうと、自分がすごくわがままで勝手な人間に思えてしまう。拗すねて蘇芳を困らせているような気分にさせられて、悪いことをしているような錯さつ覚かくを起こした。

（可愛いって、あんな格好だったのに……）

　メイドの制服を着た男子に可愛いもなにもないだろう。けれども蘇芳からそう言われて悪い気はしていない。

（男が可愛くてもしょうがないのに）

　蘇芳以外の人に言われたなら嫌いやな気持ちになっていることだろう。

　しかし、蘇芳のくれる言葉はくすぐったくなるような感情を起こさせる。

「許してくれるかな」

　昨日の行こう為いを思い出してしまい、侑眞はほんのり赤くなりながらなぜかうなずいてしまったのである。







　侑眞の通っている高校には、高階の勧すすめで今年度から編入したばかりだった。

　学費の高い私立高校だということは前の学校と変わらないが、良家の子息が集まることで有名な高校から偏へん差さ値ちが高いことで有名な高校へ変わったことで、学校の雰ふん囲い気きがずいぶん違ちがうと肌はだで感じる。

　高階の選んだ隆りゆう星せい学園は、勉強をする環かん境きようも整っていて生徒は学習に対して貪どん欲よくだった。また、起業家の親を持つ生徒が多く、彼らと仲良くすることがぬるま湯で育ってきた侑眞のいい刺し激げきになるだろうと高階は読んだのだ。

　しかし、刺激になるどころか圧あつ倒とうされてしまった侑眞は、六月が過ぎてもまだクラスになじめずにいた。

　特に隆星学園は幼よう稚ち園えんから初等教育、そして中学高校までの一いつ貫かん教きよう育いくをうたっていることもあって、高校から入学してくるような生徒も稀まれだった。ましてや侑眞は二年生からの編入である。

　転入初日は侑眞がどんな人間なのか距離をとった上で観察されていたが、特に面おも白しろいわけでもなく問題があるわけでもない侑眞の存在は、やがて彼らの警けい戒かい心をやわらげた。けれども受け入れられたのとは違うようで、日にちが経たつにつれ彼らの中で侑眞はいてもいなくても気にならない存在になっていったようだ。

　もともと積極的に友だちを作るタイプではない侑眞は、両親を亡なくしたばかりの頃ころはむしろ誰だれとも関かかわりを持ちたくないと思っていた。それほどまでにふさぎこんでしまっていたからだ。

　さらに、家族をなくして途と方ほうにくれた侑眞に「いらない」とのたまう親しん戚せきたちの姿が、まっすぐ素す直なおであった侑眞をそんな風にしてしまっていた。

　けれども最近、ぼんやりとクラスメイトを見ている自分に侑眞は気づくことがある。

　たわいもない談だん笑しよう──昨日見たテレビやタレントの話で盛り上がっている彼らの中に自分も入ってみたかった。取るに足りない話題ではしゃぐ彼らを見て、あんな風に言い合える友だちがいればいいのにと羨うらやましくも感じる。

「なに見てんの？」

　すると、クラスメイトの一人から声をかけられた。どうやら侑眞が物欲しそうにクラスの一角を眺ながめていたのを見られていたらしい。

「交ざりたいなら一言そう言えばいいんだよ」

　その一言がとても難しい侑眞に、彼はいとも簡単なことのように教えてくる。

「おれ、小こ和わ瀬せ紘ひろし。一応クラス委員長なんだけど……」

　侑眞の反応が薄うすいせいで、小和瀬は侑眞の机に歩み寄りながらもみるみるうちに自信のない表情になった。

「し、知ってます」

　自分がそんな顔をさせていると知って、侑眞は慌あわてて言葉をつむぐ。

　まさか自分に声をかけてくる人がいるとは思ってもいなくて、その対応に困っていたのだ。それも、クラスメイトを羨せん望ぼうのまなざしで見ているところを知られてなんだか気まずい。

「ああよかった。おれのこと知っててくれたんだ」

　ホッとした小和瀬を見て、侑眞は不思議な気分になった。なぜならクラスのリーダー的存在である小和瀬は、自分と違ちがってたくさんの人から好かれているのだ。転入生である侑眞の言動をいちいち気にかけるとは思えなかった。

「少しぼんやりしてるようだけど、どうしたの？　具合でも悪い？」

「なんで、そんなこと……？」

　気づけば小和瀬は侑眞の前の椅い子すを引いて、向き合うように座っていた。

　友だち同士であればごくふつうの小和瀬の行動だが、彼がそんなことを自分にしてくる理由の分からない侑眞は、つい身構えてしまう。

　また、近くの生徒たちが自分たちの会話に聞き耳をたてているようにも思えてならなかった。

「んー、クラス委員だからな。体調悪いのに無理をして倒たおれられても困るし。べつに言いたくなきゃ黙だまったまんまでいいよ？」

　しかし、意外なほどドライなセリフをあっさりと言われて、張っていた肩かたの力を抜いた。周囲に視線を巡めぐらせてみれば、誰も自分のことなど気に留めてはいないみたいだった。

「──というのは建前で、前から江藤と話してみたかったんだ」

「え？」

　そううそぶく小和瀬を侑眞はまじまじと見る。

　クラス委員であるが、決して品行方正ではない小和瀬は、誰が見てもあきらかに髪かみの色を明るく染めていた。制服のネクタイも規定のものとは違うし、有名進学校である隆星学園には珍めずらしいタイプだった。

　しかし、好きなことを堂々と貫つらぬく姿が生徒たちには支持されているようで、いつも人の輪の中心にいることは侑眞も知っている。

　また、そうでもなければ人望で決まるクラス委員に担かつぎ出されるはずがなかった。

「ほんとうはもっと前からこうしたかったんだけど、江藤はそういうの望んでいないみたいだったから」

「……あ」

　その言葉で侑眞は転入してきたばかりのことを思い出す。

　人との関わりを避さけていた侑眞に学園のあれこれを教えてくれた人がいたが、今思えばそれが小和瀬だったのだ。あの時はいちいち世話を焼こうとしてくるのが煩わずらわしくて「はい」とか「いいえ」しか答えた覚えがないが、なんて失礼なことをしたのだろうと数ヶ月前の自分を恥はずかしく思った。

「ご、ごめんなさい」

「いや、いいんだけど。なんか色々と事情がありそうだし」

　小和瀬は侑眞のことをどこまで知っているのか分からないが、多少なりともなにか察しているようだった。自分のことがこれほどまでに話題になっているとは、今まで思ってもいなかったのである。

「あの高階家に引き取られたんだろう？　わりと有名な話だよ」

　けれども悪気なくそう言う小和瀬の言葉に湿しめったところはなくて、考えすぎのようだと安心する。

「有名？」

「ああ、うん。でもみんながうわさ好きなわけじゃなくて、なんていうか、江藤が特別話題になりやすいんだよ」

　言葉を濁にごす小和瀬に、侑眞はどういうことだろうと眉まゆをひそめた。人の口に上るようなことをした覚えはないというのに。

「変な意味じゃなくて……その、みんな江藤に興味はあるんだけど、話しかけにくかったというか……」

　憂うれえた侑眞はどこか近寄りがたいムードが濃こくて、小和瀬たちをどぎまぎさせた。まるで精せい緻ちな飴あめ細工のように可か憐れんな侑眞には、気軽に触ふれてはいけないと思わせるなにかがある。

「曉ぎよう明みよう院いんからの転入生なんておぼっちゃんに決まってるからな。高たか嶺ねの花って感じ？」

「そんなことは、ないけど」

　おそらくこの学園の中で他ほかの生徒と事情が違うのは侑眞くらいだろう。

　けれども高階家で暮らしている侑眞がそう言ったところで今はまだ誰も信じてくれないような気がして、そのことはあえて口にしなかった。

「うん、今日の江藤を見てそう思った。江藤でも答えに詰つまることがあるなんて、おれたちと変わらないんじゃないかってね」

　高階家で執しつ事じとして暮らすようになって張り詰めた毎日を送っていたが、ここにきて疲つかれが出たのか、今日の授業に集中していなかった侑眞は先生からの質問に答えることができなかった。成績もよく勉強熱心な侑眞は、そんな自分に落ち込んですらいた。

　しかし、不ふ名めい誉よだと思っていたことなのに、クラスメイトには好印象を与あたえたらしい。怪け我がの功名とでもいうのか、そのおかげで侑眞は一人友だちを得ることになった。

「それに、最近の江藤はなんか親しみが湧わいていい」

　そう言ってくる小和瀬の言葉を、侑眞は素直に嬉うれしいと感じていた。







　一人友だちを得ると、侑眞の周囲は途と端たんに賑にぎやかになった。

　相手が屈くつ託たくのない小和瀬だったせいか、それとも彼の言うとおりクラスの誰もが密ひそかに侑眞を気にしていたからか分からないが、生きつ粋すいのおぼっちゃん育ちの侑眞は、まるで珍ちん獣じゆうのような扱あつかいを受けることになる。

「えー、コンビニ行ったことない!?」

「そんな人いるんだ？」

　侑眞の常識の一つ一つが彼らの驚おどろきだった。

　いつも取り澄すましていると思っていた侑眞がそうではないことを知って、彼らは少しずれた転入生をやっと迎むかえ入れたのである。

「お店の前を通りかかったことはあるけど」

　わざわざコンビニエンスストアに立ち寄らなければならない用事というものが、これまでの侑眞にはなかったのだ。家に帰れば大たい抵ていのものが用意されていて、急に必要なものが出てきた場合は家にいる使用人に言えばなんとかなるような環かん境きようだった。

　それに、学校の行き帰りは車で送そう迎げいというのが基本で、学校帰りに友だちとどこかへ寄り道するということも侑眞の生活にはなかったのである。

「寄り道とか見つかったら反省文とか書かされるって聞いたことがある」

　クラスメイトの一人が真相をたしかめるように口にすると、他の生徒たちも好こう奇き心に輝かがやく瞳ひとみをざっと侑眞に向ける。

「それはうわさだよ。実際に生徒だけでどこに行こうと構わないんだけど、どこで誰だれに監かん視しされているか分からないから、ぼくらもあえて行こうとしないだけで」

　侑眞が知られざる有名校の実態を披ひ露ろうすると、彼らは良家の子息たちも自分たちとあまり変わらないことに気づいてくれたようだ。

「じゃあさ、これから行かない？」

　小和瀬が楽しそうに誘さそってくる。

　放課後の今、あとはめいめい自宅に帰るだけだった。

　侑眞には執事の仕事があるが、少し寄り道するくらいの時間はある。

「うん、行きたい」

　侑眞が答えると「おれも行く」と賛同する者が跡あとを絶たず、五人以上もの人数で学校を出ることになった。四月に編入してからずっと一人で登下校していた侑眞にとってはわいわい賑やかに帰るということすら初めてで、とても嬉しく感じる。

　ほんの少し前まではクラスメイトたちとこれほど仲良くなれると思っていなかった侑眞は、まるで夢みたいな時間を過ごしたのだった。







「ほら、ケチャップ垂れてるぞ！」

　小和瀬の指し摘てきに慌あわてるが、侑眞が気づいたときにはもう雫しずくになったケチャップはポトリとトレーに落ちていた。

　侑眞がファストフードへ行ったことがないと聞きつけた小和瀬は、わざわざ休日にバーガーショップへ誘い出してくれた。休日も執事の仕事はあったが、普段より仕事の量は少なく、午後からは自由な時間をもらうことができる。なにをどうしたらいいのか分からない侑眞に付き添そって注文をし、今度は食べ方の指導までしはじめた。

「そうやってギュッと持つから下から垂れるんだよ。江藤は頭いいんだから、それくらい想像しろって」

「……はい」

　親しくなってから何度も言われる言葉に侑眞はしゅんとなった。

　勉強はできるほうなのに侑眞がその他のことにそそっかしいのは、今まで他人任せにしてきて自分から行動をしないことが多かったせいだと小和瀬は力説する。

「家の中に自分の世話をしてくれる相手がいたなら、生活力がなくても仕方ないか」

「そんなに生活力ないかなぁ」

　高階に引き取られてからというもの、自分は一人でいろんなことができるようになったと思っていたというのに、人から指摘されるほどおかしなところがまだあったのだ。

「ふつう、コンビニでカードは出さないよな」

「あれは、つい……」

　小和瀬が言っているのは初めてコンビニで買い物をした時のことだ。

　お菓か子しと雑貨を数百円分買った侑眞は、その支し払はらいをする際当たり前のようにクレジットカードを差し出した。買い物をする際に使うようにと高階から持たされていたものだ。

　レジでカードが使えないわけではないが、小額の支払いは現金という考えがない侑眞のことを、やはり庶しよ民みんとはどこか違ちがうとクラスメイトたちに認にん識しきさせたできごとである。

「あーほら、垂直にすると中身がこぼれるだろ」

　ぼんやりしていた侑眞は、注意を受けてすかさず手元に意識を向ける。

　ハンバーガーを食べることはナイフやフォークを扱うことよりも難しい。ぽろぽろこぼさず食べることが一番の課題になっていて、ハンバーガーを味わうことは二の次だった。

「どう？　初めての味は」

「お、おいしい……と、思う」

　正直いうとケチャップの味しか感じられなかったのだが、こうもはっきりとした味の食べ物はなかなか味わう機会がなくて、これはこれでおいしいのだと感じる。

「ま、たまに食べるからうまいと思うんだろうけど」

　コーラのきつい炭酸を飲み干して涙なみだ目めになっている侑眞に小和瀬は言った。

「でも、こういうシチュエーションっていいよね」

　誰の目も気にすることなくハンバーガーにかぶりつくなんてこと、自分には縁えんがないと思っていた。テレビでよく見かける光景だが、若者にとって当たり前のことが侑眞には憧あこがれてやまないことだったのだ。

　ふつうの人ができて当たり前のことがほとんどできなかった侑眞にとって、学校での生活も執事としての仕事も新しく発見することが多い。そしてその度たびに生活が豊かになるような気がした。

「休日に制服着なくてもいいしね」

　以前の学校は休日でも制服着用が義務付けられていたことを思い出す。

「それがふつうなんだけど、江藤の着てるものって私服？」

「そうだけど、なにか変？」

　侑眞の私服はというと、ほとんどがテーラー製でどこかクラシカルな感じを与えるものだった。それが育ちのよさそうな侑眞に似合っているが、こういったファストフード店ではどうしても浮ういてしまう。

「変じゃないけど……ジーンズとか穿はいたことないだろう？」

「なんで知ってるの？」

　小和瀬の指摘に、まるで心を読まれたかのように侑眞は驚く。

　その純じゆん粋すいな反応を見て、小和瀬は大きくため息をついていたのだった。







「……それで、友だちが今度ジーンズショップに連れて行ってくれるって言うんです」

　夕食後のお茶の時間は、蘇芳とゆっくり話ができる時間でもあった。

　蘇芳の部屋で静かに紅茶を淹いれながら学校であった出来事を聞いてもらう。蘇芳にとってはたいくつな話も多いに違ちがいないが、それでも相あい槌づちをうちながら侑眞の話をちゃんと聞いていてくれているようだった。

　一応はこの時間もまだ仕事のうちであるが、侑眞にとっては一日のなかでもっとも楽しみな時間のひとつだ。

　チャロにとってもそうなのか、蘇芳を特別気に入っているチャロはこの時間になるといつもご機き嫌げんになる。今日は蘇芳の足元に絡からみついて遊んでいるようだった。

「クラス委員長なんだっけ、その友だちは」

「はい。小和瀬っていうんですけど」

　侑眞が友人を呼び捨てで紹しよう介かいしたことに蘇芳はスッと目を細めたように感じて、不思議に思う。

　丁てい寧ねいな言葉を崩くずさないよう心がけている侑眞が呼び捨てにするほど親しい相手となった小和瀬が、気になったのだろうか。

「それで、ファミレスは行ったの？」

　しかし、すぐにいつもの蘇芳がクスクス笑いながら訊たずねてくる。

　コンビニに初めて行ったときの顛てん末まつを知っている蘇芳は、侑眞のことをからかっているにちがいないと頬ほおを膨ふくらませた。

「行きました。クラスの友だち数人で」

　けれどもドリンクバーで悪あく戦せん苦く闘とうしたことは蘇芳には内ない緒しよにしておく。

「それなら、あとはカラオケとかゲーセンが定番かな」

「なにがですか？」

　きょとんとして侑眞は蘇芳を見上げた。

「高校生的な社会勉強スポットだよ。他ほかはわたしが連れて行ってあげてもいいが……」

「本当ですかっ!?」

　その言葉に嬉うれしくなって侑眞は身を乗り出す。素す直なおに喜ぶ侑眞を見て、蘇芳は笑いそうになるのを堪こらえたようだった。

「どこか行きたいところがあるのか」

「はい、会社に行きたいです。蘇芳さまの働いているところを見てはいけませんか？」

　まるで仔こ犬いぬがじゃれつかんばかりの勢いで蘇芳の側に寄ると、目をきらきら輝かがやかせて蘇芳を見上げた。

「そんなんでいいのか？　あまり面おも白しろいことはないと思うんだが」

「そんなことないです。隅すみのほうに置いていただくだけで十分ですから」

　チャロを作り上げた会社に入れるというだけで、侑眞にはうきうきと心が躍おどることだった。加えて蘇芳の仕事をする姿が見られるということにもドキドキさせられる。

「それなら侑眞の都合のいいときにおいで。会社の地図を……」

　蘇芳がそう言ったとき、背後の窓に稲いな妻ずまが縦に走ったのを見て、侑眞はビクリと肩かたを揺ゆらした。

「侑眞？　どうし……」

　急に侑眞が顔色をなくしたのを見て、蘇芳はなにが起こったのかと背後を振ふり返る。しかし、語ご尾びはすぐに雷かみなりの音にかき消された。

「んっ」

　ガラス窓を震ふるわせて雷らい鳴めいが響ひびくと、侑眞はギュッと背中を丸めるようにして堪える。カタカタと体は小刻みに震えだし、じゅうたんの上にぺたんと尻しりをついた。

「侑眞」

　耳を塞ふさいでしまった侑眞には蘇芳の呼ぶ声も届かず、足元に擦すり寄ってきたチャロに気づいてやれる余よ裕ゆうもなかった。立て続けに雷が光ると取り乱したように落ち着きを失ってしまう。

「雷におびえているのか……」

　今の状じよう況きようから侑眞の状態を読み取った蘇芳は、床ゆかの上で丸まった侑眞に近寄ると肩に手をかけた。

　震える侑眞を立ち上がらせて、ソファに座るよう促うながす。

「そんな……で、できません」

　執しつ事じである自分が蘇芳と同じソファに座ることなどできないと、侑眞は首を振って精せい一いつ杯ぱい断った。大だい丈じよう夫ぶだと虚きよ勢せいを張って背筋を伸のばすが、セーラー服と揃そろいのショートパンツから伸びた足はカクカク震えてしまっている。

「部屋にはわたししかいないんだ。構わないよ」

「そういうわけには……」

　なおも頑かたくなに首を振る侑眞だが、蘇芳が腕うでを引いただけでその身はソファの上へなだれ込んだ。突とつ然ぜんのことにバランスを崩す侑眞の半身を蘇芳は抱だきこむ。

「す、蘇芳さまっ……」

　驚おどろいて侑眞は声を上げるが、ゴロゴロという雷の音におののき、思わず蘇芳の胸むな元もとに顔を伏ふせた。ギュッと強くシャツの胸元を握にぎりしめてしまう。

　高校生にもなる男子が雷ひとつでこれほどおびえるとは異常なことだろう。

　しかし、初対面での慌あわてふためく侑眞の姿が記き憶おくに新しい蘇芳には、侑眞が単純に雷を嫌きらっているわけではないと気づいているようだった。

　雷の音を呼び水に、思い出したくない恐きよう怖ふが侑眞の中に蘇よみがえるのだろうと。

「あ、ご、ごめんなさい。この音を聞くとどうしてもダメなんです」

　侑眞は震えながら、小さな声でわけを説明した。

「……音？」

「雷の音が……。両親の事故を知らされたときも、こんな風に雷の激しい夜だったので」

「それであの日も、きみはあんなに怯おびえていたのか……」

　蘇芳は二人が初めて出会ったときのことを思い出しているのだろう。納なつ得とくしたような声が侑眞の耳に届く。

「いい年して雷が怖こわいなんて、直さなきゃいけないと思っているんですが……」

　自分の無礼に気づいた侑眞は慌てて体を離はなすが、細い手首は蘇芳に押さえられたままだった。

「焦あせる必要などないだろう。雷が怖いなら、落ち着くまでこうしていなさい」

「でも……」

　蘇芳の迷めい惑わくにならないだろうか。そう考えると蘇芳から離れなきゃいけないという考えでいっぱいになる。

「きみはいつも前向きに一いつ生しよう懸けん命めいやっているんだ。ひとつくらい苦手なことがあっても構わないだろう」

　雷ひとつで大おお騒さわぎしてしまう自分を厄やつ介かいだと考えていた侑眞は、その一言になにか救われたような気分にもなる。なんども迷惑をかけているというのに、そんな自分を許してくれるとは思っていなかった。

「ひあっ……！」

　その時、天が裂さけるような雷鳴が響いてギュッと身を硬かたくすると、丸めた侑眞の背に大きな手のひらが触ふれてくる。

　侑眞をこれ以上驚かさないよう、優やさしくしているのが分かる触れ方だった。

「っ、す……おうさま」

　伸ばされた手に夢中で縋すがってしまう。

　侑眞はその広い胸に自ら飛び込んだ。蘇芳が愛用している香こう水すいの涼すずしい香かおりが鼻を掠かすめて、仔犬のようにくんくん嗅かぐと途と端たんに安心を覚える。

「落ち着いたかな」

　擦すり寄ってくる侑眞を煩わずらわしがることなく蘇芳は訊ねてくる。

　さきほどより随ずい分ぶん落ち着いていたが、それを認めたらすぐに放り出されてしまいそうで、まだだめだと何度も首を横に振った。

「大丈夫だよ」

　侑眞をなだめるように蘇芳は何度も「大丈夫だ」と耳元で繰くり返した。

　密着しているため、ときおり蘇芳の唇くちびるが侑眞の耳に触れてくる。けれども、その触れ合った部分から伝わる温ぬくもりを感じると、徐じよ々じよに心が落ち着いていくのを感じるようだった。

　侑眞が気づいた時にはもう、外に響いていた雷の音はすっかりやんでいた。



    

  
    
      　　　　３






　久しぶりに銀座へ足を運んだ侑眞は、会社帰りのサラリーマンやＯＬの波に呑のまれそうになっていた。

　金曜日のアフターファイブということもあって街を行く人々がいきいきとしており、その浮うかれた足取りにしばしば侑眞の行方ゆくえは妨さまたげられる。

　小さい頃ころから買い物などによく来ていた街なので、地図がなくてもだいたいの通りは把は握あくしていたが、久々に訪おとずれた銀座は侑眞が思っていたような落ち着いた大人の街とは少し違ちがっていた。

　世界に名だたるブランドのフラッグシップショップがひしめき、それに引きずられるように街全体が活気づいていた。その銀座の中心部である四丁目交差点を少し過ぎたところに高階の会社はある。

　銀座には戦災に焼け残った歴史あるビルが多いが、この一帯はわりと新しいビルが林立していた。蘇芳から教えられたビルは、その中でも一ひと際きわ目を引くものだった。

　高階のビルはファサード全面がガラスでできているような近代的な建物で、ゆうに十階はありそうだ。大通りに面している一階にはおしゃれなフランス料理店と高級感漂ただようセレクトショップが入っている。

　侑眞の父親もかつては会社を経営していたが、同じ株式会社であっても規模の違いに愕がく然ぜんとしてしまう。

　自社ビルと言われていたからてっきりオフィスビルだと思っていたのに、テナントが入っているとは予想外だ。今さらではあるが、学校帰りの制服姿で来るべきところではないと改めて感じてしまう。

　就業時間外のせいか正面玄げん関かんはもう閉まっており、ビルの裏手へと回った。守衛所に詰つめている警備員のような制服姿の男の人に声をかける。

「あの、こちらの社長補ほ佐さの高階さんにお会いしたいんですが……」

　自分は不ふ審しん者と思われていないかとドキドキしながら侑眞が口を開くと、一見怖そうだった制服姿の男は優しく侑眞の名前を聞きだし、内線連れん絡らくを取ってくれた。

「社長補佐は会議中なので、エレベーターホール前のラウンジで少し待っていてほしいとのことですよ」

　そして親切にも侑眞をエレベーターまで案内し、八階のボタンまで押してくれた。

（会議中って、蘇芳さまお忙いそがしいのかな）

　都合のいいときに会社へ来てもいいと言ってくれたが、本当に邪じや魔まじゃないだろうか。ここまで来てしまってから途端に不安になった。

　しかし、ポーンという音と共に扉とびらが開くと、侑眞の視界には蘇芳の姿がまっすぐ飛び込んでくる。

　会議室だろうか。透とう明めいな壁かべで区切られた四角いブースの中には厳しい表情をした蘇芳がいる。

　いつも屋や敷しきで見る蘇芳は優ゆう雅がでゆったりとしたムードだが、社内で見る蘇芳はどこか締しまって見える。大だい企き業ぎようの社長補佐がそこにはいた。

　蘇芳のほかに部屋にいるのは五人だが、そのどれもが蘇芳よりずいぶん年上で、まるで父親ほどの年ねん齢れいの男たちである。だれもが堂々としていてそれなりの立場にあるようだった。

　手元の書類を繰る彼らに、蘇芳は立ち上がって何かを説明しているのが分かる。

　背筋が伸び毅き然ぜんとしている蘇芳は若じやく輩はいながらも存在感では負けていなかった。年配者を前にしても動じることはなく、経営者としての才覚を感じさせられる。

　侑眞の許もとに声までは聞こえてこないが、蘇芳は彼らと意見を交かわしているようで、穏おだやかなムードとは程ほど遠とおいように見えた。

　しかし蘇芳は決して言い負かされているわけではなく、堂々と渡わたり合っていることが分かる。

　高圧的にも感じられる態度を崩くずさない蘇芳が一いつ瞬しゆん違ちがう人のように見えて、侑眞はパチパチとまばたきを繰り返した。

（すごい……）

　侑眞が知っているのは優しい蘇芳ばかりだが、この厳しさは高階に匹ひつ敵てきすると感じる。高階ができる男だと評価するのもうなずけることだった。

　自分はこんな相手に仕えているのだと知ると、侑眞は嬉うれしさがこみ上げあらためてかっこ良い人だと感じる。

　無意識に前まえ髪がみをかき上げる仕草や書類を捲めくる指先、そして引き締まった口元が侑眞の視線を捉とらえて離さない。

　仕事中の蘇芳にしばらく見とれていた侑眞だったが、覗のぞき見をしている不ぶ躾しつけさにふと気づいて、目の前のラウンジに足を向けた。

　ここで待っているよう言われていたことを思い出して、一番端はしにある椅い子すに座って会議が終わるのを待つ。その際も視界の隅すみに見える会議室を気にせずにはいられなかった。

　そして、ほどなくして会議を終えた蘇芳は、侑眞の待つラウンジへまっすぐやってくる。

「待たせてすまない」

　さきほどまで厳しい顔をしていた蘇芳は、侑眞を見つけるといつものように柔やわらかく微笑ほほえんだ。今度は優しい表情を見せられて、侑眞は微かすかに頬ほおを染める。

「いいえ、ぼくこそすみません。会社が見たいなんてわがまま言ってしまって」

「会社が見たいといっても、もう就業時間外で残っている社員もあまりいないんだが……」

　秘書も使いに出してしまったと、残念そうに蘇芳は言った。

「ごめんなさい、訪ねるのが遅おそくて」

　放課後に蘇芳の許に行こうと決めたはいいが、七時間授業のあとのホームルームが長引いてしまって、銀座に着いた頃には午後六時を回ってしまっていた。

　今日は会社まで来たことに満足するとして、見学はまた後日にするべきだろう。

「いや、せっかくここまで来たことだし、社屋だけでも見て行くかな？　社員が働いているところが見たいならまた来週にでも来てくれればいいし、ラボは千葉にあるからあとでドライブがてら連れて行ってあげてもいい」

「でも、蘇芳さまもお仕事が……」

　もちろん蘇芳の申し出は飛び上がるほど嬉しかったが、蘇芳が自分のような高校生に構っていられるような立場ではないと知って侑眞は顔を曇くもらせた。

「それくらいのことが支障だと思うようでは会社の経営者など務まらないよ。わたしも気晴らしになっていい」

　余よ裕ゆうで蘇芳がそう言うものだから、忙しい人だと分かっているのに侑眞は笑え顔がおになって蘇芳を見上げた。

「じゃあ……」

「ああ、今度はもっと早い時間においで」

「はいっ」

　蘇芳の優やさしい申し出に甘えて次の約束をしてしまう。自分のことを迷めい惑わくがることもなく、またちゃんと相手にしてもらえているようで侑眞は嬉しくなった。

　そして社員もまばらな社屋を蘇芳の案内で一通り見て歩く。子供だからと適当に自分をあしらうことのない蘇芳に対して、侑眞はますます憧れを抱いだく。

「この後の予定は？　家に帰るだけなら一いつ緒しよに食事でもしようか」

「一緒にって、いいんですか？」

　その誘さそいに侑眞は目を見開いて驚おどろいた。

　執しつ事じである自分は、本来なら蘇芳と一緒に食事をするような立場ではない。それを分かって蘇芳は誘ってくれているというのだ。

「同じ場所に帰るわけだし、たまにはこういうのも構わないだろう？　一件だけ片づけたいことがあるから少し待ってもらうけど」

「は、はい……っ」

　蘇芳はビルの奥へと侑眞を促うながし、「社長室」とプレートの掲かかげられたドアを開く。

（そうか、蘇芳さまが実質は社長さんなんだ……）

　書類上の社長は高階だが、侑眞の知る限り高階はほとんど仕事らしきことはしていない。

　一応毎日のように屋敷へ仕事がらみの来訪があるが、それは決定事じ項こうの報告ばかりで高階がくちばしを挟はさんでいる様子はなかった。

「この部屋もなかなか面おも白しろくて、ちょっとしたギャラリーになっているんだ。待っている間にこれでも見て暇ひまつぶししていてくれ」

　蘇芳がもう一つ奥にある扉を開けると、そこは応接室のようになっていた。

　おもちゃ会社の応接室らしく、壁一面に造りつけられたコレクション棚だなには歴代のおもちゃたちが飾かざられているようだった。

「わぁ……」

「商品になっていないものもたくさんあるけど」

　蘇芳がざっと説明してくれたが、この棚たなには開発途と中ちゆうで商品化を断念したものなどレアなアイテムもいくつかあるようだ。骨こつ董とうとしての価値も高そうな品まであった。

「五分で終わらせる」

　そう言い残すと、蘇芳は仕事に戻もどるらしく応接室を後にした。

「すごい古いおもちゃ……」

　入り口に一番近いところに飾られているのが、会社創立のきっかけになったおもちゃだろう。戦後間もなく作られたらしいブリキ製のクルマは歴史を感じさせた。

　セルロイド人形、ビー玉、トランシーバー、プラモデル、超ちよう合金ロボット……。

　世代的に侑眞に馴な染じみのないおもちゃたちだが、電子玩がん具ぐで育ってきた者には、その単純さが逆に新しん鮮せんに感じてならない。

　もともとブリキ職人だった高階は、自作のおもちゃをアメリカへ輸出して資金を稼かせぎ、時代に即そくしたおもちゃを作っては今の地位までのし上がったらしい。後発ともいえる戦後からのおもちゃメーカーだったが、新しい科学技術を積極的に取り入れた開発を続けていたせいで、今では業界のトップを独走している。

　中でもトイドッグのような人工知能を使った製品の開発は、他ほかのおもちゃメーカーの追つい随ずいを許さないらしい。

（失敗作って蘇芳さまは言ったけど……）

　たしかにセールス的には失敗に終わったのかもしれないが、蘇芳の開発したトイドッグが会社の行方ゆくえを決定付けたといってもよさそうだった。

「あ、チャロっ」

　比ひ較かく的てき最近の商品が並んでいるコレクション棚に、侑眞はチャロと同じタイプのトイドッグが並んでいるのを見つけた。

　侑眞も愛着のあるアイテムなだけに、ガラスに顔をつけるようにして凝ぎよう視しする。

　よく見ると、そこには試作機である骨組みだけのロボットや、顔などのパーツに混ざってトイドッグ発売当初のポスターがあった。侑眞がトイドッグを欲しいと思うきっかけになったもので、穴が開くほど何度も見たのを覚えている。

「うわぁ、なつかしいなあ」

　小さい頃ころから動物が好きだった侑眞は、ずっとペットを飼いたいと思っていた。ペットと一緒に散歩したり、一緒に昼ひる寝ねをしたりするのが夢だったと言っても過言ではない。

　けれども父親がひどいアレルギー体質だったため、ペットを飼いたいと言い出せないでいた。そんな時に知ったのが、トイドッグの存在である。

　侑眞がよく利用するターミナル駅のポスターでトイドッグを知り、コーギーのぽてぽてした愛くるしい見た目に惹ひかれた。その後、テレビで動く愛あい嬌きようのある姿を見ると、もう欲しくてたまらなくなってしまった。

　当時小学生だった侑眞にとってトイドッグは高額な買い物だったため、まずは口では絶対に敵かなわない母親に必死で頼たのみ込んだ。

　ダメだと言われたのに五回も六回も粘ねばって諦あきらめなかったのは、これが最初で最後かもしれない。

　これほどまでに侑眞が頑かたくなになっているのを見て、母親は勉強を頑がん張ばることを条件にトイドッグを買ってもいいと承しよう諾だくしてくれた。

　侑眞がコツコツ貯ためていたお年玉をはたいたのだが実はそれでも資金が足りておらず、父親がこっそり出してくれたのだ。

　ペットを家族に迎むかえ入れられることができて侑眞は嬉しかった。なぜなら、このコーギーという犬種にも一ひと際きわ思い入れがあったからだ。

　父親の仕事の都合もあって家族で旅行したことなど数えるほどしかなかったが、小さいときに行ったテーマパークの隅すみの広場で小動物たちと触ふれあったことをよく覚えている。その時侑眞が気に入って離はなさなかったのがコーギーだった。

　当時はまだ珍めずらしかったコーギーは、足が短いわりに胴どうが長く尻尾しつぽも短いとあって侑眞には不思議な生き物に見えた。しかし、遊んでみると賢かしこいコーギーは幼い侑眞に合わせて相手をしてくれているようで、すぐに打ち解けることができた。

　アレルギーのある父ははじめ犬と戯たわむれる侑眞と母親を遠巻きに見ていたが、本当は動物の好きな彼はいつの間にか自分も一緒になって遊んでいた。しばらくすると症しよう状じようが出て大変なことになったが、それすらも侑眞の中では忘れられない思い出となった。

　そんなこともあって、動物アレルギーの父のためにも侑眞はどうしてもトイドッグが欲しかったのである。

「あれから五年も経たつんだ」

　今が不幸だと思ったこともないが、両親が亡なくなってから侑眞なりに必死で生きてきて、ここでトイドッグを目にしたおかげでやっとゆっくり過去の思い出に浸ひたることができた。

　辛つらいことが続いたせいで楽しいできごとをなかなか思い出せないでいたが、トイドッグに出会っただけでこんなにはっきり思い出すことができるなんて。

「……すごい。おもちゃって遊ぶためだけのものじゃないんだ」

　今まで子供が遊ぶためのものだと思っていたおもちゃだが、おもちゃの役割はそれだけではないことを知る。人の心を癒いやしたり、かけがえのない思い出を作ることもできる。そんなことを気づかせてくれたトイドッグも、それを作った蘇芳もなんて素す晴ばらしいんだと思った。

　侑眞が物思いに耽ふけっていると、ガチャリとドアが開く。

「侑眞……？」

　しかし、感動に浸っていた侑眞の耳には物音など入ってはこなかった。

「侑眞」

「あっ、ごめんなさい……っ」

　何度か名前を呼ばれて、はじめて部屋に蘇芳が入ってきたことに気づいた。

「いや、具合でも悪いのか？　それなら帰りに病院に連れて行くが」

「違ちがいますっ。ちょっと、なんか感動しちゃって……」

「感動？」

　けげんそうに自分を見つめてくる蘇芳に努めて明るく振ふる舞まいながら、「トイドッグに」と侑眞は付け加えた。

「おもちゃって遊んで楽しむための道具なのに、こんなに心を豊かにしてくれるなんてトイドッグは本当に最高です。こんなおもちゃを考えつかれたなんて、蘇芳さまは本当に凄すごい人です」

　黒い瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせて侑眞は蘇芳を見上げた。

「きみが思うような男じゃないよ」

　のぼせたような侑眞に反して蘇芳はどこか醒さめた風に侑眞を見やるが、憧あこがれの人を前にしてうきうきしている侑眞に蘇芳との温度差があることなど気づかなかった。

「それより、今日はありがとうございました。来てよかったです」

　まるで自分が尻尾を振りそうな勢いで侑眞は喜びをあらわにする。蘇芳はそんな侑眞のことを一いつ瞬しゆんじっと見やったが、まっすぐな瞳を避さけるようについとさりげなく視線を外しながら声をかけた。

「ああ、食事に行こうか」

　その言葉に侑眞は、満面の笑えみを浮うかべた。







　蘇芳に連れられてやってきたレストランは、ヌーベルシノアの店だった。

　ヌーベルシノアとはフレンチ風の中ちゆう華か料理のことで、最近流行はやってきているスタイルのお店だということは侑眞もなにかで聞いたことがある。

　フランス料理なのか中華料理なのか分からない楽しさと斬ざん新しんさが、目と胃い袋ぶくろと好こう奇き心を満たしてくれた。

　どれも贅ぜいを尽つくしたメニューで、メレンゲでデコレーションされたふかひれスープやトマトを器うつわにしたエビチリは、目の前に出されただけで食べる前から楽しかった。土ど鍋なべでチャーハンを食べるのも初めてだったし、最後に出された杏あん仁にん豆どう腐ふは舌の上で蕩とろけてなくなるほど絶品だった。

　味や店の雰ふん囲い気きに満足したのはもちろんのことだが、このところ一人で夕食を済ませていた侑眞にとって蘇芳と共にする食しよく卓たくは本当に楽しいもので、小食にもかかわらず出されたものをぺろりと平らげてしまっていた。

「ディジェスティフといきたいところだが、未成年だったな」

「それって、食後酒のことですよね？」

「そう。本当なら食後に甘いカクテルを勧すすめたいところだが、残念ながらそれにはあと数年が必要かな」

　そう言いながら蘇芳はなにか注文をしたようで、しばらくすると侑眞の前にはアイスショコラが運ばれてきた。蘇芳にはコーヒーが出される。

「本来ならディジェスティフにはアレクサンダーが一いつ般ぱん的なんだが、その代わりにね」

　そう言われて口にすると、甘くクリーミーな味が広がる。

「おいしい」

「食後のこの時間をチルドレンズアワーと呼ぶことがある。子供の頃においしいと思ったものを摂とるとくつろげるという考えだね」

　それを聞いて侑眞はなんとなく思い当たるものがあった。

「食後にデザートが出てくると、ちょっとした幸せを感じます。うちの母はオーブンで焼いたプリンが得意だったんですけど、それが出てくると嬉うれしかったなぁ……」

　蘇芳がチルドレンズアワーなどと言ったせいで、自分が子供の頃のことを思い出してしまった。

　会社にいた時もそうだが、今日はやけに両親のことが心に浮かんでくる。

「どんな人だったか聞いてもいいかな」

　蘇芳に問われて一度考える。

　両親が亡なくなってからというもの、こういう話を避けていた節のある侑眞だったが、蘇芳には話してもいいような気がしていた。蘇芳ならば簡単に同情もしなければ侑眞を哀あわれんだりすることもないだろうと思っていたからだ。

「うちは母がすごく強い人でした」

「母親のほうが強かったの？」

　思っていた通りの反応をする蘇芳に笑いながら侑眞は話を続ける。

「チャロなんか叱しかられてばかりだったから、母の声こわ色いろを聞き分ける機能が発達しちゃって……」

「ああ、心地ここちいい声とそうでないものを区別する能力が備わっているからね」

　子供の頃ころにとてもやんちゃだったチャロは、躾しつけのために母親から叱られてばかりいたせいもあって、母の声が尖とがってくるとすかさず逃にげ出すようになった。ロボットのはずなのにその逃げ方がとても必死に見えて、侑眞の母は叱るのも忘れて思わず笑い出してしまったことが何度もあった。

　チャロの存在のおかげもあるが、思えば笑いの絶えない家だった。

「母が強い人だから、ぼくも父も母に頼たよりきっていたんです。理り不ふ尽じんなことは言わないから反発することもないし、女王主権で平和な家庭でした。あ、でも……」

　語りながら侑眞は、母は強くなる必要があったのではないかと気づいた。

「なに？」

　表情を曇くもらせた侑眞に蘇芳は訊たずねる。

「いえ、ぼくがお屋や敷しきに引き取られた後に旦だん那なさまから聞いて知ったことなんですが、母はこちらのメイド出身なんです」

「うちの？」

「はい。天てん涯がい孤こ独どくの身だとは聞いていたんですが、メイドだったとは知らなくて。こちらのお屋敷で父と出会ったそうなんですが、身分差を考えると強くなければやっていけなかったのかもしれません」

　父はとても優やさしかったが、実の母親のことも欲深い親類縁えん者じやたちのことも苦手だったようだ。その父を守ろうと母は強くなったのかもしれない。

「あ、でも本人の資質も大いにあるんでしょうけど。旦那さまは娘むすめほど年のちがう母に叱られたことがあるみたいですから」

「雇やとい主を、叱る？」

「旦那さまが約束を違たがえたのに、一言も謝らなかったら怒おこられたとおっしゃっていましたよ。悪いことをしたら相手が大統領でも叱りそうです」

　悪いことをした人には相手が誰だれであろうと怒るものだ──。

　それを信念に生きてきた母は、出自から親類に疎うとまれているというのに、媚こびたり自分を曲げたりすることはなかった。二人をなんとか別れさせようとする動きがあったことは侑眞も知っているが、他人の思おも惑わくに踊おどらされるような夫ふう婦ふではなかった。

「失礼だが、おじいさんとかおばあさんは？」

　なにか考えごとをしていたらしい蘇芳が、急に突つっ込んだことを訊たずねてくる。これまで聞かれなかったことが不思議なくらいで侑眞は首をかしげた。

「祖母ならいますよ。でもぼくには母の血が流れているから好かれていないんです。孫は他ほかにもいますから」

「他にいるとか、そういう問題じゃないだろう。侑眞には頼れる親類が一人もいないんだと思っていたよ」

「親類はたくさんいますけど、頼れる人は一人もいませんよ？」

　あっけらかんと答える侑眞のことを蘇芳はまばたきも忘れて食い入るように見た。

「きみは……」

「血けつ縁えんだからという理由で嫌きらわれている祖母の許もとに行くよりは、高階のお屋敷に引き取られてよかったと思っています」

　これまで改めて考えたことはなかったが、よどみない口調ですらすらと言葉が出てきた。自分の言ったセリフを反はん芻すうして、改めて「そうだな」と思う。

「それに、母を知ってる旦那さまがぼくを母に似ていると言ってくれたから、それが嬉しいんです。母に負けないように強くならなきゃって思うから」

「──きみは、まっすぐに生きてきたんだな」

　ぼそっとつぶやくような声で言われて、侑眞は目を瞬またたかせた。

「辛つらい目にも遭あっているというのに、偉えらいよ」

　とても短い賛辞だが、蘇芳は本心から言ってくれていると感じられた。そのたった一言が、大げさな褒ほめ言葉より数倍も嬉しい。

「蘇芳さまだって、お母さまを亡なくされてますよね」

「高階夫人なら母親じゃない。わたしは庶しよ子しだからな」

「え……っ」

　予想外のことを言われて、侑眞はとっさに悲鳴を飲み込んだ。

「庶子って……」

「妾めかけの子だ。その実母も体が弱くて亡くなっているが」

　蘇芳と出会う前、チャロを作ったという蘇芳のことが気になって調べたが、どこにもそんなことは書かれていなかった。もしかしたら公おおやけにしていない秘密なのかもしれない。

「あの屋敷に引き取られたのはわたしも同じことだ。もっともわたしの場合、母はまだ死んではいなかったが」

　それまでは高階の援えん助じよを受けながら母子二人で暮らしてきたのだという。

「おもちゃだけはたくさんあった家だ」

　昔を思い出したのか、蘇芳はふっと笑いをこぼした。

（蘇芳さま？）

　その表情がどこか悲痛にも思えて、侑眞は静かに見入ってしまう。

　おもちゃがたくさんあったならもっと幸せそうな表情をしていてもよさそうなものだが、足元を引きずられてしまうような負の感情が、一いつ瞬しゆんぱあぁっと蘇芳の身に纏まとったようだった。

　しかし、まばたきをした瞬間に蘇芳はいつもの表情に戻もどってしまっていて、あれは見み間ま違ちがいだったのかと侑眞は思う。

（一いつ緒しよ……？）

　蘇芳も自分と同じように高階に引き取られた身だなんて考えたことがなかった。

　高階の実子である蘇芳と、実子ではない侑眞では境きよう遇ぐうなどに大きな違いはあるだろうが、不思議な繋つながりを感じてしまうのはおかしいことだろうか。

　次に語られる言葉を待つが、しかし蘇芳はそれ以上昔の話をすることはなかった。







　蘇芳と一緒に食事をして以来、侑眞はたびたび会社に蘇芳を訪ねていた。

　もう何人かの社員とも顔なじみになってしまった侑眞は、会社の受付嬢じようから毎回お菓か子しをもらうまでになっている。

　カラフルなキャンディーやマシュマロを持たされるたびに、いったい自分はいくつに見えているのだろうかと思うが、せっかくプレゼントしてくれるものを断ることなどできなかった。

　蘇芳のいるフロアまでたどり着くと秘書の有あり坂さかが迎むかえてくれた。

　有坂は蘇芳と長いつき合いだと聞いている。どこかストイックにも見える彼は控ひかえめだが頭が切れそうで、蘇芳とはいいパートナーシップが築けているようだった。

「今日も大漁ですね」

　お菓子を両りよう腕うでに抱かかえた侑眞を有坂はからかった。

　受付嬢からのプレゼントを毎度しっかり受け取る必要はないというのに、侑眞は来社するたびお菓子を両腕に抱えて社長室にたどり着くのが常で、それを知っている有坂は侑眞の律りち儀ぎさを半ばあきれたように見ているみたいだ。

「こんなに食べられません」

「社長室に置いていけばいいですよ。そのうち秘書室に下ろされるでしょうから。それより、ちょうどいいところにきてくれましたね」

「いいところ……？」

　言葉の意味が分からず首をかしげると、有坂は社長室のドアを開ける。

　部屋にはホワイトボードが持ち込まれ、そこにはおもちゃのデザイン画と思わしきイラストが数枚貼はられていた。

　その前に立っているのは蘇芳で、どうやらそれらのデザイン画を見比べているらしいということが分かる。親指を顎あごに当てる仕草から考え事もしているようだった。

「蘇芳さま？」

　邪じや魔まにならないよう声を落として呼びかけるが、蘇芳はそれに気付いて顔を上げると、お菓子を抱えた侑眞を見て面おも白しろいものを見たような表情になった。

「いらっしゃい。大荷物だね」

「蘇芳さままで有坂さんと同じようなことおっしゃるんですか」

　侑眞は少し拗すねたように言うと、ミーティングデスクの上に抱えていたお菓子を下ろす。

「お菓子か……。侑眞、ペットにはお菓子を与あたえてもいいものなのか？」

　ふと何かを思いついたように蘇芳は訊ねた。

「ペット用のお菓子なら市し販はんされてますよ？　誕生日にはペット用にケーキを作ってくれるお店もあります」

「そうか……、誕生日があったか。誕生日の一日だけケーキをあげられるというのも楽しいイベントだな」

　新しい発見でもしたような蘇芳の言葉を聞いて、侑眞は蘇芳の側に近づいた。

「急にどうしたんですか？」

「子供が持つ防犯ベルでバーチャルペットを飼えるようにしようと思って」

　すると蘇芳はホワイトボードのデザイン画を侑眞に見せてくれた。

　犬、猫ねこ、うさぎ、アヒルといった子供に人気のありそうな動物がキャラクター化されている。蘇芳は経営を手がけるようになった今でも商品開発を続けているようだ。

「新商品ですか？」

「そう。防犯ベルを持つ児童が増えたはいいが、ランドセルにぶら下げているだけで活用されていないと教育機関から相談を受けてね。液えき晶しよう画面をつけてペットを飼えるようにすれば常に持ち歩く子供も増えるのではないか、と」

「えー、面白そうですね」

　ボタンを操作することで褒めたり叱しかったりすることができ、餌えさもあげられるのだと蘇芳は説明してくれた。

「どのタイプが好きかな？　意見を聞かせてくれ」

　蘇芳は防犯ベルのデザインを数型侑眞に見せてくる。

「意見って、ぼく素人しろうとですよ？」

「そのほうがいい場合もある。われわれが考えると、どうしても手間やコストを重視してしまうからな。それに、利用者は素人だ。ユーザーに一番近い立場にある侑眞の意見が聞きたいんだよ」

「あっ、今のケーキも……？」

　侑眞の何気ない一言がこういう形で採用されるとは思ってもおらず、侑眞はびっくりして声を上げた。

「それくらいで驚おどろいてはいけないよ。ペットを飼うというアイディア自体は侑眞との会話から思いついたことだ。ペットが欲しくても飼えない子は多いだろうと思ってね」

「それって……」

　先日食事をしながら蘇芳と交かわした会話を思い出す。

「トイドッグはきみたち家族に随ずい分ぶん可愛かわいがってもらったようだ」

　忘れられてしまっても仕方ないような個人的な話を蘇芳はちゃんと聞いていてくれたのだ。そして、それを仕事にまで活いかしてくれるなんて驚きと同時に嬉うれしくもなる。

　侑眞には考えの及およばないことをいともたやすくやってのけてしまう蘇芳を、改めてすごいと思っていた。

　就業後になると、開発中の新製品にアイディアを与えてくれたお礼と言って、蘇芳はレストランへと連れて行ってくれた。

　侑眞が会社に顔を出した後は必ずレストランや未成年だけでは入れないような場所に連れて行ってくれる。蘇芳は会社に侑眞を呼び出すことが多くなっていたが、それよりも、その後においしいご飯をご馳ち走そうしてくれたり社会勉強をさせてくれるのが目的のような気がしていた。

　この夜蘇芳が連れて行ってくれたのはフランス料理店だった。

　やはり制服姿の侑眞を気き遣づかってか、一つ一つのテーブルがすべてパーティションで仕切られているようなお店を蘇芳はわざわざ選んでくれていた。

　銀座界かい隈わいで制服を着ている高校生は珍めずらしいため、こういった蘇芳の気遣いはとてもありがたく感じる。その上、蘇芳が連れて行ってくれるレストランはそのどれもが高級店ではあるが不思議と落ち着くため、今日はどんなところに行くのだろうと毎回楽しみだった。

　前菜は見た目も綺き麗れいな食用花がふんだんにあしらわれたジュレだった。

　その端はしにナイフを入れフォークの背に載のせると、蘇芳から止められる。

「侑眞、フレンチでそれはあまりやらないほうがいい。腹のほうで掬すくいなさい」

「え……？」

　長いこと身に着けていたテーブルマナーが間ま違ちがいだと教えられて、侑眞は一いつ瞬しゆんぽかんとしてしまった。

「侑眞の家系は旧家だから英国式のテーブルマナーを叩たたき込まれてきたんだろう。英国式はどちらかというと独自のものだから、この際フレンチのマナーも覚えてしまうといい」

「は、はい」

　蘇芳に指し摘てきされたとおり、スープの飲み方もカトラリーの置き方も自分が身に着けていたマナーとは違ちがっていた。家にいるだけでは気づけなかったことだ。

「日本は英国を手本に近代化したからね。今でも公式の食事の席は英国式な場合もある。ケース・バイ・ケースで対応しなさい」

　大人でなければ教えられないことを蘇芳は侑眞に少しずつ指南してくれていた。

　知らないことを優やさしく教えてもらうことはとても楽しい時間だったが、それよりも憧あこがれている蘇芳と長い時間を一緒に過ごせることがなによりも嬉しかったのである。

「ソースがついてる」

　まるで夢のような時間にぼんやりしていた侑眞は、頬ほおを指先で撫なでられるような感かん触しよくにドキッとした。

「あ……」

　次の瞬間、頬についていたソースを蘇芳の指で拭ぬぐわれたのだと知って顔を赤面させる。口で言ってくれれば分かるものを、こんな風にされてはまるで親しい仲なのだと誤解してしまいそうだ。

（そういえば、この人とキスしたんだ……）

　思わずナプキンで顔を隠かくすようにしながら、そーっと蘇芳の顔を盗ぬすみ見る。

　あんな衝しよう撃げき的てきなできごとを忘れてしまったわけではないが、あまり考えないようにしていた。けれどもどうして意識せずにいられたのかが今になっては分からない。

　間近で見る蘇芳はどこか淫いん靡びなムードがあって、それを無意識に嗅かぎ取った侑眞は普ふ段だんの気品のある蘇芳とのギャップに戸と惑まどいを隠せなかった。

　あでやかな蘇芳が嫌いやなわけではなくて、そういう蘇芳をもっと知ったら、蘇芳のことばかりが頭を占しめてしまいそうで恐おそろしかったのだ。







　蘇芳の運転する車で屋や敷しきに帰ると、侑眞は足取りも軽かろやかに自室へ向かった。早くチャロに今夜のできごとを聞いて欲しくてドアを開ける。

「あれ、チャロ……？」

　いつもなら大好きなボールで一人遊びしているチャロが見当たらなくて、侑眞は部屋をぐるりと見回した。

「充じゆう電でん？　こんな時間に？」

　部屋の隅すみにいたチャロは、専用に取り付けられた充電器の上に丸まって眠ねむっていた。

　もともと充電が切れそうになれば自ら充電するようプログラミングされているのだが、その頻ひん度どが最近とくに多いような気がする。

　自分のことが大変で気づいてやれなかったが、思い返してみればその兆きざしは前からあったのかもしれないと青くなった。

「チャロっ」

　不安を覚えて名前を呼ぶと、チャロはぼんやり目を開けた。

「チャロ、起きて」

　ふつうであればこの言葉に反応して立ち上がるものだが、チャロは侑眞の言葉にキョロキョロするばかりで立つ気配すらない。側に近寄ってみると、いつもはあまり気にならないジーという機械音が今日はやけに大きく聞こえるような気さえする。

「蘇芳さまのところに行くよ」

　チャロのテンションが上がる蘇芳の名前にも特別な反応を示さなかった。

　いよいよ心配になった侑眞は、チャロを小こ脇わきに抱かかえると蘇芳の部屋へ向かう。

　そろそろ深夜になろうという十時過ぎだが、こんな時間に突とつ然ぜん部屋を訪おとずれて平気だろうかと思いながらも、チャロを一晩そのままにしておくことはできなかった。

　非常識を承知で部屋のドアをノックすると、中から蘇芳の声が聞こえる。

「突然すみません」

　恐る恐るドアを開くと、蘇芳が迎むかえ入れてくれた。

　ほんの少し前までスーツ姿だった蘇芳は私服に着き替がえたようで、ジーンズにクレリックシャツという格好だった。

「どうした？」

「あ、あの。チャロが……」

　ただ漠ばく然ぜんと調子が悪そうなことしかわからず、侑眞は困ったように蘇芳を上目に見る。

「見せてごらん」

　侑眞の腕うでからチャロを受け取った蘇芳は、自分と同じ目の高さにチャロを抱え上げた。

「少し熱いな。……入って」

　部屋に入るよう促うながされて、侑眞は蘇芳の後に続く。

　蘇芳はテーブルの上にチャロを置くと腹部を開けてバッテリーを取り出した。カクンとチャロの体から力が抜ぬけて行くのを見て、侑眞は痛ましい気分に胸を押さえる。

「最後にバッテリーを換かえたのはいつ？」

「半年に一度は新しいものにしているので、今年に入ってからですけど……」

　気になることを侑眞に質問しながら、蘇芳はまるで獣じゆう医い師のようにチャロの体を検けん診しんしていた。

「修理の形けい跡せきもなくきわめて優良体だったようだが、だいぶ部品が老ろう朽きゆう化かしているね。ふつうなら部品を交こう換かんしてやればまた元気になるが、製造中止になってからもう何年も経たつ商品のため部品の在庫が残ってないんだ」

　蘇芳の告げる言葉に侑眞は唇くちびるを噛かんだ。

　いつかこういう時が来ると頭では分かっていたが、こんな風に現実になるなんて。

「今夜のところは一晩安静にしておくとして、次に具合が悪くなったら保証はできないな」

「動かなくなるってことですよね……」

　五年もの間自分を支えていてくれた友人が突然いなくなることを想像して、侑眞は自分で自分の身をギュッと抱だきしめた。

　はじめは歩くことのできなかったチャロが四本の脚あしで立ち上がったとき、相手がロボットであるのも忘れて両親と声せい援えんを送り続けた。走れるようになってからは、コーギーの習性で踝くるぶしに噛みつこうとするチャロを何度も叱しかったことがある。

　大人に成長してからは叱られることなどなくなったが、その代わり侑眞にはなんでも話を聞いてくれるかけがえのない相手になっていたというのに……。

　そんな大切な友人が動かなくなってしまうなんて、考えただけで恐ろしい。

　強くあろうと必死で生きてきた侑眞が一人で悲しみに暮れる姿は哀あわれみを誘さそうものだった。太陽に向かってまっすぐ伸のびていた花が風に煽あおられて、まるで今にも折れてしまいそうな危あやうさのようなものがある。

「侑眞」

　優しく名前を呼ばれて蘇芳に抱き寄せられる。

　突然そんなことをされて驚おどろく侑眞だったが、包み込むような蘇芳の抱ほう擁ように安あん堵どを覚えて額をすり寄せた。

　こうしていることで、ぽっかりと穴の開いた心が少しずつ埋うまっていくような錯さつ覚かくを覚える。

「そんなに悲しまないでくれ」

　そう言うと侑眞の顔を上げさせて、悲しむ侑眞の額に蘇芳はキスを落とす。

　侑眞の白はく皙せきはみるみるうちに桜色に染まっていった。







　チャロはというと、熱を帯びた体を一晩冷やすことを蘇芳から厳命されて、その夜は侑眞の部屋の片かた隅すみでおとなしくしていた。

　侑眞は心配のあまり丸一日以上そのままにして電源を入れたが、やはり動作に覇は気きのようなものが見られないでいた。

　それまで大好きだったボールにも反応を示さなくなったし、聞き取れない命令がグンと増えたようだ。これ以上は手の施ほどこしようがないと蘇芳から言われてしまっているので、侑眞はどうしてあげることもできず安静にさせているだけだった。

（チャロも心配だけど、旦だん那なさまもどうしたんだろう……）

　ここ数日の間、高階の体調がめっきり思わしくないようだった。

　高階は狭きよう心しん症しようを患わずらって第一線から退いていたわけだが、季節の変わり目のせいか軽い発ほつ作さを繰くり返してしまっている。手術を受ければ楽になると医者から勧すすめられているのに、高階は頑がんとして受ける意思を見せなかった。

「ストレスもあるのかな……」

　往おう診しんに来る医師から、狭心症にはストレスがよくないのだと聞いていた。

　蘇芳が屋敷に帰ってきて以来、親子の冷ややかな関係を目にしている侑眞には、日に日に高階が憔しよう悴すいしていっている理由が二人の関係にあるようにも見える。

　どうにかして二人の間の溝みぞが埋められればいいのに。

　そう思った侑眞は、おせっかいと分かりながらも食後のお茶の際に蘇芳に高階のことを切り出した。

「……ですから、旦那さまの具合が悪い原因はストレスにもあるんです。日ごろから蘇芳さまのことを気にしておいでですから、一度お話しするなどして、なんとかなりませんか？」

「なんとかっていうと？」

　チャロが調子を悪くしていると知ったときは、あんなに親身になって診みてくれたというのに、今はまるで別人のようだ。

　ひとつも慌あわてた様子はなく、侑眞の淹いれた紅茶を優ゆう雅がに味わっている。傍かたわらのチャロを時々撫なでたりもするのに、高階のことになるとまるで他人ひと事ごとのようだった。

「ぼくの目から見てもお二人の仲があまりよろしくないのはよく分かります。旦那さまはそれを気に病やんでますます消しよう沈ちんしているんです。お仕事以外のことでも旦那さまとお話しされてはいただけませんか？」

「話……ね。きみはおれたちがあの男になにをされたか知っているのか？」

　カチャリと音をたてて蘇芳はカップを置いた。琥こ珀はく色いろの液体が大きく揺ゆれてカップからこぼれる。

　蘇芳が冷ややかな目をしてこちらを向いたとき、侑眞は呼吸を忘れて立ち尽つくした。

「す、おう……さま？」

　蘇芳は深く静かに怒おこっているようだった。

（これは、だれ……？）

　暗い瞳ひとみの色をした蘇芳はまるで別人のようだ。

　優雅さはどこかへ消えうせて、鋭するどい視線が射い貫ぬくように侑眞を見る。自分のことも「おれ」と言ったし、言こと葉ば遣づかいもどこか乱暴だった。

「なにって、それは……わかりませんが……」

　侑眞はしどろもどろに答える。

「プライベートなことに口を挟はさむなと以前も言わなかったか」

「そうですが……、あんなに気落ちした旦那さまを放っておくなんて……で、できません」

　蘇芳の声が冷たさが氷のようにも思えて侑眞は首を竦すくめる。初めて見る蘇芳の姿にドキドキしていたが、やはりどうしても伝えなければと両手を強く握にぎり締しめた。

「親子なんですから、もう少し旦那さまにも……」

「うるさい。黙だまってくれ」

「でも……っ」

　ゆらりとした空気を身に纏まといながら蘇芳は立ち上がると、まだなにか言いたそうな侑眞の口をふさぐように唇をあわせた。

　そして、突然のことに声も出せない侑眞の手首を掴つかむと、引っ張るようにして隣となりの寝しん室しつへと連れて行く。

　侑眞はなにをされるのか分からず、呆ぼう然ぜんとしているうちに広いベッドの上にその身を投げ出された。

「っ……」

　慌てて体勢を整えようとするが、その前に蘇芳に上から押さえられて身動きができない。

　侑眞に覆おおいかぶさるようにした蘇芳は、細い手首をシーツに縫ぬいとめるようにして行動の自由を奪うばう。

「なに……んっ」

　わけを問うことも許されず、蘇芳に再び唇を奪われた。

「うっ……ん」

　侑眞が逃のがれられないよう、顎あごを取られて強ごう引いんに口づけられる。吸い上げるように激しく口内を蹂じゆう躙りんされてカッと体が熱くなる。

「ふっ……あっ」

　息苦しくなって喘あえぐが、蘇芳の唇は逃れることを許さなかった。吐と息いきをつくたびにまるでそれを吸い取るかのように執しつ拗ようなキスが続く。

「っ……んで？」

　それでも蘇芳の唇が離はなれた一いつ瞬しゆんの隙すきを縫って、侑眞は疑問を口にせずにはいられない。

「……っ」

　真上から侑眞を見下ろした蘇芳は、怖こわいほどの視線を注ぐだけだった。

　侑眞の問いに一いつ切さい取り合うことはなく、侑眞の両手を掴むと頭上でひとつにまとめた。片手でそれを押さえ込みながら、ドレスシャツの襟えりを大きく開いて侑眞の首筋に口づける。

「……いたっ」

　皮ひ膚ふの薄うすい部分を、まるで血を吸われているかのように痛いほど強く吸い上げられる。必死でもがいて抵てい抗こうするが、非力な侑眞の抵抗などで蘇芳はビクともしなかった。

　その間にもシャツの裾すそから蘇芳の手のひらが忍しのび込んできて、冷たい蘇芳の指が肌はだに触ふれる。

「う……あっ」

　あっという間に裾はめくり上げられ、蘇芳の手のひらが白い肌を這はう。うわべを撫でるような優やさしい手つきに、侑眞はぞわりと肌を粟あわ立だたせた。

「こんなことされても感じるのか」

　蘇芳の親指が押し上げるようにして侑眞の乳ち首くびに触れてくる。淡あわい色に染まった尖とがりは芯しんを持ったように硬かたくなっていた。

　そこを擦こすられるたびにピクンと背中が反る。

「う、嘘うそだ」

　蘇芳からもたらされる行こう為いにうろたえながら、侑眞は視線をさまよわせた。

「あっ……」

　濡ぬれたような感かん触しよくがして、そこを舐なめられているのだと知る。舌先で乳首の先を転がす蘇芳と目が合ってしまい、ギュッと目を閉じた。

「やめ……あっ」

　やめてと懇こん願がんするつもりで口を開くものの、聞いたこともないような甘い声が自分の口から出て侑眞は困こん惑わくする。けれども一度もれた声は抑おさえることができず、口の中でかみ殺すのに苦労を強しいられた。

「ふっ……ん」

「もう反応しているのか」

　言い当てられて顔を真っ赤にした侑眞は、ぶんぶんと首を横に振ふった。

　しかし、実際に下か肢しは困ったことになっていて、この籠こもるような熱をどうにか解放したかった。

「んっ……」

　膝ひざまでのトラウザーズは下着と共にたやすく剥はぎ取られる。慌てて膝を擦り合わせた侑眞だったが、慣れた蘇芳の手つきによって衣服は床ゆかに落とされた。

　あらわにされた性器をとっさに隠かくそうとするが、蘇芳によって遮さえぎられてしまう。

「み、見ないで……」

「隠さないで見せなさい──」

　低い声で命令されるが、蘇芳の視線からなんとか逃れようと必死で体をひねる。侑眞がじたばたもがいたところで体格差のある蘇芳から逃れることはできなかった。

　腿ももに手をかけられて、侑眞の体はたやすく開かれてしまう。

　その様子に満足したらしい蘇芳は、手のひらで侑眞自身を包むように触れた。

「可愛かわいらしいな」

　薄く柔やわらかな下生えを指に絡からめられ、侑眞はカアッと顔を赤らめる。

　他人と比べたことはないが、自分の体が人より未発達だろうということは薄うす々うす思っていたことだ。小ぶりなそれを子供のようだと揶や揄ゆされたようで、いたたまれなく恥はずかしい。

「それでもちゃんと機能はするようだ」

　蘇芳は様子をみるようにしながら、張り詰つめた性器をやわやわと刺し激げきする。

「あっ……！」

　すでに熱くなっていたそこは、ビクリと反応を返す。指先で巧たくみに扱しごかれるようにされると、先せん端たんからじんわり体液が溢あふれ出た。

「あどけない顔して、淫いん乱らんだな。うちの執しつ事じは」

　クスリと笑いながら、蘇芳はひどい言葉を侑眞に投げかける。

「ご、めんなさ……」

　いつもとはまるで別人の蘇芳に侑眞は瞳を揺ゆらした。静かに微笑ほほえむ姿は同じなのに、どことなく悪い人のムードが漂ただよっているようだ。

　しかし、侑眞がそう思ったのも一瞬のことで、強い快楽を与あたえられた侑眞は難しいことなどなにも考えられないようになった。

「ひぁ……」

　敏びん感かんな先端を蘇芳の指がぐるりと撫なでる。とたんに生まれ出た甘い疼うずきを、侑眞は背を反らせて堪こらえた。

　くちゅくちゅという濡れた音が耳に届き、両耳をふさいでしまいたい衝しよう動どうに駆かられる。しかし残念なことに、拘こう束そくされた両手ではどうすることもできなかった。

「だ、だめ……」

　助けを求めるように侑眞は濡れた瞳でじっと蘇芳を見つめる。

　自分をこんな恥ずかしい目に遭あわせているのは蘇芳だというのに、その相手にすがるのも妙みような話だったが、今は蘇芳だけがこの疼きをどうにかしてくれるのだということは侑眞にも分かっていた。

「んんっ……」

　再度口づけられ、舌が絡められる。蘇芳はその舌と同調する動きで侑眞自身を扱いては、解放へと追い立てた。

「ふっ、うん……やっ……」

　はじめて知る強きよう烈れつな快楽に、侑眞の眦まなじりから涙なみだが伝う。

　頭はもやがかかったようにぼんやりしはじめ、はやく達してしまいたいと、もはやそれだけしか考えられなかった。

「も、やっ……は、離してくださ……」

　ぴくぴくと腿が痙けい攣れんしはじめ、侑眞は焦あせって腰こしを引いた。けれども蘇芳の追つい随ずいから逃れられるわけはなく、さらに追い上げられてしまう。

「だ、だめっ……それ、したら……っ」

「いいよ、達いきなさい」

　官能をくすぐるような声で耳元に囁ささやかれて、ゾクッと背中を震ふるわせる。

「あっ」

　一ひと際きわ強く擦られて、侑眞は蘇芳の手のひらへ白はく濁だくとしたものを放っていた。







「江藤、昼にしようぜ」

　午前中の授業が終わると侑眞の机にやってきた小和瀬は、いつもより数倍も元気がいい感じがした。

　しかし、それを指し摘てきすると侑眞に元気がないだけだと言われてしまい、自分のモチベーション一つで目に映る世界が違ちがうことを改めて感じる。

　昼食にしようと言いに来た小和瀬は、珍めずらしく侑眞を屋上へ誘さそった。

　ふだんであればカフェテリア派の小和瀬に侑眞が付き添そうのに、どうしたのかと訊たずねると「いい天気だから」と小和瀬は答えた。

　それだけが理由ではないような気がしていたが、サンドイッチとドリンクをテイクアウトして屋上へ出る。

「わ、ホントにいい天気」

　梅雨つゆを前にした快晴の午後は少し陽ひ射ざしが強くも感じるが、日ひ陰かげになっている軒のき下したへ入ると気持ちよかった。校内には立派なテラスを持つカフェテリアがあるため、わざわざ屋上で食事をするような生徒もおらず、二人だけの貸し切りだった。

「ねえ、それ買いすぎじゃない？」

　ベーグルサンド一つきりの侑眞に対し、小和瀬は三つも四つも買ったようである。侑眞より十センチは背も高く体つきもしっかりしているが、大食のわけではないはずだ。

「やっぱそう思うだろ？　だったら少し手伝え」

　そう言って侑眞にフルーツサンドを渡わたしてきた。さすがの侑眞でも、これは侑眞の好みに合わせて買ったものだと分かる。

「小和瀬？」

「無理に食えとは言わないけど、そんなに塞ふさぎこまれると気になるだろう。委員長としては」

　最後の言葉は侑眞に負担をかけさせないためのものだということは分かる。小和瀬がたとえ委員長でなくても侑眞のことは気にしていてくれただろう。

「テストの結果、そんなにショックだった……わけじゃないよな。むしろ逆で、なにかショックなことがあってテストなんか上の空だったってとこか」

　小和瀬は勝手に侑眞の心情を分ぶん析せきしはじめた。

　午前中の授業であった抜ぬき打ちテストで、侑眞は珍しく散々な点数を取ってしまっていた。いつもトップグループにいる侑眞が十位以内にも食い込めなかったことは、ちょっとしたクラスの話題だったのだ。

「そんなに分かりやすいかな」

「最近は割とな。まあ、前の江藤なら顔に出るようなこともなかったんだろうけど」

　そう言われることで侑眞は、自分がどれだけ心を閉とざしていたのか知って恥ずかしくなる。

「おれも顔色ひとつで様子が分かるほど親しくなかったしね。……人に話してすっきりするようなら聞くけど」

　あくまで小和瀬はさりげなさを装って言ってきたが、侑眞は思わず手を止めてまじまじと隣となりの友人を見てしまった。

「なんだよ」

「あ、えっと……」

　人に言えるようなことならとっくに話しているだろう。

（まさか、男の人にエッチなことをされたなんて言えないよね）

　箱入りで育ってきてはいるが、そこまで何もかも打ち明けてしまうほど世間知らずではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そっか、それならいいけど」

　相変わらずあっさりと小和瀬は引き下がった。

　きっと人の悩なやみを根ね掘ほり葉掘り聞きたいわけじゃなく、様子のおかしな侑眞を純じゆん粋すいに心配しているのだろう。

（それにしても、蘇芳さまはなんであんなことしたんだろう……）

　前にキスされたときは侑眞が可愛かったからだと言っていた。

　けれども今回はそんな甘い理由ではなく、二人の親子関係に口を挟はさむ侑眞のことを牽けん制せいするようなものだった気がする。

　またああいうことをされると思うと、今後安易に高階との仲を口にすることははばかられた。

（でも、あれって……）

　しかし、困ったことに決して行こう為い自体が嫌いやだったわけではない。

　もちろん初めてのことに驚おどろきもしたが、同性の手で追い上げられるということへの嫌けん悪おは全くなかった。嫌なことがあったとしたら、それは一方的な行為だったからだ。

（蘇芳さまは本気で怒おこっていた）

　よほど深く怒っているのか、今朝侑眞が部屋に行くと蘇芳はもう屋や敷しきを出た後だった。どういう顔で蘇芳に接すればいいのか分からなかった侑眞は、蘇芳がいないことに思わずホッとしてしまったほどだ。

　態度を変えた蘇芳にも驚いたが、自分の一言がそうさせてしまったのだと思うと自分を責めたい気分にもなる。

　荒あらしてはいけない藪やぶを突つついてしまったのだろうが、蘇芳があんなに態度を変えるほどの確かく執しつが二人の間にあるということなのだろうか。

（いったい、二人の間になにがあったんだろう？）

　侑眞から問われただけで怒るほどのなにが？

　プライベートなことを詮せん索さくしすぎて恥はずかしい目に遭わされたばかりだというのに、つい気になってそのことを考えてしまう。

　そして、昼食を済ませた侑眞たちが教室へ戻もどると、まるで待ち構えていたようにクラスメイトたちが侑眞を振ふり返った。

「いたいた。どこ行ってたんだよ！」

「な、なに？」

　教室の真ん中には何かを囲むように人の輪ができていた。

「のんきに昼とか食べてる場合じゃないって」

　何事が起こっているのかと考える間もなく、侑眞は腕うでを引かれてその輪の中へ取り込まれていく。気を利きかせたように席が空き、両りよう肩かたを押されて椅い子すに座らされた。

「これ、見てないだろ？」

　ついっと目の前に一冊の雑誌が差し出される。

「なんのこと？」

　不安になって周囲を見み渡わたすが、侑眞と視線が合うと困ったように逸そらされてしまい、誰だれも口を開こうとはしなかった。仕方なしに雑誌に目を落とす。

「……これ？」

　週刊誌のようなその誌面には、侑眞に見覚えのある写真がたくさん使われていた。

「だ、旦だん那なさまと……蘇芳さま？」

　一番目を引く部分には高階の写真が、そしてその下に蘇芳の写真がある。屋敷や銀座にある本社ビルまで載のっていて、『暴あばかれた王国』という不安を煽あおるような文字が躍おどっていた。

　嫌な予感にサーっと血の気が引いていくようだ。

　それは、高階が長年秘密にしていた家庭の事情だった。特に跡あと取とりである蘇芳との関係が興味本位で書き綴つづられている。

　時おりワイドショーなどで有名人などの骨肉の争いが派手に披ひ露ろうされているが、それとなんら変わりはない。文字を追いながら、侑眞の頭の中には蘇芳と高階の言った言葉がぐるぐると回っていた。

　──『あれは、わたしを恨うらんでいるからな』

　──『おれたちがあの男になにをされたか知っているのか？』

　その言葉の意味がやっと分かった侑眞だった。
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　侑眞が屋敷に戻ると、予想していた通り屋敷の周りは記者たちに囲まれていた。

　ざっと目で数えてみると、二、三十人はいるらしい。

　カメラをぶら下げ脚きや立たつを持った人たちやレポーターとおぼしき人が、まるで砂糖に群がったありのようだった。道路には何台ものワゴン車が路上駐ちゆう車しやされている。

（すごい人……）

　個人の問題にこれほどの人が集まってしまうなんて、それほど話題性があるのだろう。

　さきほどクラスで週刊誌を読んだが、蘇芳のことも高階のことも知っている侑眞にはショックな内容でしばらく口をきくことができなかった。

　蘇芳が庶しよ子しだということを侑眞は少し前に聞いていたが、やはりそれは高階家のトップシークレットだったようだ。

　高階は本妻との間に子供がなく、自分の血を受け継つぐのは蘇芳たった一人だった。認にん知ちはしているものの急成長する会社の経営者にスキャンダルは禁物で、世間に子供の存在を隠かくして会いに行くことすらしなかった。

　蘇芳も屋敷に引き取られるまでずっと母方の苗みよう字じで暮らしていたという。

　しかし、かねてから病気がちだった母親がいよいよ重体となると、さすがに高階は母子を屋敷に引き取ることになる。蘇芳が十七歳のときだった。

　これだけならよくある悲しい話かもしれないが、マスコミが面おも白しろおかしく書きたてているのは実の子供に対する高階の対応だった。

　蘇芳は病弱で臥ふせがちの母の看病のために、あまり学校へ行っていないらしい。久しぶりに教室に顔を出したかと思えば連れん絡らくが入って早退したり、そうかと思えばまた何日も学校に訪おとずれない日々が続いたと当時の同級生が語っていた。

　子供をターゲットにしたおもちゃ会社の社長が自分の子供をないがしろにしていたという事実は衝しよう撃げき的なものだった。

　また、「屋敷に引き取られた後ですら蘇芳母子は人目をしのぶように生活していた」と当時の使用人たちが証言しているのも痛々しい。

　蘇芳たち母子が屋敷に住まうようになって数年間はメイドなどの使用人が定期的に入れ替かわったが、それも家庭内の事情を知るものを一いつ掃そうするためである。

　高階の本妻が亡なくなった後も何度か使用人が入れ替わり、蘇芳はまるで生まれたときから屋敷にいたように振ふる舞まうことを強要され、母にしても妾めかけであったことを悟さとられないよう厳重に注意されていたという。

　蘇芳と初めて会った嵐あらしの晩、こんな人ひと気けのない場所になぜ人がいたのだろうと疑問に思っていたが、あの部屋に蘇芳母子が隔かく離りされていたのだと考えると納なつ得とくがいく。使われていない部屋のわりにきれいだったのは、蘇芳自身が手入れをしていたからなのかもしれなかった。

　あの日もきっと用事があって立ち寄ったに違ちがいない。

　それにしても、こんな大人数に屋敷を取り囲まれていては侑眞は帰宅することができなかった。侑眞が門に近寄れば事情を聞かれるのは目に見えているし、そうなったら自分では対応できる自信はない。

（そうだ、抜ぬけ道があったんだ）

　記者に気づかれないよう屋敷に入るにはどうすればいいか考えていた侑眞だったが、庭から入ってしまえばいいということに気づく。

　母おも屋やが建っている辺りにはカメラを構えた人がたくさんいるようだったが、広い庭のほうへ回ると人ひと影かげはほとんど見えなくなった。侑眞は小さな体を利用して、生いけ垣がきの切れ間から敷しき地ちに入る。

　野生の小動物が集つどう庭へはあえてセキュリティをひいていないため、侑眞でも簡単にしのび込むことできた。建物周りのセキュリティは暗証番号で解除できるので、これもまた楽に屋敷に入り込むことができる。

（警備の手て薄うすさに救われたかな）

　そう思いながら侑眞は真っ先に高階の部屋へと向かった。

　来客がある時以外はドアをノックするなと言われているため、重じゆう厚こうなドアをそっと開く。音もなくドアが開くと、床ゆかの上に崩くずれている高階の姿が見えた。

「だ、旦那さまっ」

　慌あわてて駆かけ寄ると、侑眞は高階の肩かたを揺ゆらす。

　高階は意識はあるものの顔色も悪く、びっしりと汗あせをかいている。

　侑眞を安心させるためか「大だい丈じよう夫ぶだ」と言っているつもりなのだろうが、呂ろ律れつも回らず言葉になっていなかった。

　驚おどろく侑眞に落ち着くよう宥なだめているつもりの手が、もがき苦しんで助けを求めているように見えてならない。

「く、薬っ！」

　狭きよう心しん症しようの発ほつ作さだと判断した侑眞は、サイドテーブルの引き出しから薬を取ってきた。

　ビンの中から白い錠じよう剤ざいを取り出して高階の舌ぜつ下かへ転がすように入れると、わずか数分ほどで呼吸が安定してくる。

　救急車を呼ぶほどではないと判断した侑眞は、高階のベッドから布ふ団とんを一枚剥はぐと床に横たわる高階の体にかけた。

　自分がベッドまで高階を運べればいいのだが、それはどう考えても無理なことで、体調が落ち着くまでは床の上に横たえておいたほうがいいような気がした。

「なにか飲みますか？」

「いや、いい……。おまえさんはよく帰ってきたな」

　しわがれた声で高階は話し出す。

　もちろん週刊誌に書かれた記事のことも屋や敷しきの周りの様子も知っているのだろう。もしかしたら昼間のワイドショーで取り上げられた可能性もある。いずれにしても高階の耳に入っていないわけはないだろう。

「庭の垣かき根ねをかき分ければお屋敷に入るのそんなに難しくないんですよ？」

「そうじゃない。非道徳的なことをしたわたしの許もとによく帰ってきたな」

「旦だん那なさまはこうして今じゅうぶん後こう悔かいされてます。それに、悪いことをしたのかもしれませんが、悪い人じゃないと思いますから」

　週刊誌は高階を鬼おにのように書き立てていたが、侑眞は高階がそんな酷ひどい人間ではないことをよく知っている。実の子供を認知しただけで放っていたことは事実なのかもしれないが、面識のない侑眞を引き取ってくれたことも事実だ。

　高階が蘇芳に対して大きな負い目を感じていることは分かっていた。ぎくしゃくした蘇芳との関係も悪いことをしたという罪の意識が強いからこそだろう。

　それなのに、事情を知らないとはいえ蘇芳に向かって高階に優やさしくするよう忠告した自分のほうがよほどひどい人間に思えてならなかった。

　いや、事情を知らないのに口を出すのはなおさらよくないことだろう。

　思いやりがあるような振ふりをして、その実いちばん思いやりがないのは自分なのではないかと侑眞は恥はずかしかった。

　気づけば蘇芳のことばかり考えてしまっている。昨夜の自分の態度のせいで蘇芳を怒おこらせてしまったと思い悩なやみ、どんな顔で蘇芳の前に現れたらよいか分からなくなっていたが、今では蘇芳に会いたくてたまらなかった。

　蘇芳が今どんな心境でいるのか。それを思うと蘇芳の側に寄りたい気持ちをつのらせるのだった。

「手を貸してくれないか」

　容態が安定したのか、高階はずいぶん顔色を回復させていた。

　起きても大丈夫なのかと心配するが、高階はしっかりした表情になっている。

　侑眞が手を差し伸のべると、高階はそれに頼たよりながらも自分の足で歩いて近くのソファに座った。まだ体がきつそうだったが、一いつ切さいの弱音を吐はくことはなかった。

「そもそもわたしの野心がみんなを不幸にしていたわけだからな」

　高階は報ほう道どう陣じんがいるだろう窓のほうを見つめると、穏おだやかな口調で語りだした。

「会社の基き盤ばんを固めるために政略結けつ婚こんをしたし、蘇芳たち母子を訪問することがなかったのも婚こん外がい子しの存在が明るみに出るのを避さけたからだ。無理やり蘇芳を籍せきに入れたのだって、あれの聡そう明めいさを見込んで跡あとを継つがせたかったからだし、昔悪いことをしたツケが回ってきているんだろうな」

　できることならそんなことはないと否定してあげたい侑眞だったが、実際その通りになっていることもあり、まだ成人してもいない自分が六十を過ぎた相手に言うことではないと口をつぐんだ。

　フォローしてあげたくても適当な言葉が見つからない自分を歯がゆくも思うが、そんな侑眞の心境を推おし量ったように高階は大きくうなずいた。

「天につばするとは、まさにこういうことだ」

　覚えておきなさいと、高階は侑眞に体現して見せているかのように笑う。

　心のどこかで覚かく悟ごしていたことなのか、それとも背負っていた重石おもしを下ろした気分なのか、高階は意外にもすっきりしたような顔をしていた。

「侑眞は本当に母親に似ているな」

「えっ？」

「うちは家庭内の秘密を持ち出されないよう昔から何度もメイドを総入れ替えしているが、なぜか由美子さんは頑がんとして屋敷から出て行こうとせんのだ。追いやっても垣根をかき分けて戻もどってくる娘むすめだった」

「それって……」

　まさにさっき侑眞が屋敷に入り込んだときと同じ手口だ。

　親子して同じことをしている自分がおかしくなって、こんな時に不ふ謹きん慎しんだと思いながらクスクス笑ってしまう。

「優しくて強い、いい子だな……」

　はじめは厳しくも感じていた高階に褒ほめられて、侑眞はくすぐったいような気分になる。

　まるで小さな子供を可愛かわいがるような言い方だったが、それでも実感のこもった言葉に胸を打たれた。

　自分をこんな風に認めてくれる高階のことを、どうして見捨てることができるというのだろうか。親子の仲を知りながら知らない振りをすることがどうしてできるというのだろう。

　こんなにも憔しよう悴すいしきった高階を自分がなんとかしてあげられないものかと真しん剣けんに考えた。

（今夜、蘇芳さまがお戻りになったら様子を窺うかがってみよう）

　出すぎた真似まねをするなと、また昨夜のようなことをされるかもしれないが、それはあえて考えないようにする。

　しかし、その心配は杞き憂ゆうに終わることになった。

　なぜなら、この日を境に蘇芳は屋敷に帰ることがなくなってしまったからだ──。







　蘇芳が屋敷に帰らなくなって三日が経たつ。

　夜になっても帰宅しない蘇芳のことをはじめはとても心配した侑眞だったが、蘇芳は意図的に帰ってこないのだということにすぐ気づいた。屋敷には一切の連れん絡らくもなく、まるで蘇芳から見放されたような気分にもなってしまう。

　渦か中ちゆうにいる蘇芳のことだ。相変わらず記者に囲まれているような屋敷に戻らないほうがいいと頭では分かっているが、蘇芳の姿が見られないことに淋さびしさを感じてしまうのは否いなめないことだった。

（どうして……。ぼくが怒らせてしまったから？）

　会えない日が続くと、蘇芳は侑眞のことが嫌いやになって家を出たのではないかという懸け念ねんが生まれ始める。けれども、今夜こそ蘇芳は帰ってくるかもしれないという希望を捨てきれないでいる侑眞は、暇ひまを見つけては玄げん関かんのあたりをウロウロしていた。

　ここにいれば、いつ蘇芳が帰宅しても自分が一番に出で迎むかえられるからだ。

（蘇芳さま、大丈夫かな……）

　この三日のうちに会社の株価は急に下落していた。

　子供やその親を対象に商売をしている会社のトップが自分の子供の養育を放ほう棄きしていたという事実は、消費者に買い控びかえを起こし深刻な問題になってしまっている。このままの状じよう況きようが続くのであれば会社の存続も厳しいといわれていた。

　会社の信用をなくすきっかけとなった高階の退たい陣じんを求める声も大きく、個人としても一気に信用を失った高階は、屋敷にいるメイドたちからも背を向けられることになった。

　五人いたメイドは一人を残して次々と去っていってしまったのである。

「チャロ、危ないよ」

　玄関ホールの掃そう除じ中、急にじたばたしだしたチャロに侑眞は注意を促うながす。

　広いホールにはまるで博物館のように骨こつ董とうの壺つぼや皿が飾かざってあるため、チャロが落として割らないように目を光らせている必要があった。

　ややあって玄関を飛び出していったチャロの行方ゆくえを目で追うと、門をくぐってライトバンがやってくるところだった。車体に引っ越こし業者のロゴマークがでかでかと入っているのを見て飛び込みの営業だろうかと思うが、それなら門前で守衛に追い払はらわれているだろうと思い直す。

　考えても埒らちが明かず、外にいたチャロを抱だきかかえると車寄せに停とまったライトバンに近寄った。

「あの、なにかご用でしょうか？」

　ちょうどクルマから降りてきた作業着を着た男に声をかけると、男は侑眞の顔と伝票を交こう互ごに見比べた。

「きみは、ここの子かな？　高階蘇芳さん？」

「いえ、ぼくは違ちがいますが、蘇芳さまはここの方ですけど」

　蘇芳と引っ越し業者など関係性がないようで、侑眞は首をかしげて男を見る。

「部屋の下見をする話になってますんで、部屋を見せてもらいますね」

「はい？」

　あきらかに説明不足な言葉に侑眞が目をぱちくりさせていると、男はかまわず玄関にずかずか入っていく。侑眞はチャロを小こ脇わきに抱かかえてその後についていく。

「あのっ、ちょっと待っ……」

「二階って聞いてるんですけど、この階段でいいですかね？」

　業者特有の馴なれ馴れしさで大階段を上っていく男を侑眞は追いかけた。

「ま、待ってください。下見ってなんですか？」

　階段を上りきって、蘇芳の部屋はどこかとキョロキョロした男をやっと捕つかまえる。

「下見って、もちろん引っ越しのですよ。もしかして、聞いてないんですか？」

「えっ？」

　侑眞が心底驚おどろいた顔をすると、その表情を見た男は気の毒そうな顔つきになった。

「家の人には伝えておくから勝手に下見をしていくよう言われてたんですけどね……」

「聞いて、ません……」

　やっとのことでそれだけ言った侑眞に、男はすまなそうに頭を掻かいて「こういう者です」と名めい刺しを渡わたしてきた。それは紛まぎれもなく引っ越し業者の社名が入ったもので、驚きのあまり強く握にぎりしめて折り皺じわを作ってしまった。

「えっと……」

　どうしたらいいか分からないと突つっ立った侑眞を見て、男は「まいったなぁ……」とつぶやいた。

「とにかく、うちも次の予定があるんで、部屋だけでも見せてもらいたいんですけど」

　急せかされて、とりあえず蘇芳の部屋へ連れて行く。

　三日前から主のいない部屋だが、引っ越しなど予定していなかったようでいつも生活していたままの空間だった。

　業者は部屋に残された荷物を確かめながら、バインダーになにか書きこんでいく。

「あの、引っ越し先はどこへ……？」

「そういうのは本人に聞いてくださいよ」

　個人情報だからと言って男は蘇芳の転居先を教えてくれなかった。

（いなくなるんだ……）

　仕事が忙いそがしいといって屋や敷しきに帰ってこない日もあったが、引っ越すとなると話はまた違ちがってくる。

（そういうの、ひとことも教えてくれなかった）

　この屋敷を出て行ってしまったなら、蘇芳の顔を側で見ることなどもうないかもしれない。使用人である侑眞のことなどすぐに忘れてしまうだろう。

　少しうつむきがちになると、腕うでに抱え上げたチャロがクウと鳴く。心配しているチャロに大だい丈じよう夫ぶだと教えるように、侑眞はよしよしと頭を撫なでた。

　引っ越し業者は十分ほど部屋を見て回っていたが、用事がすむとすぐに帰っていった。

　客が一人いなくなるだけで広い屋敷はシンと静まり返ってしまう。

「誰だれか来ておったか」

　車の去った方向をじっと見ていると、背後から高階の声がした。

「ええと、引っ越し業者の人が……」

「蘇芳か」

　高階は心得ていたのか、さして驚いた様子ではなかった。

「あの……お茶でも淹いれますね」

「ああ、久しぶりに侑眞の淹れた紅茶が飲みたい気分だ」

「はいっ」

　嬉うれしくなった侑眞は、必要以上に大きな声で返事をして厨ちゆう房ぼうへ走っていた。

　料理はまだできないが、あれだけ厳しく指導されたおかげで紅茶だけは上手に淹れられるようになった。

　高階においしい紅茶を飲ませてあげたい一心で淹れると、急いで高階の部屋に戻もどる。

「──ずいぶん上達したな」

　高階は一口含ふくむとそう感想を述べた。

「ありがとうございます」

　自分は飲まずとも紅茶のおいしさを引き出してあげられていることは香かおりで分かる。心もほどけるようなかぐわしい香りが部屋中に漂ただよっていた。

「会社を蘇芳に譲ゆずろうと思ってな」

「えっ……」

　改まって顔を見ると、その心に迷いはないようだった。

　蘇芳なら後こう継けい者しやとして最適だが、まだ若い蘇芳に全権を委ゆだねるとは思ってもいなかったのだ。

「少し早いが、侑眞にもわたしの作った会社に入ってもらいたい。大学を卒業したら入社してくれると約束してくれないか」

「でも……」

　即そく座ざに返事をすることができずに侑眞はうつむいた。

　高階の会社に入ることが嫌なのではなく、蘇芳が難色を示さないだろうかと考えてしまったからだ。

「先行きの危あやぶまれている会社に入るのは嫌か」

　問われて侑眞は違うと否定した。

「蘇芳さまは分かりますが、ぼくにそんな価値はありません……」

　口約束にしては真しん剣けんな口調の高階と向き合って、侑眞は思わず及および腰ごしになった。

「──ずいぶん自信のない言葉だな」

　しかし、その言葉は目の前の高階ではなく別の場所からもたらされる。

「蘇芳さまっ……！」

　気づけば蘇芳はドアに寄りかかるようにして二人の話を聞いていたようである。これには高階も驚き、言葉を失くして蘇芳を見るばかりだった。

　最後に蘇芳を見たときから三日しか経たっていないが、印象がずいぶん違って見える。

「なにがあっても前向きなのが取り得じゃなかったのか」

　皮肉に聞こえてしまう言こと葉ば遣づかいも、乱暴な語調も優ゆう雅がさからはほど遠い。けれども侑眞はこんな口を利きく蘇芳をたしかに知っていた。

「少なくともその男には侑眞を会社に入れるだけの価値はあるだろう」

「蘇芳さま、なにを……？」

　疑問を投げかける侑眞を無視して蘇芳は部屋の奥へと歩んできた。

「おれがトップにのし上がったら会社は潰つぶすつもりだ。それが分かっているからこそ親おや父じ殿どのは自分の息のかかった侑眞を送り込みたいんだろう。まあ、しばらく放っておけば自然と潰れてしまいそうな会社の状じよう況きようではあるが」

「潰す……？」

「蘇芳、どこから……」

　高階の体からしわがれた声が振ふり絞しぼるように出てくる。侑眞にはその声が微かすかに震ふるえているようにも思えた。

「どこって正面玄げん関かんからですよ。裏道を歩く人生はもう終わりにしようと思ってね」

　当てこするような蘇芳の言葉に高階は一いつ瞬しゆん言葉をつぐむ。

「やはり、この騒そう動どうはおまえが……？」

「当然です。分かっていらっしゃるとはさすがだ」

　二人のやり取りを侑眞は唖あ然ぜんとしながら見守る。まるで今の状況など想定内だといいたげな落ち着きように、侑眞だけが取り残されているようだった。

「驚いて言葉が出ないのか？」

　クッと喉のどで笑うように言った蘇芳に気づいて、侑眞はパチリとまばたきをした。

「蘇芳さま……？」

「ああ、これがおまえの憧あこがれている高階蘇芳だ。その男はさすがに血が繋つながっているせいか、おれの本ほん性しようを見み抜ぬいていたみたいだけどな」

　あざ笑うように言った蘇芳は声のトーンも低く、いつもより暗い目をしていた。

　しかし、驚おどろきはしたものの侑眞は怯おびえてはいなかった。

　むしろその姿に視線が奪うばわれてならない。なぜなら悪態をつく蘇芳が態度に反してとても傷ついているようにも見えたからだ。

　しかしそれもつかの間のこと、蘇芳は感傷を捨てるように高階へと向き合った。

「来週、取とり締しまり役やく会があるのをご存じですよね。そこで社長の辞任を要求します。もちろん全会一いつ致ちで可決される算段はついているのでご安心を。──会社はおれがもらう」

「……この状況だ。やむをえないだろう」

　高階は一度目を見開くが、覚かく悟ごを決めたかのように静かに答える。

「ずいぶん悠ゆう長ちようなことだな。あんたの会社を潰すといっているのに」

　衝しよう撃げき的てきな発言にも取り乱すことのない高階に対して、こちらもまた慌あわてることのない態度で蘇芳が言う。

　声を荒あらげない二人のやり取りが、静かな緊きん張ちようを侑眞に与あたえた。

「そこまでの根回しがされているなら、今さらじたばたしても無む駄だだろう。わたしには守るべき肉親もいない。自分で興おこした会社を実の息子むすこに潰されるのなら、それも本ほん望もうだ」

　どこか達観したような声で滔とう々とうと語られる。

　未練もなければ哀あわれみを誘さそうような口調でもなかった。ともすれば負け惜おしみのようにも聞こえるセリフだが、高階ほどの男が言うと深く胸に響ひびいてくる。

　ほんの微かに蘇芳は右みぎ頬ほおを揺ゆらしたようにも見えたが、それ以上は何も告げることなく黙だまって部屋を出て行った。

「蘇芳さま……」

　思わず走って追いかけた侑眞は、自分の呼びかけに蘇芳が足を止めたのを見て安心した。

「まだ何か用か？」

　けれども冷たい言葉をかけられて、続く言葉が見つからない。

「それとも、この間のようにされたいのか」

「あ……っ」

　耳元でねっとりと囁ささやかれて、侑眞は身を揺らす。

　この間の行こう為いが思い出されて甘あま酸ずっぱいような気持ちになりかけたが、頭かぶりを振ってそれを追い出した。

「か、会社を潰すって……本気ですか？」

「もちろん。会社こそがすべての元げん凶きようだ」

「だからってそんな、体調のよくない旦だん那なさまの前であんな言い方って……」

　高階が倒たおれたことなど蘇芳は知る由よしもないだろうが、今のやり取りで確実に高階の心臓に負担をかけてしまったことだろう。

「だったらなんて言えばよかったんだ？　母親が病弱だったのも高階耕造のせいだし、看病に明け暮れて学校に行けなかったのも高階耕造のせいだ。罪つみ滅ほろぼしのように送られてきた大量のおもちゃを恨うらむようになったのも、むろん高階耕造のせいだ。会社を大きくするために犠ぎ牲せいになったおれたちには、当然その権利があるとでも？」

「そんな……」

　吐はき捨てるように言った蘇芳の言葉に、侑眞は喉を詰つまらせる。

　蘇芳も高階に引き取られた身と知って勝手に親近感を抱いだいていたが、蘇芳のほうは複雑な思いを抱きながら屋や敷しきにやってきたようだった。そんなことにも気づかないなんて、自分はなんて無神経なんだろう。

　あまりにも浅せん慮りよな自分を、そしてどうしてあげることもできない自分の非力さを思って侑眞は視線を落とした。

　本当にこの小さな手ではなにもできないのだろうか……。

　けれども侑眞が落ち込みかけたとき、まっすぐに生きてきた自分を偉えらいと言ってくれた蘇芳の言葉が胸に蘇よみがえる。それは宝石のようにきらきら光って侑眞を力づけた。

「それでも血の繋がった親子なんですから、旦那さまのことお許しになって欲しいんです。ぼくにはもう、そんな人もいないので……」

　思わず零こぼれてしまった侑眞の本心に、蘇芳は一瞬行動を止めたようだった。

　何かを言いかけ、そして結局は何も言わないまま蘇芳は屋敷を後にした。







（蘇芳さま、自分のほうが辛つらそうな顔してた……）

　会社を潰すと言ったのは蘇芳だ。

　実の親である高階を追い込むように酷ひどいことを口にしていた。

　それなのに、そんなことを言った蘇芳のほうが見ていてとても痛ましく思えて、侑眞は思わず手を差し伸のべたくなった。

　蘇芳が傷つける言葉を告げるたび、暗灰色の瞳ひとみが深さを増していた。濃のう厚こうな空気がゆらゆらと立ち上って、自分で自分を痛めつけているようにも見えてしまった。

　そう思ったのもほんの一瞬のことで、あとは冷ややかな笑いを顔に浮うかべてしまったけれど、侑眞にはチラリと垣かい間ま見みえた表情が気になって仕方なかった。

　しかしどうしたらいいのか分からないまま、取締役会は明日の月曜日を待つばかりになっている。

「今日もまた雨かぁ。せっかくの日曜なのに」

　そろそろ梅雨つゆに入るのか、ここ数日ははっきりしない天気が続いている。

　ジトッとした空気が肌はだにまとわりついて気持ちが悪い。そのわりに気温は低く嫌いやな天気だった。

　老人にはよくない空合いのようで、蘇芳が現れた日からずっと高階は不調を訴うつたえ臥ふせってしまっていた。

　やはり、高階を辞任に追い込むという蘇芳の宣言が大きなストレスにもなっているのだろう。

　──自分で興した会社を実の息子に潰つぶされるのなら、それも本望だ。

　高階の言ったこの言葉に偽いつわりはないのだと思う。

　しかし、だからといって平へい穏おんな気持ちで事の成り行きを見守ることなんてできるはずがない。色々なものを犠牲にして自分で興した会社ならなおさらのことだ。

　あの時、高階が少しも取り乱すことのなかったせいで油断してしまっていたが、この数日が高階にとってどれだけ心労になっていたのかを考えると、侑眞も胸が痛い。

　思い返すだけであまりにも悲痛になって、ことが沈ちん静せい化するまで屋敷にじっとしていることなどできないでいた。

「来ちゃった……」

　いても立ってもいられず、侑眞は会社のある銀座へやってきていた。

　本社ビルの前に立った頃ころにはすっかり日も落ちて、あたりはネオンがきらめく時間だった。

　雨はほとんど上がっているが、朝から気温の低い今日は日が暮れると肌はだ寒ざむさを感じる。

　日曜ということも関係しているのか、本社ビルの周りに集まるマスコミは高階の屋敷ほど多くはないが、それでもカメラを抱かかえた人たちが飽あきずにビルの周りを取り囲んでいる。

　その様子を少し遠くから見た侑眞はうっと怯ひるむが、ここを突とつ破ぱしなければ蘇芳に会えないのだと気持ちを奮った。それに、報ほう道どう陣じんがいるということは、蘇芳が社屋にいるのだと教えてくれているようなものだった。

　侑眞はリュックの中に入れていたチャロを外に出すと、両手で挟はさんで顔を覗のぞき込むようにする。

「もうすぐ蘇芳さまに会わせてあげるから」

　とにかく蘇芳の許もとへ行こうと決めたとき、チャロも連れていかなければと思っていた。一人では心細かったというのもあるが、蘇芳に会うことでチャロが元気になってくれればという甘い期待も抱いていた。

「いくよっ」

　チャロをぎゅーっと抱きしめるようにして報道陣の間を走り抜ぬける。

　一いつ瞬しゆん侑眞のほうにカメラが向いたが、追いかけてくる者はいなかった。そのまま裏口にまわると、もう顔なじみになった守衛がそこにはいた。

「こ、こんばんは」

「ああ、きみか……。社長補ほ佐さと約束かな？」

　受付にある電話の受話器を上げながら男は訊たずねてくる。

「あの、約束はしてないんですが……」

　侑眞がそう言うと不思議な顔をされるが、ちゃんと蘇芳へ取り次いでくれて社長室のある八階に行くよう促うながされる。

　アポを取っていない侑眞はここで門もん前ぜん払ばらいを喰くらったらどうしようと案じていたが、大だい丈じよう夫ぶなようでひとまず胸を撫なで下ろした。

　エレベーターが八階へ到とう着ちやくすると、そこには待ち構えていたように有坂の姿があった。

「あの、すみません。急に押しかけてきてしまって……」

「構いませんよ。そろそろ来る頃だと思っていましたから」

　突とつ然ぜんの来訪を詫わびるが、意外なことを告げられる。

「えっ、それって蘇芳さまが……？」

「いえ、わたしの勝手な予想ですが、思っていた通りでしたね」

「はは……」

　侑眞が居い心地ごこち悪そうにチャロを抱え直すと、つられたように有坂もそれに目をやる。そしてそこにいたトイドッグに気づいてか、微かすかに目を眇すがめた。

「それは……」

「あ、ごめんなさい。持ち込み禁止ですか？」

　侑眞が慌あわてると、有坂はなんでもないと首を振ふった。

「いえ、ずいぶん大切にしているようなので、つい」

　感心したように有坂は言い、社長室へと入っていった。

　もう何度も訪おとずれて慣れているはずの社長室だったが、まるではじめて足を踏ふみ入れた時のようにドキドキしてしまっている。この先に蘇芳がいるのかと思っただけで勝手にざわめきだす胸を無理やり押さえつける。

「お連れしました」

　目の前の有坂はうやうやしく告げたかと思うとすっと横にずれる。すると、侑眞の目に飛び込んできたのは正面に広がる一面の大きな窓だった。

　窓の手前にはどっしりとした大きな机と革かわ張ばりの椅い子すがこちらに背を向けて置かれている。侑眞のいる位置からは肘ひじ掛かけの上に置かれた腕うでと組んだ長い足しか見えないが、その背もたれに体を預けるように蘇芳は座っているようだった。

　窓の向こうには銀座の街並みが広がり、クルマの赤いテイルランプが筋を作っている。その夜景さえもこの椅子に座る者のためにあるようなものだった。

　蘇芳はその景色を見下ろしているのだろう。

「今さら何の用だ」

　硬かたい声で蘇芳は言うと、ぐるりと椅子ごとこちらを振り返った。

　形よい眉まゆの下には暗灰色の瞳。冷ややかな視線が強こわ張ばった侑眞を見み据すえてくる。

　やはりいつも見せてくれていた優やさしい表情はもう見せてくれないようだった。

「あ、の……」

　その瞳に冷たいものが宿っているのを認めると、侑眞はなにかが胸に詰つまったような気分になる。喉のどが干ひ上あがってうまく言葉が出てこない。逃にげ出したくもなるような衝しよう動どうをこらえてうつむくと、腕の中のチャロがもぞもぞと動いた。

「ちょっと待って……」

　蘇芳の声を聞き分けたチャロが床ゆかへ下ろせと言っているようだった。

　どれだけ蘇芳の態度が変わってしまってもチャロには蘇芳が前と変わらず映っているのかと思ったら、なにか勇気が湧わいたようになる。

（どっちも蘇芳さまには変わりないんだ）

　蘇芳から立ち上る圧あつ倒とう的な存在感に一いつ瞬しゆん呑のまれてしまったが、目の前にいるのは蘇芳に変わりはないのだと思い返す。それに気づいてしまえば、不思議と落ち着いて蘇芳の目を見ることができた。

「ひとつ、蘇芳さまにお伝えすることがあってやってきました」

　今までおどおどしていた侑眞が急にしっかりした口調になると、蘇芳も脇わきに控ひかえていた有坂もおやっという表情をした。

「この間蘇芳さまがお屋や敷しきにいらしたときから、旦だん那なさまがずっと寝ね込こんでしまっているんです。ご存じないだろうから、お知らせしなければいけないと思って……」

「きみは、この間の会話を聞いていたのではなかったか？」

　侑眞の語ご尾びを遮さえぎるように強く蘇芳が問いかけた。

「……聞いていました」

「それなら倒たおれるような原因を作ったのはおれだと思うのが普ふ通つうだろう。狭きよう心しん症しようにストレスがよくないことなど、患かん者じやの近くにいる者なら分かりきったことだ」

　それなら蘇芳は、社長を辞任に追いやる話や会社を潰す話が高階を追い詰めることになると分かって言っていたのだろうか。

　自分の放った言葉が一週間もの間にじわじわと病体を攻せめたてるのだということを。

（もし、そうだというのなら……）

　侑眞は蘇芳を見据えたままギュッと唇くちびるをかんだ。

「だったら、旦那さまが臥ふせっていると聞いて気が済みましたか？　蘇芳さまはこうなることを望んでらしたんでしょう？」

「──ああ、そうだな」

「……っ」

　蘇芳の返事を聞いて、自分の中で悔くやしい気持ちと悲しい気持ちがないまぜになる。

　しかし、それは決して蘇芳に対するものではなかった。

　復ふく讐しゆうとか因いん縁ねんとかに囚とらわれてしまっている蘇芳をそこから解放してあげられない自分がとてもちっぽけに感じて、自分の無力さを痛感したのだ。

　単なる執しつ事じでしかない自分が蘇芳のためにできることなどないというのに、それを思うと切なくなる。こんな思いをしても、それでもまだ蘇芳を慕したう気持ちが薄うすれないなんて、自分はどうかしている。

「言いたいことはそれだけか？」

（もう、なんか……）

　いけないと思っているのに、さっきから心の揺ゆれを鎮しずめられない侑眞は、蘇芳に追い詰めるように見られて、体の奥のほうからこみ上げてくるものを止められなかった。

　蘇芳を好きだという気持ちがこれ以上おとなしくできないと暴れているようだ。

「な、なんで、そんなに冷たいこと、言うんですかっ」

　ずっと抑おさえていたものが決けつ壊かいを迎むかえる。多量の雨水を湛たたえたダムが切れ崩くずれるような勢いだった。

　上ずる声でいきなり言葉を荒あらげた侑眞を、蘇芳はどうしたのかという目つきで見る。

「冷たいのは地だ。上品ぶった姿のほうが作ったものだって気づいているだろう？」

「そ、ゆうんじゃなくて……っ」

　言いたいことがなかなか伝わらないもどかしさに、侑眞はだだをこねるように首を振った。

「ぼくは、蘇芳さまの力になりたいのにっ……！」

　つい溢あふれてしまった言葉とともに、また悔しさが湧き上がった。

　これでは幼児と変わりないと思いながらも、そんな自分を侑眞はどうすることもできない。

「蘇芳さまのことが好きだから……今度はぼくが蘇芳さまの力になりたいのにっ、話もまともに聞いてくれないのなら、いっそのことはっきりそうおっしゃって下さい……っ！」

　自分が子供だから側に寄らせてもらえないのかと思うと、一回りという歳の差まで呪のろってしまいたくなる。

「侑眞？　なにを言って……」

「冷たいのは地だなんて、悲しいこと言わないでください。蘇芳さまには優しくなってもらいたいって思っているのにっ」

　それはまるで八つ当たりに近いものだった。心の奥に隠かくしていた感情がバシッと弾はじけて散らばってしまう。

　部屋には有坂もいたが、侑眞はすっかりその存在を忘れて取り乱してしまっていた。

「侑眞、落ち着け」

　椅子から立ち上がった蘇芳は、急に気が狂ふれたようになった侑眞の肩かたを抱だくようにする。

　こんなときにも蘇芳は平静さを崩さないのだと思ったら、とても落ち着くことなどできそうもない。

「い、嫌いやですっ。そうやってまた、子供扱あつかいするんだからっ」

　しかし、体を揺すって拒きよ絶ぜつを示した侑眞は、きりりとした目つきで蘇芳を睨ねめつける。その表情だけを見たら、蘇芳を慕っている人間の態度には思えなかった。

「蘇芳さまには本来の自分を取り戻もどしてもらいたいのに、そんな風に線引きされたら、近寄ることすらできないじゃないですか……っ」

「本来の自分？」

「だ、だって……本当は蘇芳さまは、みんなを幸せにしたくておもちゃを作っているんじゃないんですか？　おもちゃを恨うらんでいるような人間に、トイドッグや防犯ベルのアイディアが思いつくわけがありませんっ」

　興奮しているせいかうまくしゃべることができず、侑眞は息も切れ切れに言った。

　なにか言葉をもらうまでは絶対に視線を逸そらさないというように、侑眞は渾こん身しんの力をこめて蘇芳を見つめる。

　しばし緊きん張ちようを孕はらんだ静せい寂じやくの時間がこの場を支配していた。

「……失礼します」

　しかし、それを破ったのは一本の電話だった。

　無機質な電話の呼び出し音が緊張の糸を断たち切るように鳴り響ひびく。

　有坂は一言断りをいれて電話に出るが、横よこ槍やりが入ったことに侑眞は内心ホッとしていた。

「──少しお待ちいただけますか」

　電話の相手にそう告げた有坂は通話を保留にすると、蘇芳に受話器を掲かかげて見せる。

「病院からです」

「病院？」

　けげんそうに蘇芳は有坂を振ふり返った。

「社長が緊きん急きゆう入院されました。手術には家族の同意が必要だからと、あなたの了りよう承しようを得たいようです」

「代わってくれ」

　有坂から受話器を受け取ると蘇芳は電話を代わる。

「旦那さまが……？」

　急なことに呆ぼう然ぜんとしてしまった侑眞だが、蘇芳が二、三言話して受話器を置く間に頑がん張ばって自分を取り戻していた。

「い、行かなくちゃ……」

　蘇芳に詰め寄るが、机の縁ふちに腰こし掛かけた蘇芳は動く様子はなかった。その身に家族の大事が起きているとは思えないほど落ち着き払はらっている。

「蘇芳さま？」

　この緊急事態にも蘇芳は心が動かないのかと、心配になった侑眞はチャロをきつく抱きしめた。

　けれどもその瞬しゆん間かん、腕うでの中の友人が異様に熱を持っていることに気づいてハッと我に返る。

「チャロっ？」

　腕の中のチャロはぐったりしてしまっていた。

　体を揺すっても閉じた目が開かれることはなく、ピクリとも反応を返さない。それどころかプスプスという音とともに白い煙けむりが立ち上っている。

「うそっ」

　少し前に様子がおかしくなったとき、次に具合が悪くなったら保証はできないと蘇芳から言われていた。まさかこんな時にこんなタイミングで別れなければいけないなんて、あまりにもひどすぎる。

「見せてみろ」

　呆然とした侑眞からチャロを奪うばうと、蘇芳は異状をたしかめはじめた。

「い、嫌です。返してっ。チャロはぼくが……！」

　けれども腕の中からチャロを取りあげられた侑眞は、誰だれにも触さわらせまいというように蘇芳の腕にしがみついては揺さぶる。

「侑眞」

　強く言う蘇芳の言葉に、空気が一瞬凍こおったような気がした。

　しかし、強ごう引いんにチャロを取り返すと、腕の中で頑かたくなに抱きしめた侑眞は、叱しかられるのではないかとギュッと目を閉じる。

「二人とも何やってるんですか。下に車を手配したので早く病院に向かってください。それと、トイドッグはわたしがあずかります」

　有う無むを言わせぬ勢いで有坂は言うと、煙の出ているチャロを自分の胸にかかえた。

　その行動に一瞬びっくりした侑眞だったが、こんな状態のチャロを病院に連れて行くこともできず、有坂に任せてしまうことにする。

　蘇芳はどうするのかと不安になって、気づけば縋すがるような視線で蘇芳を見つめていた。

「……仕方がないからな」

　しばらく侑眞をじっと見下ろしていたかと思うと、まるで吐はき捨てるように蘇芳は言った。そして、渋しぶ々しぶといった様子で腰こしを上げる。

（蘇芳さま……）

　なにを考えているのだろうとじっと横顔を見るが、感情の載のっていない整った顔立ちからは残念ながらなにも読み取ることができなかった。







　二人が病院に駆かけつけたときには、高階は手術の真っ最中だった。

　狭きよう心しん症しようの症状が悪化して心しん筋きん梗こう塞そくの一歩手前だったそうだが、高階の発ほつ作さがいつもと様子の違ちがうことに心配したメイドがすかさず救急車を呼んだことで大事には至らなかった。

　高階は一晩集中治ち療りよう室に入っていたが翌日の午後には一いつ般ぱん病室に移され、この先は治療のためにあと三週間ほどの入院が必要だと説明を受けている。

　高階に危険がないと知って、侑眞は心から安あん堵どしていた。

「ごめんなさい。起こしちゃいました」

　枕まくら元もとでガサゴソしていた気配に気づいてか、眠ねむっていた高階が目を開いた。

「いいや、眠るつもりはなかったんだがな、うとうとしてしまったようだ」

　そう言って高階は、侑眞が花か瓶びんに生けたバラを見て目を細める。

　高階自じ慢まんのイングリッシュガーデンから取ってきたバラだった。片手ほどの花束だったが、真っ白な壁かべに囲まれた病室に飾かざるとほんの少し空気が和やわらいだようになる。

　騒そう動どうのせいもあって前ほど頻ひん繁ぱんに庭師が入らなくなった庭は少し荒あれてしまっていたが、それでも逞たくましく育った木々たちは目覚めの季節とばかりに大輪の花を咲さかせていた。

「おかげんはいかがですか？」

　訊たずねると、高階は微かすかにうなずくことで答えにする。

「昨日は蘇芳さまが手術のお済みになるまで付き添そっていてくれたんですが……」

　しかし蘇芳は、高階のオペが無事に済んだのを確かく認にんすると本人に会うこともなく帰ってしまっていた。それを侑眞は少し淋さびしく思う。

　長年のわだかまりはそう簡単に消えるわけではないと知らされたようで、侑眞は高階に分からないようこっそりため息をついた。

（結局、蘇芳さまは社長に就任されたようだし）

　午前中の情報番組で蘇芳がトップに取って代わったことは知らされていた。

　この若い社長の就任劇をマスコミは現代のシンデレラボーイとしてこぞって取り上げているが、この先もしばらくはこの騒動が続くのだろう。

　怜れい悧りな美び貌ぼうの蘇芳はその悲ひ惨さんな生おい立ちも相まって世間からの好感度を上げているようだった。会社イメージの向上から株価も急きゆう騰とうしたとの話だ。

（大だい丈じよう夫ぶだよね）

　自分が社長に就任したら蘇芳は会社を潰つぶすと言った。

　けれども今のところその気配は感じられないし、一度でも病院に足を向けた蘇芳がそんなことはしないだろうと思う。口では冷たいことを言いながらも、蘇芳がそこまで卑ひ劣れつなことのできる人間じゃないと信じたかった。

　すると、病室のドアがノックされて来客を知らされる。

「はい」

　侑眞が応対に出るより先にドアを開けて入ってきたのは蘇芳だった。

「ど、どうなさったんですか？」

「入院手続きをしにね。これを渡わたしておいてくれ」

　蘇芳はそう言って侑眞に保険証や投薬の記録が書かれた手帳を渡してくる。見み舞まいに来たわけではないと言外に告げているようだった。

「あ、あの。お茶でも買ってきます」

　二人きりにしたほうがいいのではないかと思った侑眞は奥のソファを蘇芳に勧すすめるが、蘇芳はそれを首を振って断った。

「いや、いい。保険証も渡したし、もう帰るよ」

　病室には二、三歩足を踏ふみ入れただけで、これ以上奥に進むつもりも高階の顔を見るつもりもないらしい。はっきりとした意思が感じられて、侑眞はこれ以上強く勧めることはできなかった。

「蘇芳か……」

　しかし、身を翻ひるがえそうとした蘇芳を高階のしわがれた声が呼び止める。

　弱々しい老人のか細い声だったが、それには蘇芳を引き止める強い力があった。

「おまえにはいつも迷めい惑わくをかけるな」

「旦だん那なさま？」

　侑眞が枕元に駆けつけようとすると、高階は大丈夫だと片手を上げて引き止めた。

「救急車で病院に運ばれている間、蘇芳には今まで一度も謝ったことがないことに気づいてな。……不ふ甲斐がいない親で本当に申し訳ない」

　高階からの謝罪の言葉を聞いて、蘇芳は微かに瞳ひとみを揺ゆらした。

　醒さめたような瞳の色が徐じよ々じよに暖かな色合いを取り戻もどすのが分かる。

「自分の身に危険が迫せまってやっと思い出すというのも酷ひどい話だが、蘇芳に会ったら一番に言わなければと思ったしだいだ。わたしもそろそろ先の見えてきた年とし頃ごろだしな」

　高階はひとつ大役を果たしたような表情になって胸の上で手を組む。

　何か言うのだろうかと蘇芳を見るが、ひどく複雑そうな表情をした蘇芳はしばらくじっと高階を見ているだけだった。

（蘇芳さま……）

　けれども、帰りかけたつま先は微かに高階の方向に向き直り、それは高階を受け入れているようにも思えた。冷静になって考えれば、蘇芳自らが入院手続きをするという行こう為い自体が高階のことを許したという合図に思えてならなかった。

「──帰ります」

　しかし、しばらく微び動どうだにしなかった蘇芳は高階から視線を外すと、静かに病室を後にしたのだった。

「……許せとは言えんな」

　蘇芳の去ったドアを見ながら高階はぼそりとつぶやく。

「大丈夫ですよ。あの様子はたぶん旦那さまのこと許しておいでです」

「そう思ったのか？」

　高階は不安を隠かくさず侑眞に問いかけた。

「はい、きっと」

「侑眞がそう言うのなら、そうなのかもしれんな」

　高階はホッとしたような表情を見せる。その言葉はまるで侑眞の蘇芳に対する気持ちを見み透すかしているようで頬ほおを熱くさせた。

「な、なんてことおっしゃるんですかっ」

　慌あわてて侑眞が声を高らげると、高階はそんな侑眞を見て口元をほころばせる。

　おそらく蘇芳は渋しぶ々しぶながらも高階を許しているはずだった。たとえ今許せなくても、もう少し時間が経たてば和解する日もそう遠くない。

　そうしたらまた元のように屋や敷しきで生活してくれる日が来るかもしれなかった。

「旦那さまが退院される頃ころは、きっとお庭のあじさいが満開ですね」

「何色になっているか予想してみるか」

　屋敷に咲くあじさいは白から水色を経て紫むらさきに変わると聞いている。

　二人は三週間後の庭の様子を想像しながら、あじさいが何色に変わっているかの予想に花を咲かせた。

（蘇芳さまも一いつ緒しよに見られないかな）

　しかし、歩み寄りを見せたと思ったのは侑眞の思い過ごしだったのか、この日から蘇芳は姿を見せなくなり、高階の退院が近づいても病院に現れるようなことはなかったのである。
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（蘇芳さま、どうしているんだろう……）

　雲に翳かげる月を見ていると、どうしても不安な気持ちになってしまう。

　高階と和解したようにも見えた蘇芳だったが、その翌日からどこかへ行ってしまったようなのだ。

　もちろん失しつ踪そうなどの類ではなく、有坂などは蘇芳の居場所を知っているようだが、社長が交代したばかりのこの時期に会社を離はなれた蘇芳のことで頭を悩なやませているらしい。

　なにがあったのか詳くわしいことは侑眞にも分からないが、高階のことが原因ではないということだけは分かった。それなら早く蘇芳の姿を見たいと侑眞は月に願う。

「えっ、なに？」

　自分以外は誰だれもいないはずの母おも屋やに物音が響ひびいて、侑眞は辺りを見回した。

　大切な友人のチャロすらいない屋敷である。物が倒たおれるような風は吹ふいていないし、一人だけいるメイドはとっくに離れで休んでいる時間だった。夜の十時を回った家に訪問者もないだろう。

　ほかに考えられるのは──。

（お、おばけっ!?）

　まさかと思いながらもたしかめずにいられなくて、侑眞はそっと部屋を出た。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの明かりを頼たよりにとりあえず階段のほうへと向かう。

　階下からガチャリという音が聞こえて、手すりの隙すき間まから恐おそる恐る玄げん関かんホールを覗のぞき込んだ。

「すっ、蘇芳さまっ！」

　予想もしていない人物の登場に侑眞は悲鳴のような声を上げた。

　転げ落ちるように階段を下りると、本当に本物の蘇芳だろうかとまじまじと見入ってしまう。

（うっそ……）

　約半月ぶりに見る蘇芳は、少し疲ひ労ろうが顔に浮うかび髪かみも乱れていたが、それがかえって色気を漂ただよわせていた。

　絵に描かいたような紳しん士しではなく、少し危険なムードが立ち上っていてどこか近寄りがたい。こんな人を好きだったのかと思ったら、なんだか腰こしが引けてしまっていた。

「どうしてこちらに？　旦那さまはまだ病院で……」

「おまえに会いにきた」

　混乱する侑眞に蘇芳が短く言った。

「ぼ、ぼく……？」

　心当たりのない侑眞は、自分に用事があると言われて目を白黒させる。

「ああ、侑眞に渡わたすものがあるんだ」

「渡すもの……？」

　そう言うわりに蘇芳は身軽だった。

　いつもと変わらず三つ揃ぞろいのスーツ姿で、何かを持っている様子はない。バッグすら持っていないというのにどこになにがあるのだろうかと疑問に思う。

「その辺に……。ああ、あれだ」

　蘇芳が指差した廊下の先には小さな影かげがもそもそと動いていた。それがこちらに徐々に向かってくる。

　小さな影はやがてラグビーボールほどの大きさになって……。

「チャロっ！」

　驚おどろいて立ち尽つくす侑眞へチャロはまっすぐ走り寄った。

　焼け焦こげてしまった毛皮は新しくなり、熱で溶とけた目も今はキラキラしている。

　屈かがみこんで抱だき上げると、すっかり綺き麗れいになったチャロはクーンと鼻を鳴らした。

「よかった。メモリに異常はなかったようだな」

　見上げると、蘇芳は少しためらうような表情を侑眞に見せた。そして逡しゆん巡じゆんの後に「受け取ってくれないか」と乞こうように訊たずねる。

　どこか自信のなさそうな蘇芳というのも初めて目にする姿で、この現状を把は握あくできていない侑眞は首をかしげるばかりだった。

「今までずっとラボにこもっていたんだ。まずは侑眞にこいつを渡さなきゃいけないと思って、会社のこともなにもかもしばらく有坂にまかせっきりだ」

「……蘇芳さま？」

「見た目は旧型とあまり変わらないが、中の構造は大きく違ちがっている。いや、新型はデザインも変えるから、この形で中身だけ新しくしたものは世界でもこれだけだ」

「あの……」

　なにかを侑眞に伝えたいということは分かる。けれども一方的にまくしたてる蘇芳とはどうにも要領を得ない会話がしばらく続いた。

　よくよく聞いてみると蘇芳は次世代のトイドッグを開発していて、その部品をチャロの破損した部分に充あてたらしいことが知れた。

　しかし、それが侑眞にどう関係してくるのかいまいち分からず、困り果てて視線を落とすと静せい寂じやくの中に真しん摯しな声が響く。

「──おれの作ったものが嫌いやなら、返してくれていい」

「えっ？」

　その声に苦いものが混ざったようで驚いて顔を上げる。

　すると蘇芳は侑眞の腕うでからチャロを取り上げて、まるで本物の犬をあやすように軽く揺ゆさぶった。

　手の中に今まであった重みが急に消えて不安にも感じてしまう。

「侑眞も知ってのとおり、おれは復ふく讐しゆうを誓ちかって生きてきた。自分の欲のために周りの人間を顧かえりみることのなかった男に思い知らせるためにね」

　誰とは聞かなくてもそれが高階のことだということは分かる。そして、蘇芳の誓った復讐がまだ果たされていないということも。

「蘇芳さま……」

　胸が苦しく感じて眉まゆ根ねを寄せる。

　過去を語る蘇芳が侑眞にはどこか痛ましく思えてならなかった。辛つらいことならわざわざ口に出さなくてもいいと視線で訴うつたえると、蘇芳はそんな侑眞を見てひとつうなずいた。

「侑眞は、気が済んだかとおれに聞いたな？」

　まっすぐ見つめられて、今度は侑眞が大きくうなずく。

　高階が救急車で運ばれた日、実の親を追い込んだ蘇芳をなじるように厳しいことを言った。

　あの時の言葉はふさわしいものだったのかと、今も自分に問い返す。

「気は済まないな」

　淡たん々たんとして蘇芳は答えた。

「今まで憎にくんでいた相手を追い落としても気が済まなかった。それなら酷ひどい形で会社を潰つぶしてやればと思ったんだが、その手段を考えるたびに侑眞の顔がちらついて、具体案はなにも出てこない。気が済まないままだ」

「じゃあ、会社は……」

　潰すような真似まねはしないと心の底で信じていたことだが、本当に会社は潰さないと蘇芳は言ってくれるのだろうか。

「どうしたらいいのか教えてくれ」

　問うような視線を向けたのに、逆に疑問を返される。それも、侑眞に答えを求めるとは、どういうことなんだろう。

「ええっ？」

　その問いに驚いて目を見開くと、ふと物悲しいような表情と出会った。

「おまえが悲しむようなことはしたくないからな」

「あ、の……？」

　特有の傲ごう慢まんさを脱ぬぎ捨てたような蘇芳を一心に見つめてしまう。なぜそんなことを言うのか聞きたいけれど、自分の望んだものと違う答えが返ってきそうで問うことはできなかった。

「おれだって、好きな相手が嫌がることはしたくない」

　まっすぐ見返されて、期待してしまいそうになった侑眞はぶるぶると首を振ふった。

「侑眞」

「は、はいっ」

　蘇芳のもたらす一語一句を緊きん張ちようして聞いていた侑眞は、自分の名前を呼ばれてビクリと肩かたを揺らす。

「こんなおれが手がけたものでいいなら、受け取って欲しい」

　そう言って蘇芳はチャロを侑眞の目の前に差し出した。二つの黒い目はなんだか不安そうに侑眞をじっと見上げている。

「よかったらもう一度、おれのことを好きになってくれないか」

　耳を疑うような言葉が侑眞の胸を揺さぶった。

　もう一度もなにも、今まで蘇芳を嫌きらいになったことなど一度もないというのに……。

　言葉を頭で理解するよりも早く、ぶわっと涙なみだがこみ上げてきた。潤うるんだ瞳ひとみをそのままに微笑ほほえむと、自然と手がチャロへと伸のびる。

「は……い」

　侑眞が告げた答えをかき消すように唇くちびるが奪うばわれる。

　二人の間にチャロを挟はさむようにして何度も唇を重ねた。甘く噛むようにされると、たちまち体が熱を持ったように熱くなる。

　今まで幾いく度どか交かわしたキスだが、こんなにくすぐったくなるようなものははじめてだった。

「んっ」

　侑眞が吐と息いきをもらすと、濡ぬれた音をたてて唇が離はなれる。

「す、蘇芳……さま？」

　もう少し長いキスを交わしてもよかったのに、中ちゆう途と半はん端ぱなところで中断されて侑眞は先をねだるように見上げた。

「まさか、こんな気持ちになる日が来るとは思わなかったな」

「どういうことですか？」

　もう後こう悔かいしているのかと不安になった侑眞は表情を強こわ張ばらせる。けれども「誤解だ」と言われて頬ほおに流れ落ちた涙を唇で拭ぬぐわれた。触ふれたところから気持ちが伝わってくるようで、侑眞は小さなため息をこぼす。

「おれは出口の見えないトンネルを歩いてきたからな。明るい場所に出て隣となりにいる人の顔を見ることができるなんて考えてもいなかった」

　もちろんその話がものの喩たとえだということは分かっているが、蘇芳の人生が延々と続く薄うす暗ぐらいトンネルだったのかと思うと悲痛な気持ちにもなる。歩いても歩いても光の見えない道を一人で歩いてきたというのだろうか。

「だからおれには人を好きになることや、恋こいや愛などというものは関係のない世界だった。それがこの先もずっと続くのだろうと思っていたが、侑眞に出会って足元を照らされたんだよ」

「えっ、ぼ、ぼく……？」

　そう言ってもらえてとても嬉うれしいが、自分は何も特別なことをした覚えはないと侑眞は戸と惑まどう。

「頼たよるべき身内がいなくて屋や敷しきにやってきたというのはおれと似た境きよう遇ぐうだが、本人はいたって前向きで自分の置かれた現状をさほど大変だと思っていないようだと知ると、一回りも年下の侑眞の言動にイライラするようになった。侑眞のことが眩まぶしく見えて、自分と正反対だと思い知らされた気がしたからだ」

「それじゃあ、ぼくは蘇芳さまにとっていい存在じゃないんじゃ……」

「おれもはじめはそう思っていたよ。侑眞に手を出したのはその苛いら立だちをおさめるためだ」

　それを聞いて侑眞は、はじめて蘇芳からキスされたときのことを思い出した。「可愛かわいかったから」と蘇芳は言っていたが、やはりそれは嘘うそだったのだろう。

「そういう理由だったんですね……」

　がっかりして声のトーンが落ちてしまう。けれどもうつむきそうになった侑眞の顔を蘇芳の大きな手が包み込んできた。

「いや、苛立ちをおさめるためのはずだったんだが、それだけの理由で男に手は出せないな。いくら侑眞が可愛い見た目をしていても、だ」

「じゃあ……」

　喜色を浮うかべて蘇芳を見ると、蘇芳は大きくうなずいてくれる。

「きみはおれの作ったトイドッグに救われたと言ったな。おれはひたむきに頑がん張ばる侑眞の姿に救われたんだよ」

「……ぼくのことを偉えらいって蘇芳さま言ってくれましたよね」

　はじめて二人で行ったレストランでの会話を思い出す。とても短い賛辞だったが、あの時はそう言ってもらえたことが本当に嬉しかったのだ。

「そうだな、あの時はもう侑眞のことを手放しがたいと思っていた頃ころだ。けれども同時に、復讐を誓うおれの許もとに置いてもいいのかと葛かつ藤とうしていたときでもある。それにきみは、二言目には親おや父じの心配ばかりだからな。……ひどいことをした」

　蘇芳の表情にさっと後悔の色が浮かぶ。

　それが一方的に追い上げられたときのことを言っていると分かって、侑眞は慌あわてて首を振った。

「ち、違ちがうんです。蘇芳さまにああいうことされるの……嫌いやじゃなかったんです」

　とても恥はずかしい申しん告こくだったが、これは今伝えなければいけないことだろう。もちろんびっくりしたことも本当だが、大好きな蘇芳に触れられて嬉しかったのだ。

「だから……また、してくれますか？」

　なんて言ったらいいのか分からず、侑眞は困ったように蘇芳を見る。それが誘さそう言葉だと知らずに口にする侑眞を見て、蘇芳は「先が思いやられるな」とため息をついた。







　今すぐ気持ちを証明させてくれと言った蘇芳は、チャロを眠ねむらせてからかつての自分の部屋へと侑眞を連れて行った。

　なにもない部屋ではあるが、侑眞がこまめに掃そう除じをしていたので塵ちりひとつ落ちてはいない。

「綺き麗れいなものだな」

　自分が出て行った部屋を見て、蘇芳は感心したように言う。

「いつお戻もどりになってもいいようにしておいたんです……」

　恥ずかしそうに侑眞が告白すると、優やさしく口づけられる。何度か唇を重ねる合間に蘇芳は「ばかな子だ」とつぶやいた。

　決して侮ぶ蔑べつではなく甘い響ひびきを持った言葉に侑眞はくすぐったさを感じる。態度や言こと葉ば遣づかいが変わっても、与あたえられるものに変わりはなかった。

「んんっ……」

　ぽてっとした下した唇くちびるを食はむようにされると、じんわりとした疼うずきが広がる。思わず蘇芳の腕うでに縋すがりつくと、抱かかえるようにされてベッドまで連れて行かれた。

　少し固めのスプリングベッドに体を横たえられる。

「緊張してるな」

「そ、そんなこと……」

　思わず身を起こそうとすると、蘇芳の手によって肩を押さえられた。そして覆おおいかぶさってきた蘇芳に唇をふさがれる。

「ふっ……ん」

　さっきとはまるで違ちがう激しい口づけは急激に侑眞を昂たかぶらせた。熱い口内に舌をこすりつけられて、ぴくんと背筋が震ふるえる。

　その侑眞の反応をうかがうようにして蘇芳はシャツを床ゆかに落とした。

「ま、待って……」

　しかし、止める言葉もむなしく蘇芳の手のひらは円を描えがくように素す肌はだを撫なでてくる。

　ざわざわと押し寄せる快感が侑眞には慣れなくて、上ずるような細い声をあげた。けれども蘇芳は聞き入れてはくれず、胸の小さな突とつ起きを押しつぶすように捏こねる。

　下か肢しがじんと痺しびれたように蕩とろけていくのがわかった。

「こういうのははじめてじゃないだろう」

「そ……ですけど」

　けれどもあの時と今とでは状じよう況きようだって違ってくる。

　なにより一番大きく違うのは蘇芳自身で、いつもは鋭えい利りな双そう眸ぼうに今は欲望の色が見え隠かくれしていた。

　それが自分を欲しがってくれているからだと思うと、たまらずドキドキしてしまう。

「ひゃっ……」

　ふいに乳ち首くびを舐なめられて侑眞は身を縮こまらせる。噛んだり吸ったりされているうちに体の中心にじわじわと熱が集まってくるようだった。

「す、おう……さま」

　もどかしさに戸惑う声を上げるが蘇芳はそれに答えず、ぴちゃぴちゃと濡ぬれた音をたてていっそう強く吸い上げる。

　まるで侑眞が恥ずかしがると知ってわざとやっているようにも思えた。

「あ、あ……っ」

　自然と零こぼれてしまう声を抑おさえるように侑眞は自分の口を両手でふさぐ。すると無防備になった下肢に手を伸のばされて、瞬またたく間に衣服すべてを剥はぎ取られた。

「濡れてるな」

　知らなくてもいいことを知らされて、その恥ずかしさから泣きたくもなる。クスリと笑われたようにも思えて侑眞は下肢を手で覆おうとした。

「だめだ」

　しかし、侑眞の手がそこを覆い隠す前に蘇芳によってやんわりと握にぎられてしまう。

　閉じようとした侑眞の脚あしを開くように自身の体を割り込ませて、ゆるゆると中心を擦こすりあげる。

「ふっ……あんっ」

　きつくならない愛あい撫ぶはもどかしさを侑眞にもたらした。

　侑眞のいい場所を知っていると言いたげに、蘇芳はやさしい手つきで触ふれてくる。慣れてしまえば物足りなくも感じて、侑眞は自ら腰こしを押しつける。

「んっ……」

　自分のあふれさせたものがいやらしい水音をたてて、それが余計に侑眞を煽あおった。

「あっ、す、おう……さまぁ」

　ねだるように蘇芳を見上げると、熱を孕はらんだ視線で見返される。感じているいやらしい顔を見られていると分かって、きゅんと胸が疼いた。

「もう……、で、出ちゃ……」

「ああ、そろそろ限界そうだ」

　ひくひくする先せん端たんを親指で撫でるように刺し激げきすると、追い上げるように擦りあげた。

「やっ」

　小さな悲鳴を上げて侑眞は達する。蘇芳の手を汚よごしたと知って罪悪感から涙なみだが浮かんだ。

「ご、ごめんなさい……っ」

　またやってしまったと、侑眞は青くなりながら蘇芳のシャツに縋りつく。

「あやまるなよ。おれはもっと悪いことしようとしているんだから」

「わ、悪いこと……」

「そう、こういうことだ」

　侑眞の放った精液を拭ぬぐい取ると、奥の窄すぼまりになすりつけた。達したばかりで弛し緩かんしていたそこは、あっさり蘇芳の指を迎むかえ入れる。

「いや……っ」

　異物が入った恐きよう怖ふから侑眞はもがくように体をひねる。しかし、体の小さな侑眞がじたばたしたところで蘇芳にはさほど妨さまたげにはならない。

「ここにおれのを入れる」

「す、蘇芳さま……の？」

　怖こわいと思って硬かたくなった体も、蘇芳とひとつになれるという期待から急に開いていくようだ。

　侑眞がぼんやりとした間にぐいっと奥に指を押し入れられて、「ひゃっ」と声を上げる。

「そうだ。侑眞の中に入りたい」

　ゾクッとする声で囁ささやかれて、腿ももに当たる蘇芳のものを意識した。

（あっ、硬くなって……）

　瞬しゆん間かん、蘇芳の体からいつもの香こう水すいの香かおりが漂ただよって、二人の間の空気を濃のう密みつなものに変える。

「中に……入れさせてくれ」

　請こうような男の声に驚おどろく。

　傲ごう慢まんな蘇芳には似つかわしくない言葉に思えて顔を見ると、真しん剣けんな──けれども欲望にくらんだなまめかしい表情に出会った。

「おれのものにしたい」

　そうストレートに言われてしまえば嫌いやだとは言えず、侑眞は消え入りそうな声で「はい」と答える。怖い気持ちも大きかったけれど、なにより蘇芳に欲しがられたことが嬉うれしかった。

「じゃあ、少し我が慢まんしてくれ」

「えっ？」

　侑眞の中から指を引き抜ぬいた蘇芳は、シーツの上に侑眞を伏ふせさせると腰を高く上げた。

「こ、これ……？」

「侑眞の負担にならないようにするから」

　今までのどの格好よりも恥はずかしい体勢に震えそうになるが、蘇芳を受け入れるためなのだと思うと我慢するしかない。

　シーツに額をなすりつけて指の侵しん入にゆうに耐たえていると、中を探さぐるようにしていた蘇芳の指が、ある一点をかすめる。

「ひゃっ」

　そこに触さわられただけでピクリと下肢が揺ゆれた。

　どうしても拭いきれない恐怖があったというのに、何度もそこを擦られるとひくひくと腰が跳はねる。蘇芳の指をきゅうっと締しめつけるのが自分でも分かった。

「やっ、な、なに……？」

　力が抜けて崩くずれそうになる体を肘ひじで支える。体にこもった熱を逃にがしたくて息を吐はくと、自分でも信じられないような甘い声がこぼれた。

「あ、あっ、あ……ん」

　抜き差しされる指にあわせて腰を振ふってしまう。再び急な射精感に襲おそわれてギュッとシーツを握りしめた。

「やっ、また……あっ」

　言葉も切れ切れに限界を訴うつたえると、中をいっぱいにしていた蘇芳の指がずるりと抜けた。急に訪おとずれた失しつ墜つい感に呆ほうけていると、やがて指とは比べ物にならない質量感のものが後こう孔こうに押し当てられる。

「ふっ……ああっ」

　じゅうぶん慣らされたはずなのに、蘇芳を飲み込むことは簡単ではなかった。先端が奥へ進むたびにみしみしと音が聞こえるようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、いい子だ」

　痛みに強こわ張ばった肩かたを蘇芳は愛撫するように口づける。宥なだめるように柔やわらかな唇くちびるが首筋をくすぐるように辿たどった。

「うっ、うう……」

　なんとか痛みを逃のがそうと歯を食いしばるたび「力を抜いて」と耳元に囁かれる。

　それを何度も繰くり返すうちに少しずつ蘇芳は奥へと入り込み、すべてを収めたときには蘇芳の息も荒あらいものへと変わっていた。

「はい……った？」

「……痛くないか？」

　聞いている蘇芳のほうもなにか苦しそうで、思わずそろりと後ろを振り返る。すると端たん整せいな顔に汗あせが浮うかんでいるのが見えた。

「す、おう……さま」

　名前を呼ぶと身を寄せてくれる。ちゅっと口づけられて上目に見ると、淫いん猥わいな色を滲にじませた蘇芳がいた。

　自分を前にしてこんな表情を見せてくれるのだと思ったら、愛いとしい気持ちが次から次へと溢あふれてくる。

「すき、です……」

　小さく告げた侑眞を褒ほめるようにまたキスをされて、不意打ちのような蘇芳の動きに、繋つながった部分がひきつれる。

　お互たがいに大変な思いをしてまで繋がろうとする行こう為いが、愚おろかにも愛おしく感じる。そう思った瞬間、体の奥から痛みではないなにかが這はい上がってきた。

「やっ……んっ」

「侑眞？」

　蘇芳の声が体内へとダイレクトに響ひびいてくる。その刺激にも感じてしまってピクリと内ない壁へきが蠢うごめいた。

「あんっ……」

　侑眞の反応をいいものと感じ取った蘇芳は腰を動かしはじめる。硬いものに中をこすられて、蘇芳のそれが抜き差しされるたびに侑眞は甘い声をこぼした。

「あっ、や……ぁ」

　前に回された手で勃たち上がったものを擦こすられる。揺さぶる動きに合わせて手を上下されて、侑眞は駄だ々だをこねるように首を振る。

　甘い声を上げるたび、体内の蘇芳がグンと大きくなった。

「や、それっ……硬い……」

　無責任に放つ言葉に煽られるように、蘇芳は「んっ」と詰つめた息を吐き出した。侑眞の耳元に大人の男の感じ入る声が聞こえる。

（なんか、すごいエッチ……）

　なまめかしい声を聞いたら、自分たちのしている行為がものすごく恥ずかしいものに思えて、先せん端たんからじんわり液体が滲んでしまう。

「ひゃっ」

　ときおりかき回すようにされて、予想外の刺し激げきに締めつけをきつくする。そのつど背後の蘇芳が息を詰めるのが分かった。

「も、もう……」

　息も切れ切れに訴えると、後ろを向かされて口づけられる。めちゃくちゃに吸うようなキスに夢中で応こたえながら、奥を激しく抉えぐられた。

「んんっ」

　ひくひくと腿がわななき、いっそう強く蘇芳を食はむ。口づけを解かれてまた一ひと際きわ深く貫つらぬかれた。

「やっ、いっちゃ……ぁんっ」

　一番敏びん感かんなペニスの先を引っかくようにされて、侑眞はきゅっと背中を強張らせた。

「っ……、あぁっ」

　ピクンと全身を震ふるわせてぱたぱたと白はく濁だくの液をシーツに垂らす。そのまま何度か揺すられて、一いつ瞬しゆん蘇芳が動きを止める。

「っ……」

　くぐもった声が聞こえたのと同時に奥がぱっと熱くなる。蘇芳が中で達したのが分かった。

「やん……っ」

　たたきつけられるような感覚に、侑眞はもう一度甘い悲鳴をあげる。

「……大丈夫か？」

「だっ、だい、じょうぶ……です」

　ずるりと抜け出る感覚に侑眞は眉まゆをひそめる。ざわっと肌はだが粟あわ立だって快感とも不快ともつかない感じに襲われた。繋がっていた場所から濡ぬれたものが伝ってきて、またピクリと腿ももが震える。

「可愛かわいかったよ」

　侑眞を蕩とろかすような声で囁ささやかれて、赤く染まった頬ほおにふんわりとした笑えみを浮かべたのだった。







　はじめての行為に疲つかれきった侑眞は、蘇芳の腕うでの中でうとうとしてしまったようだった。ほんの数分のことだが、目覚めたときに隣となりに蘇芳のぬくもりがあって、あたふたしてしまう。

「どこか痛くないか？」

「……はい。あの、蘇芳さま、は？」

　今のような不慣れな行為で満足したのかと問うと、小こ柄がらな体を引き上げられる。

　胸の中に抱だき込まれるようにされて肌が触ふれあうと、いまだお互いが裸はだかでいる事実に目がまわりそうになった。

「あとでもう一回しよう」

　耳に唇が触れる距きよ離りで言われて、侑眞はこくこくと首を縦に振った。

「──でも、その前に。ちゃんと話をしないとな」

　蘇芳に背後から抱きしめられているこの状態が、果たしてちゃんとしていると言えるのかどうか疑問だが、人の温ぬくもりに安あん堵どを覚えて侑眞は甘えるように体重を預ける。

　誰だれかとこんな風に触れあうことができるとは、考えてもいないことだった。

「あのっ、チャロを直してくれてありがとうございます」

　ふいに思い出して顔を上げると、その頬に蘇芳は優やさしく触れてくる。

「ああ、あいつをきれいに修理してからじゃないと、侑眞に会ってもらえないと思ったんだよ」

「ぼく、色々とひどいこと言ったのに……」

　チャロを連れて会社へ乗り込んだときのことを思い出した。

　気が動転してたこともあって自分が何を言ったか半分ほどしか覚えていないが、言ってはいけない言葉を投げつけてしまっていたかもしれないと青くなる。

「本当はおれはみんなを幸せにしたくておもちゃを作っているんじゃないかと言っていたな」

「い、言いました。ちゃんと覚えてます」

　蘇芳のことを分かったような言い草に、侑眞は恥はずかしくなって視線を落とす。

「いや、あの言葉で目が覚めた気がするよ。今までは技術を認めさせるために新しい商品を開発し続けているんだと思っていた。ヒットを飛ばすことが一番分かりやすいアピールだったからな。ふつうに考えて、本当におもちゃが嫌きらいだったら、トイドッグのように面めん倒どうなものを開発しようと思わないだろうな」

「へっ……？」

「チャロを修理している間に気づいたんだが、われながら手の込んだことをしていてね。トイドッグの開発に成功すれば世間に認められるという一心で作ったんだと思っていたが、成功ということにこだわるなら、もっと派手で確実にヒットするようなものを作るだろう」

「そういわれれば……」

　トイドッグは大人向けのおもちゃだ。おもちゃであるのに大人が楽しむものという位置づけだけで王道というものから外れてしまっている。

　そんなものを開発しようと考えるのはよほどおもちゃの好きな人間だろう。

「たぶんおれは、おもちゃを憎にくむ振ふりをして本当は好きだったんだろうな。だからはじめに侑眞がトイドッグを大事そうに抱かかえているのを見て何か救われた気分にもなった。失敗作と言われているものを大事にしてくれている侑眞にはじめから惹ひかれていたのかもしれない」

「う……そ」

　夢みたいなことを聞かされて、舞まい上がりそうだった。

　自分がチャロを大事にする思いが製作者に伝わったというのもすごく嬉うれしい。

「会社はどうしたい？」

　ふいに蘇芳が問いかけてきた。

「そんな大事なこと、ぼくが決めていいんですか？」

　蘇芳に決断をさせても同じ結果になることはもう分かりきっているが、重大な決断を任されて侑眞は湧わき上がりそうになる震えを抑おさえた。

「──それなら、会社は残してください」

「ああ、分かった。ただし、スキャンダルで一度地に落ちているからな。ここから立て直すのは茨いばらの道だ。……自じ業ごう自じ得とくなんだが」

　しかし、そう言った蘇芳からは絶望のようなものは感じ取れなかった。むしろ、これからどう這い上がろうか画策しているように思える。

「楽しそうに見えますけど」

　そう感想を述べると、蘇芳は「勝算があるからな」と答えた。

「勝算？」

「トイドッグだ。新型を発表する目め処どが付いた。これが当たれば確実に会社は盛り返すだろう」

　チャロを修理するためにずっとラボに閉じこもっていたという蘇芳は、チャロを直しながら新しいトイドッグの構想を練っていたらしい。そのプランを今日会社で会議にかけてきたのだと蘇芳は教えてくれた。

「でも、トイドッグは失敗作って……」

「一度失敗して、ひとしきり問題点を追つい究きゆうしていたからな。今度は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　技術ばかりを追いかけてユーザーの存在を無視していたこと。こちらの提供するレベルに客を引き上げようという傲ごう慢まん的な考え方がいけなかったこと。その失敗を踏ふまえて純じゆん粋すいにユーザーの立場に立ったおもちゃ作りをするつもりだと蘇芳は説明する。

「どうした？」

　蘇芳の話に賛同するようにうんうんと聞いていた侑眞が、突とつ然ぜん渋しぶい顔をしはじめたことに蘇芳は眉をひそめる。

「トイドッグが、味気ないロボットみたいな見た目になっちゃうのはいやです……」

　前に蘇芳がトイドッグのことを、よりロボットらしさを前面に押し出したほうがよかったと言ったことを思い出す。あんなに愛くるしいチャロが、超ちよう合金ロボットのような固くて冷たいものになってしまうなど想像できなかった。

「まあ、今は時代も変わって癒いやしを求められているからな。どちらかというとチャロみたいな見た目のほうが受け入れられると思うが……よかったらおいおい意見を聞かせてくれないか？」

「ぼくで、いいんですか？」

「トイドッグに目を向けさせたのは侑眞だからな。できれば協力してもらいたい」

「は、はい！」

　自分のような者の意見も取り入れてくれる気があるのだと思うと、蘇芳の役に立てている気がして嬉しさを隠かくしきれない。けれどもその一方で、蘇芳は真面目まじめな顔を侑眞に見せた。

「ところで、きみの後見人になりたいんだが」

「……後見人、ですか？」

　未成年の侑眞には後見人として高階がついていた。その高階に代わって侑眞の生活にかかわる一いつ切さいの面倒を見たいのだと蘇芳に告げられる。

「でも、旦だん那なさまが……」

　侑眞の一存では決められないと困こん惑わくの目を向けると、「もう話してきた」と驚おどろくことを蘇芳は言う。

「お話しされたんですか……！」

　いったいいつの間にそんな話をしに行ったのだと、侑眞は驚いた顔を蘇芳に向ける。

「侑眞が縁えんを結んだようなもんだ。後見人の話もちゃんと本人に説明して承しよう諾だくしてもらったよ。まあ、病気の療りよう養ように専念しなければならない者が人の面倒を見ている場合ではないと言って、もぎ取ったようなもんだが」

「えぇー」

　さすがにできる男は根回しが早いのだと感心せずにはいられなかった。

「あとは、本人の意思だ。侑眞？」

「お気持ちは嬉しいのですが……」

　機き嫌げんのよさそうな蘇芳を見ながら、侑眞は顔を曇くもらせた。

　今の流れから侑眞が断るわけはないと確信していたに違ちがいない蘇芳は、予想外のことに表情を引きつらせる。

「嫌いやなのか？」

「いやっていうか……」

　好きな相手が自分の後見人になってくれるなんて、申し訳ないくらいに嬉しいが、喜んでばかりいられない理由が他ほかにもあるのだ。

「生活の面倒を見るって、タダじゃないんですよ……？」

　高階とのときにも交かわした会話を蘇芳とも交わすことになる。

　財産をほとんど持たない侑眞にとって金銭的な話はできれば避さけて通りたいようなことだったが、こういうことははじめにハッキリさせなければいけない。

「ああ、そのことか。恋こい人びとの一人も養えないような男ではないつもりだが」

「でも……」

　蘇芳の言葉が嬉しくないと言えば嘘うそになるが、その養ってもらうことに気が引けてしまう。

「そういう意味で甘やかされるのはいやです。ぼくも、男ですからっ」

　はっきり意思を見せるように言い切ったつもりなのに、蘇芳は忍しのび笑いをもらした。こっそり笑ったつもりなのだろうが、これだけ身を寄せていれば気配で分かってしまった。

「す、蘇芳さま……っ」

「いや、ごめんごめん。そうだな、きみも男だった。もちろん忘れていたわけじゃない」

　そう言いながらも子供をなだめすかすように抱だきしめてくるから、侑眞はますますぷりぷりしてしまう。

「ははっ。それならまた労働で返せばいい。──ああ、執しつ事じとかはどうだ？」

（執事……）

　それは侑眞にとっても願ってもない提案だった。

　執事の仕事は嫌いではないし、蘇芳の側にいられるというのならなおさらのこと。パッと嬉しそうに顔を上げた侑眞だったが、「でも……」と悩なやんだように視線を落とす。

「今、このお屋や敷しきにはお仕えする人がいないんです。蘇芳さまが帰ってきてくださらないと仕事がありません」

「……仕方ないな」

　返事を聞いた侑眞は今度こそ表情を明るくした。

「じゃあ、帰ってきてくださるんですかっ？」

「侑眞がそういうなら、そうするよりほかないだろう」

　嬉しくなって首筋にしがみつくと、蘇芳は少し困ったように「完敗だ」と告げた。

「世間知らずなおぼっちゃんだと思ったのに、気づけばいつの間にかおれをコントロールするようになったな」

　誰だれかに感情を左右される日が来るとは思わなかったが、それも悪くはないと蘇芳は笑って言った。

「もちろん、あなたの執事ですから」

　にっこり笑った侑眞は、ため息をこぼす唇くちびるをキスでふさいだのだった。





【終】
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